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　青森市東部の宮田・矢田地区が、青森県新総合運動公園の建設予定


地となったことを受けて、青森県埋蔵文化財調査センターでは平成８


年度から同地区に所在する埋蔵文化財の発掘調査を実施してきました。


　米山（２）遺跡については、平成10年度以降調査を重ね、平成18年度


の調査が第６次となります。


　今回の調査では、縄文時代から中世にかけての遺構や遺物が発見さ


れました。


　特に、中世の遺構については竪穴建物跡・掘立柱建物跡・土坑・井


戸跡・カマド状遺構・溝跡・墓（火葬墓・土坑墓）など豊富な種類が


発見され、13世紀から16世紀にかけての当地域の暮らしぶりを考える


ための好資料を得ることができました。


　カマド状遺構は57基発見され、これまでに宮田・矢田地区の発掘調


査で発見された例を合わせると147基となり、県内一の検出数になり


ます。カマド状遺構の内部からは、炭化した木材とともにコメ・アワ・


ヒエ・ムギなどが炭化した状態で出土しました。これまで謎であった


カマド状遺構の用途を解明する上で重要な鍵になると考えられます。


　また、中世の遺物では、漆器椀・銅鏡・国産陶磁器・舶載陶磁器な


ど、希少なものが出土しました。


　これらの成果が、埋蔵文化財の保護と調査・研究等に広く活用され


ることを期待します。


　最後に、発掘調査の実施から出土品の整理、調査報告書の刊行にあ


たって御指導御協力を賜りました関係各位に対し、厚く感謝申しあげ


ます。


平成20年３月


青森県埋蔵文化財調査センター　


所長　末永　五郎


序







例　　　言 


１　本報告書は、平成18・19年度に発掘調査を実施した県新総合運動公園建設事業予定地内に所在す


る青森市米山（２）遺跡の発掘調査報告書である。


２　本遺跡の所在地は、青森県青森市宮田字米山130、青森県遺跡番号は01276である。


３　本報告書は青森県埋蔵文化財調査センターが編集し、青森県教育委員会が作成した。執筆は総括


主幹大湯・文化財保護主査茅野・文化財保護主事岩田が協議の上行い、個々の文責については文


末に示した。依頼原稿に関しては文頭に執筆者を記した。


４　発掘調査及び整理作業・報告書作成の経費は、調査を委託した青森県土整備部都市計画課が負担


した。


５　資料の分析、鑑定、については、以下の方々に委託した（敬称略）


　　　出土木材の年輪年代測定　　　　　　　　　　　独立行政法人奈良文化財研究所　光谷　拓実


　　　出土炭化物の放射性炭素年代測定　　　　　　　　　㈱加速器分析研究所


　　　出土火山灰の同定分析　　　　　　　　　　　　　　弘前大学　柴　正敏


　　　出土石器の石質鑑定　　　　　　　　　　　　　　　青森県立郷土館　島口　天　　　


　　　出土木材・炭化材の樹種同定・出土植物化石の分析　東北大学　鈴木　三男　古代の森研究舎


　　　出土土器に付着した赤色物質の成分分析　　　　　　㈱パレオ・ラボ


　　　出土漆器の塗膜構造分析・出土銭貨の成分分析　　　㈱吉田生物研究所


　　　出土焼骨の組織学的分析　　　　　　　　　　　　　学校法人国際医療福祉大学　奈良　貴史


　　　出土炭化種子の同定　　　　　　　　　　　　　　　札幌国際大学博物館　椿坂　恭代


　　　出土鉄関連遺物の分析　　　　　（財）岩手県文化振興事業団　岩手県立博物館　赤沼　英男


６　本書で利用した地形図は、国土地理院発行の５万分の１の地形図「浅虫」・「青森東部」を合成・


複製したものである。


７　挿図の縮尺は、各図ごとにスケールを付してある。なお、写真の縮尺は統一していない。


８　遺構・遺物の分章・挿図中での表現は、原則として次の様式・基準によった。


　⑴　遺構内外の堆積土の注記には、『新版標準土色帖』（小山、竹原；1994）を用いた。


　⑵　遺物の観察表・計測値は巻末に掲載した。


　⑶　図版中の範囲指定等は以下の略号を基本として使用し、それ以外については各々説明を付した。


　　遺物実測図の範囲指定　Ｃ：炭化物付着範囲　Ｂ：黒色物質（塗膜）付着範囲　ビ：微細な剥離


９　引用・参考文献については本文末に収めた。


10　発掘調査及び報告書作成における出土品・実測図・写真等は、現在、青森県埋蔵文化財調査セン


ターで保管している。


11　本報告書作成に際して、下記の諸氏より御協力、御助言を受けた（敬称略）


　宇部則保、小笠原雅行、小野貴之、小山彦逸、亀井明　、川口　潤、木村浩一、木村淳一、


　木村　高、工藤清泰、児玉大成、榊原滋高、佐々木浩一、設楽政見、鈴木和子、瀬川　滋、


　関根達人、竹ヶ原亜紀、永嶋　豊、西澤正晴、土生田純之、深澤百合子、藤沢良祐、星　雅之、


　丸山浩二、村木　淳、八重樫忠郎、山崎忠良、山田吾郎
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米山（２）遺跡は、平成７年度に実施された青森県新総合運動公園建設事業に伴う遺跡分布調査によ


り新たに発見・登録された遺跡である。平成８・９年度には、遺跡範囲確認のための試掘調査が行わ


れ、それによって遺跡の範囲がほぼ確定した。平成10年度（第１次調査）からは、本格的な発掘調査


を開始したが、その過程で南西側に位置する山下遺跡との境界付近からも遺構・遺物が検出され、そ


の部分を米山（２）遺跡の範囲に変更した。これらの経緯および第１次調査の成果については、平成11


年度に『山下遺跡Ⅱ・米山（２）遺跡』（青森県埋蔵文化財調査報告書第274集）としてすでに公刊した。


平成13年度（第２次）には、水路（人工的な小川）堀削工事予定地内を調査し、平成14年度には『宮


田館遺跡Ⅲ・米山（２）遺跡Ⅱ』（青森県埋蔵文化財調査報告書第344集）として公刊した。平成15年度


（第３次）は、野球場建設予定地外縁部及び工事用取り付け道路敷設地の調査を行い、その成果は平


第１章　調査に至る経緯と調査要項


第１節 調査に至る経緯
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図１　県新総合運動公園内における埋蔵文化財調査状況図
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成16年度に『米山（２）遺跡Ⅲ』（青森県埋蔵文化財調査報告書第391集）として公刊した。平成16年度（第


４次）・17年度（第５次）は、水路工事区域を二カ年に渡り発掘調査し、その成果を『米山（２）遺跡Ⅳ』


（青森県埋蔵文化財調査報告書第433集）として公刊した。


　今回報告する内容は、平成18年度に実施した調査（第６次：6,500㎡）と、平成19年度に実施した


調査の一部（第７次：Ａ区2,100㎡）についての成果をまとめたものである。


　第６次調査の範囲については、第５次調査終了時に、原因者から示され、現場に目印の杭とロープ


を設置していた。第６次調査は平成18年４月に開始し平成18年10月末をもって示された範囲内の調査


を無事終了し、その範囲を工事側に引き渡せるようにした。その際、調査区外に延伸する遺構を保護


する目的で、工事時の掘削に特に注意を払う必要がある範囲も示し、その部分の詳細な図面を作成し、


原因者、文化財保護課、当センターの確認の上、現地には目印の杭を設置した。平成19年度は、当初、


米山（２）遺跡南部地区と宮田館遺跡の２箇所を調査する予定であったが、４月中旬に３者による現地


確認を行った際、原因者の側で予定している工事範囲が、第６次調査区北端の境界線を北側に大きく


超えていることが分かった。この原因となったのは、第６次調査区の調査範囲が、園路の路面までの


範囲までであり、路面端から法面尻までの範囲が調査範囲に盛り込まれていなかったことであった。


そのため、未発掘の部分が道路造成により破壊される事態に対応し、その対象範囲約2,100㎡の調査


を緊急におこなった。従って、平成19年度の調査計画は、５月上旬の上記３者および工事関係者との


協議の基に一部変更し、６次調査区北側の法面部分の調査を最優先で行うこととし、５月中旬から調


査を開始した。（大湯）


１　調査目的


　　県新総合運動公園建設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する米山（２）遺跡の発掘調査を行い、


その記録を保存して、地域社会の文化財の活用に資する。


２　発掘調査期間　　　　平成18年４月20日〜同年10月25日（第６次調査）


　　　　　　　　　　　　平成19年４月23日〜同年11月９日（第７次調査）


３　遺跡名及び所在地　　米山（２）遺跡（青森県遺跡番号　01276）


　　　　　　　　　　　　青森市大字宮田字米山地内


４　調査面積　　　　　　6,500平方メートル（第６次調査）


　　　　　　　　　　　　2,100平方メートル（第７次調査）


５　調査委託者　　　　　青森県県土整備部都市計画課


６　調査受託者　　　　　青森県教育委員会


７　調査担当機関　　　　青森県埋蔵文化財調査センター


８　調査体制 　


　　（第６次調査)


　　　調査指導員　　　　村越　潔　　国立大学法人弘前大学人文学部名誉教授（考古学）


　　　調　査　員　　　　葛西　勵　　前青森短期大学教授（考古学）


　　　　　〃　　　　　　山口　義伸　青森県立浪岡高等学校教諭（地質学）
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　　　調査担当者


　　　　青森県埋蔵文化財調査センター


　　　　所　　長　　　　　　　　　　白鳥　隆昭（現青森県立郷土館館長）


　　　　次　　長（調査第一ＧＬ兼務）三浦　圭介（平成19年３月退職）


　　　　総務ＧＬ　　　　　　　　　　櫻庭　孝雄


　　　　総括主幹　　　　　　　　　　大湯　卓二


　　　　文化財保護主査　　　　　　　茅野　嘉雄


　　　　調査補助員　　　　　　　　　久米田さやか（平成19年３月退職）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢　徳彦　（平成19年３月退職）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　一戸佐知絵


　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　啓太


　　（第７次調査）


　　　調査指導員　　　　村越　潔　　国立大学法人弘前大学人文学部名誉教授（考古学）


　　　調　査　員　　　　葛西　勵　　前青森短期大学教授（考古学）


　　　　　〃　　　　　　山口　義伸　青森県立浪岡高等学校教諭（地質学）


　　　　　〃　　　　　　高島　成侑　前八戸工業大学教授（建築学）


　　　調査担当者


　　　　青森県埋蔵文化財調査センター


　　　　所　　長　　　　　　　　　　末永　五郎


　　　　次　　長（調査第一ＧＬ兼務）三宅　徹也


　　　　総務ＧＬ　　　　　　　　　　櫻庭　孝雄


　　　　総括主幹　　　　　　　　　　大湯　卓二


　　　　文化財保護主査　　　　　　　茅野　嘉雄


　　　　文化財保護主事　　　　　　　岩田　安之


　　　　調査補助員　　　　　　　　　一戸佐知絵　高谷　景子


　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　啓太　　高坂　真澄


　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良亜矢子　山下　生詩
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１　グリッドの設定


　本遺跡の位置する青森市宮田地区では、第１章で述べたとおり広大な範囲内において多くの遺跡の


調査が行われている。平成８年度に行われた県新総合運動公園建設予定地内の遺跡範囲確認調査では、


予定地内に所在する遺跡を全てカバーするようなグリッド設定を、公共座標軸に合わせて行った。グ


リッドの呼称については、報告書の誤記による呼称のずれがあることは第391集で指摘されているため、


今回は上野尻系のグリッド呼称を用いることとした。グリッドの呼称は、旧日本測地系における平面


直角座標第Ｘ系のＸ＝92680.0000・Ｙ＝644.0000を「ⅡＡ−30」とし、座標Ｘ軸にはローマ数字（Ⅰ


〜）とアルファベット（Ａ〜Ｔ）の組み合わせを用い、Ｙ軸には算用数字を付している。グリッドは


４ｍ単位とし、Ｘ軸は４ｍ北進する毎に「ⅠＡ」「ⅠＢ」･･･とアルファベットが進み、「ⅠＴ」に達


すると、次はローマ数字が繰り上がり「ⅡＡ」となる。Ｙ軸は４ｍ東進する毎に算用数字が１ずつ増


える。グリッドの呼称は南西隅のグリッドライン交点を用いて表している。


　今回の調査では、本遺跡の北東に位置する新総合運動公園建設予定地内に設置されている、「新総


合運動公園測量基準点」Ⅲ級（３−№６、３−№８）を基点とし、４級基準点の設置及びＢＭ測量を


業者（株式会社コンテック東日本）に委託した。


２　調査方法


　調査の開始にあたっては、平成９年度に実施した試掘調査トレンチ壁面の土層観察により、土壌の


層位的な堆積状況と遺物の包含状況を把握した後、スコップやジョレン、移植ベラ等を用いて層位毎


に掘り下げていった。今回の調査区は平成７年まで水田として利用されていたため、赤橙色を帯びた


床土層上面までは、多くの箇所でバックホーによる表土除去を行った。基本土層の名称は、表土から


下位に順にローマ数字を付した。包含層から出土した遺物の取り上げは、基本的にグリッド・層単位


に行い、必要に応じて写真撮影と出土平面図作成、標高の測定を行い、番号を付した。遺構の調査は、


規模や形態、付属施設等の有無に応じて適宜セクションベルトを設定し、土層を観察しながら精査を


進めた。土層の名称は基本的に上位から下位に算用数字を各々付すこととした。遺構の平面図作成及


び遺構内出土遺物の出土地点や出土状態の図化に関しては、簡易的な遣り方測量と遺構実測支援シス


テム（遺構くんVer．5.976）を用いて行った。縮尺は20分の１を基本としたが、種類や規模の大小に


より10分の１、40分の１等とした。


３　遺構の名称


　調査段階での遺構番号は、種別毎・検出順に平成16年度調査時からの連番になるようにした。ちな


みに今回の調査では次ページの表４に示した番号からはじめている。調査時における遺構の略称は以


下の通りであるが、本書においては観察表でのみこれら略称を使用し、本文中においては正式な呼称


を用いている。


　SC：炭化物集中遺構　SD：溝跡　SE：井戸跡　SF:カマド状遺構　SI：竪穴住居跡・竪穴遺構


　SK：土坑（土坑墓・火葬墓含む）SN：焼土遺構　SP：柱穴　SU：水路跡　SX：性格不明遺構
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第６次・第７次調査で使用した最初の遺構番号表


SC SD SE SF SI SK SN SP SU SX
1〜 20〜 50〜 50〜 10〜 100〜 10〜 300〜 1〜 1〜


SC SD SE SF SI SK SN SP
10〜 100〜 80〜 50〜 30〜 200〜 11〜 2000〜


第６次


第７次


４　写真撮影


　35ミリのモノクローム・カラーリバーサル（ISO100）の２種類のフィルムを主に使用し、必要に応


じて６×７版（ISO100）、デジタルカメラを併用した。


　撮影にあたっては、主に土層の堆積状態、遺物の出土状態、遺構の検出状況を記録し、必要に応じ


て作業状況等の記録にも努めた。また、ラジコンヘリ・高所作業車による俯瞰撮影も行った。


第６次調査（平成18年度）


４月20日：調査機材搬入、調査開始。


５月：調査区東側部分の精査。礫層と地面乾燥に悩まされ精査速度は上がらず。溝跡数条と柱穴十数


基を確認し精査した。


６月：調査区中央部分で縄文時代後期後半の竪穴住居跡や土坑が検出され始める。旧河川跡には縄文


時代後期の遺物がややまとまって発見された。


７月：調査区西側の表土除去の結果、当該地域にカマド状遺構が多数発見された。相変わらず少雨の


ため精査ははかどらない。


８月：調査区東半部の精査に一応のめどが付く。西側の遺構確認を急ぐ。


９月：カマド状遺構の精査開始。約50基を検出。調査区北西部では残りの良い状態でカマド状遺構が


発見された。また、井戸跡や柱穴も発見され始めた。


10月：適度な降雨により作業が進むがカマド状遺構の精査に時間がかかる。土坑墓から銅鏡が出土。


11月２日：遺構平面図を完成し、平成18年度の調査を終了した。


第７次調査（平成19年度）


５月14日：Ａ区にプレハブ、仮設トイレを設置する。重機で表土剥ぎを行った箇所から粗掘り・遺構


確認を開始する。


５月中旬：調査区西部端でカマド状遺構の集中、ピットなどの遺構が発見される。


５月下旬：調査区西部で溝跡や井戸跡、ピットが発見される。また、火葬墓と思われる骨片と炭化物


の集中が発見され、サンプルを採取する。調査区中央部では、縄文時代後期に属する土器


の集中が砂利層を中心にまとまって確認される。土器集中の東部近くで縄文時代後期初頭


に属すると思われる住居跡が確認される。Ｃ字に礫を配置した石囲炉出土。


５月30日：調査区西部分調査終了。原因者に引き渡す。


６月上旬：調査区東部でカマド状遺構の集中部が確認される。調査区東端部では縄文時代後期初頭の


縄文土器が遺構外からまとまって出土した。


６月27日：Ａ区の調査終了。当初から予定されていた宮田館遺跡の調査を再開する。


第２章　調査方法と調査経過 


第２節　調査経過
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弘前大学大学院理工学研究科　柴　正敏


１．米山（２）遺跡周辺の地形


　本遺跡は、第四紀地形区「東北地方脊梁山脈」の北端に位置し、新第三紀の安山岩溶岩及び同質火


砕岩類（金ヶ沢層）、ジュラ紀付加体堆積物（東岳層）及びそれに貫入する花崗閃緑岩を主体とする


山地を源とする河川により形成された扇状地上に立地している。


　本遺跡周辺で、最も標高が高いのは東岳（684.0ｍ）で、ドーム構造の中心部に位置している。こ


の規模の大きなドーム構造の周辺部には、屋敷山、高森山、前高森山、引越山など、より小規模なド


ーム状の小山が分布する。これら小山は、新第三系・和田川層の貫入岩類の侵食残丘である。


　段丘は、盛田川の南に河岸段丘が発達するほか、高低二面の海岸段丘が認められる。


　上村（1983）は、これらを「中位段丘」（標高25〜30ｍ）及び「低位段丘」（沖積面より５〜10ｍの


高さ）とよび、中川（1972）の「野辺地段丘」及び「薬師野段丘」に、それぞれ対比している。


　低地を構成する地形種は、扇状地、扇状地性低湿地、自然堤防、後背湿地、砂堆、谷底平野などで


ある。本遺跡周辺の地形区分については、山口（2005）の報告がある。


２．米山（２）遺跡周辺の地質


　本遺跡周辺の地質は大きく分けて、先新第三系、新第三系及び第四系よりなる。先新第三系は、ジ


ュラ紀付加体堆積物からなる東岳層及びそれに貫入する花崗岩類である。付加体堆積物は主に泥岩、


石灰岩、ドロマイト岩、塩基性凝灰岩類よりなり、花崗岩類の熱によりホルンフェルス化している（柴・


小玉・大貫、1987）。


　新第三系は下位より、金ヶ沢層、西ノ沢層、四沢層、和田川層及び茂浦安山岩類よりなる。金ヶ沢


層は主に、安山岩溶岩及び同質火砕岩類よりなり、上位の西ノ沢層とは不整合関係である。西ノ沢層


は黒色泥岩を主体とし、砂岩及び礫岩も挟在する。上位の四沢層とは整合関係である。四沢層は主に、


安山岩質〜デイサイト質火砕岩類及び同質溶岩よりなる。上位の和田川層とは整合関係である。和田


川層は、珪質頁岩を主体とし、流紋岩凝灰岩類を挟在する。上位の茂浦安山岩類とは整合関係である。


茂浦安山岩類は、主に安山岩〜デイサイト溶岩よりなり、同質火砕岩類が挟在する。


　第四系は下位より、中位段丘堆積物、軽石流堆積物、低位段丘堆積物、火山灰層及び沖積層からな


る。中位段丘堆積物は層厚が10ｍ以上で、砂、礫、粘土よりなる。上位の軽石流堆積物とは整合関係


である。軽石流堆積物は層厚が５ｍ以上で、灰白色を呈し、淘汰の悪い径数㎝の軽石からなる。軽石


は、火山ガラス、斜長石、斜方輝石、単斜輝石、ホルンブレンド（長柱状〜針状）及び鉄鉱からなり、


十和田八戸火砕流堆積物に対比できる。上位の低位段丘堆積物とは不整合関係である。低位段丘堆積


物は、主に砂・礫、粘土よりなる。上位の火山灰層とは不整合関係である。火山灰層は全層厚が２ｍ


以上で、赤褐色を呈するローム質火山灰であるが、基底から20㎝あるいは基底に、厚さ30〜50㎝の黄


褐色を呈する軽石質火山灰層を挟むのが特徴である。産状、層位及び層相より、千曳（軽石）浮石層


第３章　遺跡周辺の環境


第１節　米山（２）遺跡周辺の地形及び地質について


米山（２）遺跡Ⅴ 
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十和田八戸火砕流堆積物


千曳軽石層


低位段丘堆積物


沖積層


中位段丘堆積物


?


に対比できるものと考えられる。上位の沖積


層との関係は不明である。沖積層は主に砂・礫・


粘土よりなる。第四系の模式断面図をしたも


のを図１に示した。本図は上村（1983）の第


20図に、対比されるテフラ等を付したもので


ある。


３．米山（２）遺跡の火山灰について


　本遺跡には、十和田八戸火砕流堆積物（To-


H）、千曳軽石（浮石）層、十和田ａテフラ（To-


a）及び白頭山苫小牧テフラ（B-Tm）が分布する。


　十和田八戸火砕流堆積物は、淘汰の悪い軽石片を含む粗粒火山灰である。軽石を構成する鉱物は、


斜長石、斜方輝石、単斜輝石、ホルンブレンド（長柱状〜針状）及び鉄鉱である。斑晶として、石英


は含んでいない。本遺跡周辺では、約５ｍ以上の厚さで分布する。


　千曳軽石層は、黄褐色を示す軽石質


火山灰である。本層上部又は下部また


は両方に、粘土質ローム層が存在する。


青森県内に広く分布し、鍵層として利


用されている。構成鉱物及びガラスの


化学組成は十和田八戸火砕流堆積物と


良く似ている。本報告では分析値を示


さないが、三内丸山（９）遺跡に分布す


る千曳軽石層の分析値及び報告を参照


されたい。


　十和田ａテフラは、軽石型ガラスを主とし、褐色ガラス、斜長石、石英、斜方輝石、単斜輝石、鉄


鉱からなる。表２に試料２のガラス組成を示した。本遺跡のTo-aガラス組成は柴（2005）に報告され


ている。


　白頭山苫小牧テフラ（B-Tm）は、十和田ａテフラの上位に、厚さ約２cmの砂層を介在し、厚さ２〜


第３章　遺跡周辺の環境 


図１．米山（２）遺跡周辺に分布する第四系の模式断面図
　　上村（1983）の第20図を改変した。


表１　米山（２）遺跡出土の火山灰


表２　米山（２）遺跡 火山ガラスのEPMA分析値
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３㎝ほどで産出する。B-Tmは、軽石型及びバブルウォール型軽石、アルカリ長石、へデン輝石、エジ


リンオージャイト、斜長石、単斜輝石、斜方輝石、鉄鉱よりなる（表１）。本遺跡のB-Tmガラスの組


成は柴（2005）に示されており、アルカリ流紋岩質及び粗面岩質である。


引用文献


青木かおり・町田　洋（2006）日本に分布する第四紀後期広域テフラの主要元素組成　―K2O-TiO2図


によるテフラの識別．地質調査研究報告、第57巻、第７/８号、239−258．


中川久夫（1972）青森県の第四系．青森県の地質、第二部、青森県、71−120．


柴　正敏・小玉　隆・大貫　仁（1987）青森市、東岳地域における石灰岩類の接触変成作用．弘前大


学理科報告、第34巻、100−106．


柴　正敏（2005）米山（２）遺跡出土の火山灰について．米山（２）遺跡、青森県埋蔵文化財調査報告書、


第391集、青森県教育委員会、137−139．


上村不二雄（1983）浅虫地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１図幅）、地質調査所、40p．


山口義伸（2005）遺跡周辺の地形及び地質について．米山（２）遺跡、青森県埋蔵文化財調査報告書、


第391集、青森県教育委員会、６−11．


調査区内の土層説明


　調査を進めるにあたって遺跡の土層堆積状況を把握するために土層観察用のセクションを４箇所設


定した。東西に伸びる調査区内は地点により地山土層に表情の違いが見られ、層位対比に困難をきた


した。遺跡内の基本的な土層については、第391集を基本的に踏襲している。簡略に記述するならば


以下のとおりになる。


Ⅰ層は表土である。見かけにより以下の二層に分層される。


　Ⅰa層：現代の水田耕作土。Ⅰb層：現代水田の床土（酸化鉄の凝集層）。


Ⅱ層は縄文時代中期から中・近世までの土層を含む。白頭山−苫小牧火山灰が本層を２分する鍵層と


なっている。Ⅱa層：シルト質の黒褐色土層、白頭山火山灰よりも上位の土層であり、古代以降に


堆積した土層である。Ⅱb層：白頭山火山灰よりも下位の層であり、縄文時代中期〜古代までに堆


積した土層である。やや砂質の黒色シルト質土であり、場所により礫を多く含む場合もある。


Ⅲ層は多くの遺構が掘削されるある時点での地山層である。場所により礫・砂質土・シルト質土がそ


の割合を複雑に変えながら調査区に現れている。調査区東側では、基本層序①周辺において、多量


の礫を混入した砂質土主体の土層であり、調査区西側では砂質土とシルト質土が主体となる部分が


やや多くなっている。


調査区内の微地形について


　調査区は東から西へとなだらかに傾斜している。この中に縄文時代中・後期の河川跡と考えられる


溝状の落ち込みや、湿地状であったと考えられる地点などが存在する。縄文時代の河川跡に関しては、


深さも約１ｍ程度のものがある。それらが黒色土などの堆積によりおおむね平坦になった状態で中世


の遺構が構築されている状況である。ちなみにⅤP−204グリッド付近のカマド状遺構群は、近世段階


の洪水？のような土層によりほぼ覆われており、遺構の残存状況が良好であった。


米山（２）遺跡Ⅴ 
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　米山（２）遺跡は、青森市東部の宮田地区に所在する。青森市宮田地区は青森中心市街地より東へ約


８㎞に位置し、名湯浅虫温泉は遺跡の北東約６㎞に位置する。現在は国道４号バイパスが遺跡の東側


約１㎞を東西に走っているが、バイパス開通以前、国道４号は久栗坂〜野内・造道を経て現青森県庁


まで至り、野内からは遺跡の目の前を通って青森市高田へ至る野内環状道路が現在も走っている。こ


の野内環状道路は、青森平野南部の丘陵を縫うように走っており、その沿線には縄文時代〜中世にか


けての遺跡や城館跡が多数存在しており、古くから重要な交通路として利用されていたと考えられる。


また、浅虫方面は海に山が迫っており、交通の難所でもある。その難所を越えて青森平野に入る際最


初に通過するのが久栗坂・野内・宮田などの集落である。いわば青森平野の東の玄関に宮田地区は位


置している。以下には時代を追って周辺の主な遺跡を紹介する。


縄文時代の遺跡


縄文時代早期　宮田館遺跡（県429集）などで寺の沢式・中野式・物見台式土器などが出土しているが、


遺構は発見されていない。


縄文時代前期　縄文時代前期初頭の長七谷地Ⅲ群土器に類似する土器が宮田館遺跡から出土した（県


314集）。野内川左岸の稲山遺跡では、前期中葉〜末葉（円筒下層ｂ〜d2式）にかけてのやや規模の


大きい集落が発見されている（青森市56・62・66・71集等）。上野尻遺跡や宮田館遺跡でもほぼ同


時期の小規模な集落が発見されている（県353集・429集）。


縄文時代中期　中期後半の最花式〜大木10式に併行する土器群を伴う小規模な集落が宮田館遺跡や米


山（２）遺跡で発見されている（県429・391・433集など）。


縄文時代後期　後期初頭の牛ヶ沢式・蛍沢式土器などが散発的に出土している（県391集等）。後期前


葉の十腰内Ⅰ式土器は、宮田地区のほぼ全域から出土しているが、土坑（県302・391集）や甕棺墓


　（県433集）が少量発見されたのみで、竪穴住居跡は発見されていない。また、先述の稲山遺跡で


は多数の土坑と共に環状列石や甕棺墓が、本遺跡北西に位置する山野峠遺跡では石棺墓が発見され


ている（青森市1983）。後期中葉〜後葉にかけては、時期が下るにつれて遺物量。遺構数共に増加


している。特に十腰内Ⅴ式段階では、米山（２）等で遺跡数棟単位でまとまる竪穴住居群が数箇所、


上野尻遺跡では環状にめぐる掘立柱建物跡群なども発見され、この時期の集落構成の一端を探る上


で貴重な資料を提供している。環状掘立柱建物跡群については、数世代にわたる居住施設という考


えや、祭祀遺構であるという考えが出されており、今後の検討により集落の性格および宮田地区の


該期の状況が明らかになっていくものと思われる。


縄文時代晩期　長森遺跡からは縄文時代晩期初頭の土器群と土坑が多数発見された（青森市1985）。


米山（２）遺跡からは、縄文時代晩期後葉の土坑墓と考えられる土坑が発見されている（県391集）。


また、大浦貝塚からは縄文時代晩期の製塩土器や骨角器が発見されている（青森市1971）。


縄文時代晩期から弥生時代前期　上野尻遺跡や米山（２）遺跡から大洞Ａ′式や砂沢式土器が出土して


いるが、遺構は発見されていない（県302・391集など）。


弥生時代　中期末〜後期の土器が、宮田館遺跡や米山（２）遺跡で見られる（県322・429・391集）。


平安時代　10世紀中葉（B-TM火山灰降下）以降11世紀代にかけて、宮田館遺跡や山下遺跡でやや大き


な集落が営まれる。県動物愛護センター建設地の調査では、30点もの鉄製品が一括埋納された土坑


第２節　周辺の遺跡


米山（２）遺跡Ⅴ 
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第３章　遺跡周辺の環境 


図３　周辺の主な遺跡
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や、集落を囲む溝跡などが発見されている（県411集）。また、遺跡の所在する尾根上には、古代防御


性集落が存在していた可能性が地表面観察から推定される。


　中世　中世前期の遺構・遺物は米山（２）遺跡から発見されている。米山（２）遺跡では平成19年度の


調査Ｂ区で中国産白磁水注や手づくねかわらけなど12世紀後半〜13世紀前半の遺物と、掘立柱建物跡


を主体とする同時期の遺構群が発見された（来年度報告予定）。また、北約５㎞に位置する多宇耕館


遺跡（多宇末井館ともいう）は、文治５年（1189年）の奥州合戦の残党である大河兼任が最後に立て


こもったとされる城館である。野内環状道路沿いには、宮田館・後萢遺跡（後萢蝦夷館）・戸崎館遺


跡など、古代防御性集落の系譜上にあると考えられる館跡が存在する（青森市史編集委員会2005）。


いずれも山稜の頂部付近に溝又は土塁をめぐらせた簡素な構造が多い。城館以外では、多数のカマド


状遺構や井戸跡などが米山（２）遺跡・山下遺跡などから発見されている（県258・274・344・433集）。


また、延文２年（1357年）に造立されたとされる、念心寺に所在する板碑、宮田の大いちょう（樹齢


900年ともいわれる）、宮田古寺跡（五輪塔の火輪が存在）などの信仰施設が宮田館周辺に集まってお


り（佐藤仁2006）、当時の館跡・信仰施設・生産および日常生活空間との関連を考えるうえで重要な


情報を提供している。（茅野嘉雄）


参考文献


青森県教育委員会　1999　　山下遺跡・上野尻遺跡　　　青森県埋蔵文化財調査報告書第258集


青森県教育委員会　2000　　山下遺跡Ⅱ・米山（２）遺跡　青森県埋蔵文化財調査報告書第274集


青森県教育委員会　2001　　上野尻遺跡Ⅱ　　　　青森県埋蔵文化財調査報告書第302集


青森県教育委員会　2002　　宮田館遺跡　　　　　青森県埋蔵文化財調査報告書第322集


青森県教育委員会　2003　　上野尻遺跡Ⅳ　　　　青森県埋蔵文化財調査報告書第353集


青森県教育委員会　2003　　宮田館遺跡Ⅲ・米山(２)遺跡Ⅱ　　　　　青森県埋蔵文化財調査報告書第344集


青森県教育委員会　2005　　米山(２)遺跡Ⅲ　　　青森県埋蔵文化財調査報告書第391集


青森県教育委員会　2006　　宮田館遺跡Ⅴ　　　　青森県埋蔵文化財調査報告書第411集


青森県教育委員会　2007　　宮田館遺跡Ⅵ　　　　青森県埋蔵文化財調査報告書第429集


青森県教育委員会　2007　　米山(２)遺跡Ⅳ　　　青森県埋蔵文化財調査報告書第433集


青森市教育委員会　1971　　大浦遺跡調査報告書　青森市の文化財７


青森市教育委員会　1983　　山野峠遺跡　　　　　青森市の文化財


青森市教育委員会　1985　　長森遺跡調査報告書　青森市の文化財


青森市教育委員会　2001　　稲山遺跡発掘調査報告書Ⅰ　　　青森市埋蔵文化財調査報告書第56集


青森市教育委員会　2002　　稲山遺跡発掘調査報告書Ⅱ　　　青森市埋蔵文化財調査報告書第62集


青森市教育委員会　2003　　稲山遺跡発掘調査報告書Ⅲ　　　青森市埋蔵文化財調査報告書第66集


青森市教育委員会　2004　　稲山遺跡発掘調査報告書Ⅳ　　　青森市埋蔵文化財調査報告書第71集


青森市教育委員会　2005　　稲山遺跡発掘調査報告書Ⅴ　　　青森市埋蔵文化財調査報告書第72集


佐藤　仁　2006　　第１節　宮田館遺跡周辺の歴史的考察　　『宮田館遺跡Ⅴ』青森県埋蔵文化財調査報告書第411集　


青森市史編集委員会　2005　第Ⅳ部　城館資料編　新青森市史　資料編２　古代・中世


米山（２）遺跡Ⅴ 


と　う　ま　い







ⅤＡ


ⅣＫ


ⅣＰ


ⅤＦ


ⅣＦ


ⅣＡ


ⅡＰ


ⅡK


ⅤＰ


ⅤＫ


X=92820.00


X=92900.00


X=92920.00


X=92840.00


X=92860.00


X=92880.00


X=92940.00


X=92980.00


X=92960.00


X=92800.00


図４　米山(２)遺跡南地区遺構配置図（第２･４〜７次調査区）


S=1／8000 50m


200195 205 210 215 220 225 230 235 240 245 250 255 260


本報告範囲


31.0m


30.0m


31.0m


29
.0
0m


31.0m31.0m


32.0m


33.0m


平成16年度調査(第4次)


平成17年度調査
(第5次)


平成19年度調査(第7次A区)


平成18年度調査(第6次)


平成13年度調査(第2次)


米山（２）遺跡南地区調査区域図


35.0m


36.0m


34.0m


33.0m


31.0m


Y=1340.00 Y=1360.00 Y=1560.00Y=1540.00Y=1520.00Y=1500.00Y=1480.00Y=1460.00Y=1440.00Y=1420.00Y=1400.00Y=1380.00Y=1320.00Y=1300.00







―　15　― 


C


C′


1層 10YR3/2 黒褐色土 暗褐色土15%、黄褐色砂質ｼﾙﾄ7%、
2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 褐色ｼﾙﾄ15%、炭化物粒1%混入　しまり有
3層 10YR4/4 褐色土 ｼﾙﾄ粒3%　しまり有
4層 10YR3/3 暗褐色土　褐色土40%　ｼﾙﾄ粒5%混入　しまり有
5層 10YR3/4 暗褐色土　黒褐色土30%　にぶい黄橙色ｼﾙﾄ粒3%、小礫1%
6層 10YR4/4 褐色土 にぶい黄橙色ｼﾙﾄ粒2%混入　しまり有
7層 10YR4/6 褐色土 明黄褐色ｼﾙﾄ粒5%、黒褐色土2%混入　しまり有
8層 10YR3/2 黒褐色土　褐色土10%、小礫2%混入　しまり有
9層 10YR2/2 黒褐色土　明黄褐色ｼﾙﾄ粒2%、炭化物粒3%混入　しまり有


1層 5YR4/4 暗赤褐色土 Ⅲ層と掘方の一部が
　　　　　　　　　　　　　被熱した火床面
2層 10YR3/4 暗褐色土　 暗褐色土5%、炭化物粒2%
Ⅲ層 10YR4/4 褐色砂質シルト


PIT2


PIT1


7 14


S12


9


S59
S58


S13


S23


S22


11


S16


S17
S18


S19


S20


4


16


15


S6


S9
S10


図9-2


S11


P9


3


10


S1


S4


S3


S14


12


S60


PIT3 PIT4


ⅣS‐229


5･6


13


0 1m


1/30


SP347


SP348


A


A′


PIT2 PIT1


C


C′


B′
B


PIT4


PIT3


ⅣR‐229


ⅣS‐229


試掘ﾄﾚﾝﾁ


遺物出土状況図


C


C′


C C′
33.30m


2


1


2


S SⅢ


Ⅲ


Ⅲ


土器


1層 10YR3/4 暗褐色土 褐色土、ｼﾙﾄ粒3%混入しまり弱
2層 10YR4/4 褐色土


12 B′B
33.20m


A A′
33.60m


3 1 2 3 4


9
9


7


8 5
6


Ⅰ
0 2m


1/60


炉の掘方


グレーの塗りは炉体2の土器


：炭化物範囲


床面硬化範囲


１、竪穴住居跡


第10号竪穴住居跡（SI-10）


［位置・確認］調査区中央部、ⅣR-229グリッドに位置する。平成９年度の試掘調査トレンチが遺構


第４章　検出遺構と出土遺物


第１節　縄文時代の遺構及び出土遺物


第４章　検出遺構と出土遺物 


図５　第10号竪穴住居跡
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の中央部を床面付近まで掘り込んでいるが、それ以外の部分ではおおむね第Ⅲ層上面で確認した。遺


構の上面は現代の水田により削平されている。［重複］SP347・348と重複し、本住居跡の方が古い。［規


模・形状］平面形は長軸5.68ｍ・短軸５ｍの楕円形を呈する。長軸方向はほぼ東西方向に向いており、


北側壁付近に出入り口と見られるＨ字状の溝が掘り込まれている。［堆積土］暗褐色シルト質土を主


体とする。堆積土の母材は第Ⅲ層と第Ⅱb層の混合土であると考えられる。堆積土中には拳大〜直径


２㎝程度の礫がみられた。床面直上付近には炭化物粒のまとまった範囲が複数見られた。この土壌を


持ち帰り水洗選別を行ったが、炭化種子などは検出できなかった。［壁・床面］第Ⅲ層を掘り込み、


床面としている。床面は浅い掘方の上に暗褐色シルト質土を薄く充填し、構築している。床面の広い


範囲で硬化した面が見られた。壁は床面から緩やかに立ち上がっている。残りの良い部分で床面より


20cmほどが残存している。［炉］床面中央部よりやや北寄りに土器片を敷いた石囲炉を発見した。ド


ーナツ状の掘方の溝部分に礫を楕円形に据え、炉跡を区画している。参考ながら炉跡の長軸方向北西


−南東方向に傾いているは内部には粗製深鉢の破片を敷き詰め、その上で火をたいていたと考えられ


る。炉体土器は被熱が激しい。［柱穴］床面中央寄りに４本の主柱穴を発見した。規模は　PIT１・２


がPIT３・４より掘方が大きく深い特徴がある。配置は北側に向かって狭くなる台形状である。［施設］


床面北壁寄りにＨ字状の溝が掘り込まれている。これは一般に出入り口施設と考えられている。［出


土遺物］主に床面に遺棄されたような状況で遺物が出土した。出土遺物は縄文時代後期後葉の十腰内


Ⅴ式の範疇で捉えられるものである。壷・注口・深鉢・浅鉢・小型台付皿（図９-２）等の器種から


なる。全体に器厚が５〜６㎜前後と薄く、口縁端部の肥厚もそれほど極端ではなく、やや内傾する特


徴がある。また、地文としてLRとRLを別々に回転施文した羽状縄文が特徴的であり、前面ミガキや条


痕などによる地文無文の個体も一定量存在している。口縁端部には突起などの装飾はほとんど見られ


ない（但し、図９-２の小型台付皿には三角形状の小ぶりな突起がみられる）。文様面での特徴は幅１


〜1.8㎝程の沈線で区画した縄文帯による曲線文様である。横位弧状のもの（４・６）や襷掛け状の


もの（３）などがある。また、文様の要所には１〜1.5㎝程度の貼瘤がみられる（３・４・６）。石器


は掻器（17）・削器（18）・二次加工の見られるもの（19・20）・敲打による凹みがみられるもの（21）・


表面に磨り面が見られるもの（22）・擦痕のみられる棒状礫（23・24）などが出土した。［時期］床


面出土遺物の特徴から、縄文時代後期後葉の竪穴住居跡と考えられる。本住居跡の炉跡は、建物自体


の軸方向とずれがある。ちなみに第11・12号竪穴住居跡の炉跡も楕円形であり、長軸方向は北西−南


東方向を向いている。ちなみに第１次調査の第１号竪穴住居跡などでも炉跡が同じ方向に傾いている


ことを確認した。これらが集落の形成や集団関係の推定につながる現象であるのかは今後の検討に譲


りたい。（茅野）


米山（２）遺跡Ⅴ 
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第４章　検出遺構と出土遺物 


図６　第10号竪穴住居跡出土遺物１


1（炉体）


2（炉体）


3（床面）


4（床面）


9（床面）


5（床面）


6（床面）


7（床面）


S＝1/3


8
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米山（２）遺跡Ⅴ 


図７　第10号竪穴住居跡出土遺物２


10


17〜20（S＝1/2）


10〜16・21・22（S＝1/3）


24（S＝1/4）


12
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23（S＝1/8）
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0 2m


1/60


　1層 　　5YR3/4 暗赤褐色焼土


　Ⅲ再礫層 7.5YR2/2黒褐色土ﾛｰﾑ粒3%混入
　　　　　　Ⅲ礫層が再堆積した層


A A′
38.30m


P
1 Ⅲ再礫層2


1層 10YR3/2 黒褐色土　5YR6/8橙色ﾊﾟﾐｽ2%、大礫10%、中礫5%、小礫2%
2層 10YR3/3 暗褐色土　小礫10%混入、かたくしまる


B


B′
P


1Ⅲ再礫層


34.00m
A A′


A


A′


B


ⅤA‐233


ⅤB‐233


B′


第11号竪穴住居跡（SI-11）


［位置・確認］調査区中央部、ⅤA-233グリッドに位置する。付近には第Ⅱb層と第Ⅲ層（砂礫）が混


合し再堆積した黒褐色土層が広がっているが、おおむねこの層の上面で確認した。遺構上面は現代の


水田により削平を受けているが、遺構確認時にⅡ層を掘削しているため、遺構上位の部分は掘りすぎ


ている可能性がある。［重複］他の遺構との重複は無い。［規模・形状］平面形は長軸3.72ｍ、短軸


3.28ｍの楕円形を呈するものと思われる。長軸方向はおおむね東西方向から西北西-東南東方向に傾く。


南西側の壁は地山との判別が付きにくいため、正確な範囲は不明である。壁は残りの良い部分で床面


から約15㎝残存している。［堆積土］黒褐色砂質土を主体とし、直径２〜８㎝大の礫がやや多く混じる。


堆積土の母材は第Ⅲ層と第Ⅱb層の混合土であると考えられる。［壁・床面］第Ⅱb層を掘り込み、床


面としている様であるが、明確ではない。礫混じりの第Ⅲ層が床面であると考えたが、炉跡のレベル


を見る限り礫層よりも上位に床面が構築されていた可能性が高い。［炉］ほぼ床面中央部に土器片を


敷いた楕円形の炉跡を発見した。長軸方向は北西−南東方向である。掘方の状況は不明である。炉跡


には１の深鉢破片が直径約30㎝の範囲に敷き詰められ、その上で火をたいていたと考えられる。炉体


土器は被熱が激しい。［柱穴］発見できなかった。規模からみて存在していた可能性が高いが、床面


の土層の状況により確認できなかった。［施設］なし。［出土遺物］２は第10号竪穴住居跡からの出土


遺物である。誤った場所での報告を訂正しお詫びする。本住居跡では床面からの遺物出土は無い。ち


なみに遺構外で報告している図26−87も本住居跡の堆積土上位での出土である。１は炉に敷き詰めら


れた粗製深鉢である。器厚は８〜10㎜とやや厚めである。外面には貝殻によると思われる横位の条痕


調整がみられる。内面にはミガキがみられるが、口縁端部の内傾・肥厚部分の下位に指頭押圧による


成形痕が残っている。３〜５は堆積土中からの出土である。５にみられるように、本住居跡ではやや


幅の狭い縄文帯による弧状文様と貼瘤を使用した文様がみられる。また、縄文帯の縄文には羽状縄文


が用いられている。これらの出土遺物はおおむね十腰内Ⅴ式の範疇で捉えられる。［時期］炉跡出土


遺物の特徴から、縄文時代後期後葉の竪穴住居跡と考えられる。（茅野）


第４章　検出遺構と出土遺物 


図８　第11号竪穴住居跡
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第12号竪穴住居跡（SI-12）


［位置・確認］調査区中央部、ⅣS-228グリッドに位置する。シルト質の第Ⅲ層上面で確認した。遺


構上面は現代の水田により削平を受けている。北西側約１／４が平成９年度の試掘トレンチにより失


われている。［重複］SP2401と重複し、本遺構の方が古い。また、PIT４・５は本遺構に伴うものか不


明である。［規模・形状］平面形は長軸（推定）4.4ｍ・短軸3.6ｍの楕円形を呈するものと思われる。


長軸方向はおおむね北東−南西方向に傾く。［堆積土］黒褐色砂質土を主体とし、直径拳大〜人頭大


の礫が多く混じる。堆積土の母材は礫混じりの第Ⅱb層であると考えられる。［壁・床面］シルト質の


第Ⅲ層を掘り込み、砂礫質の第Ⅲ層を床面としている。壁は削平により約５㎝しか残存していない。［炉］


床面中央やや北西寄りに石囲炉を発見した。ドーナツ状の掘方溝に礫楕円もしくは隅丸方方形に据え


て炉を区画している。長軸方向は北西−南東方向である。炉の長軸は約70㎝、短軸は60㎝である。火


床面は強い被熱部分と弱い被熱部分があり、弱い被熱部分は炉外部北東側にも見られる。［柱穴］床


面中央よりに主柱穴を４基発見した。北西側がやや開く台形状の配置である。


米山（２）遺跡Ⅴ 


2


3（堆積土）


5（堆積土）


7（堆積土）


4（堆積土）


6（堆積土）


1（炉体）


石器（S＝1/2）


土器（S＝1/3）


図９　第11号竪穴住居跡出土遺物


SI-10
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B


B′


1層 10YR4/2 灰褐色土　浅黄橙色ﾛｰﾑ粒3%、炭化物粒1%、中礫3%、小礫1%混入


1層 5YR5/6 明赤褐色焼土 10YR3/4暗褐色土20%。かたくしまる 貼床かⅡb下層が被熱。
2層 7.5YR4/6 褐色焼土 硬くしまる　Ⅲ砂礫層が弱く被熱
3層 10YR3/4 暗褐色土　中礫10%、小礫5%　硬くしまる　炉掘方埋土


0 2m


1/60


A


A′


SP401


PIT1


PIT2


PIT3


PIT4


PIT5


B


B′


試掘ﾄﾚﾝﾁ


貼り床


PIT6


ⅣS‐229へ南2m


ⅣT‐229


試掘ﾄﾚﾝﾁ B


B′


炉跡掘方


弱い被熱


S S12
Ⅲ層(砂礫)


B′B
33.40m


3


0 1m


1/30
1


S S
A A′33.40m


SP401


S
削平


炉跡


［施設］なし。［出土遺物］土器は床面近くから浅鉢（１・２・５）、鉢？（３・４）、注口（６）が


出土した。３の内面には輪積み痕がみられ、底部外面はやや中央部分が極弱く突出している。６の注


口部には根元の部分にアスファルトが付着している。石器は２点図示した。７は多面体の敲石である。


第４章　検出遺構と出土遺物 


1


S＝1/3


2


3
4


8


5


6


7
（点描は敲打によるツブレ）


黒塗りはアスファルト


コ
ウ
ダ
・
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コ
ウ
ダ
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ス
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図10　第12号竪穴住居跡出土遺物
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D D′33.10m


1


Pit1


E E′33.10m


1
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F F′


1
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Pit3 Pit4


33.10m G G′


1


33.00m


Pit5


H H′


1


33.00m


Pit6


I I′


1


33.10m


Pit7


K K′


P 1


33.00m


Pit9


L L′


1
1 1


Pit13 Pit14 Pit15


33.10m M M′


1


33.00m


Pit16 Pit17 Pit18


1 1


N N′33.10m O O′33.10m


1


Pit19


B′


Pit11 Pit12


1


4


Pit2064


このあたりに近くの土石が流れ込む


33.30m


C′


C


炉周辺のこちら側は土が黒っぽい


Pit10


1


2


33.30mA A′


砂利（Ⅲ層）


砂質土（Ⅲ層）


B


Ⅲ


C′33.20m


1


2


S S


炉1
C


第1層　10YR3/3暗褐色土主体。10YR4/4褐色土20％、炭化物（φ1cm）二つ、
礫（φ1〜5cm）少量混入。硬くしまり


第2層　10YR4/6褐色土主体。 10YR3/3暗褐色土10％混入。硬くしまり粘りあり。
地山に1層の土が少し混じる


第3層　10YR3/4暗褐色土主体。10YR3/3暗褐色土20％混入。硬くしまり粘りあり
第4層　10YR3/2黒褐色土主体。10YR3/4暗褐色土20％、礫（φ5cm）一つ混入。


硬くしまり粘りあり
第5層　10YR4/4褐色土主体。乾燥しやすい
Pit10　第1層　10YR3/4暗褐色土主体。10YR3/3暗褐色土10％混入。硬くしまり粘りあり
Pit11　第1層　10YR2/3黒褐色土主体。10YR3/4暗褐色土40％混入。硬くしまり粘りあり
Pit12　第1層　10YR2/3黒褐色土主体。10YR3/4暗褐色土45％混入。硬くしまり粘りあり
Pit2064　第1層　10YR3/4暗褐色土主体。10YR3/4黒褐色土30％混入。硬くしまり粘りあり


第30号竪穴住居跡


第1層　10YR4/4褐色土主体。5YR4/4にぶい赤褐色土20％、
炭化物（φ5mm）二つ混入。硬くしまる


第2層　10YR3/4暗褐色土主体。10YR3/2黒褐色土がまだらに


第30号竪穴住居跡炉1


Pit1　 第1層　10YR2/3黒褐色土主体。10YR3/4暗褐色土20％、礫（φ2cm）1個混入。しまりあり
Pit2　 第1層　10YR3/4暗褐色土主体。しまりあり
Pit3　 第1層　10YR3/4暗褐色土主体。10YR4/4褐色土30％、10YR5/8黄褐色土5％混入。しまりあり
Pit4　 第1層　10YR4/4褐色土主体。10YR3/4暗褐色土30％混入。しまりあり
Pit5　 第1層　10YR3/4暗褐色土主体。10YR4/6褐色土3％、礫（5mm〜2cm）4個混入。しまりあり
Pit6　 第1層　10YR3/3暗褐色土主体。10YR2/2黒褐色土10％、10YR4/4褐色土10％、礫（φ5mm）1個混入。しまりあり
Pit9　 第1層　10YR3/4暗褐色土主体。10YR5/8黄褐色土15％、炭化物10％混入。しまりあり
Pit13 第1層　10YR3/4暗褐色土主体。10YR4/6褐色土20％、10YR2/2黒褐色土10％、礫（φ1.5cm）1個混入。しまりあり
Pit14 第1層　10YR3/4暗褐色土主体。10YR2/2黒褐色土10％、7.5YR4/6褐色土5％、礫（φ5mm）1個混入。しまりあり
Pit15 第1層　10YR3/4暗褐色土主体。10YR2/2黒褐色土30％、10YR4/4褐色土5％、礫（φ1cm）1個混入。しまりあり
Pit16 第1層　10YR3/4暗褐色土主体。10YR2/3黒褐色土30％、10YR4/6褐色土3％、礫（φ5mm）1個混入。しまりあり
Pit17 第1層　10YR3/2黒褐色土主体。地山の土まだらに20％混入。しまりやや大
Pit18 第1層　10YR3/2黒褐色土主体。地山の土10％混入。しまりやや大
Pit19 第1層　10YR3/2黒褐色土主体。礫（φ3cm）20％混入。砂質土


第30号竪穴住居跡ピット


G
G′


H
H′


F′


F


E
E′


K


K′


L


L′


O′


O


N′


N


M


M′
D


D′


A′


A


B


B′


I
I′


Pit3


Pit1


Pit16


Pit2


Pit17


Pit6


Pit5


Pit19


Pit7
Pit13


Pit9


第30号竪穴住居跡


Pit10


炉1


Pit20


Pit4


Pit14
Pit15


Pit18


ⅤE‐225
へ西1m


ⅤE‐226
へ西1m


0 2m


1/60


0 1m


1/30


亜円礫の側縁部分に敲打によるざらつきが１周し、ざらつきの縁辺部には敲打に伴う剥離が見られる。


８は炉外の弱い焼け面付近から出土した敲打による擦り面を両側縁にもつ。長軸下端には敲打痕も併


せ持っている。これらの出土遺物はおおむね十腰内Ⅴ式の範疇で捉えられる。［時期］出土遺物の特


徴から、縄文時代後期後葉の竪穴住居跡と考えられる。（茅野）


第30号竪穴住居跡（SI-30）（図11）


［位置・確認］ⅤD・E−225グリッド、標高33.2ｍに位置する。第Ⅲ層で確認された。主軸方位はN−


65°−Eである。［形態・規模］長軸4.4ｍ、短軸3.08ｍを測る。角の丸い五角形状を呈する。北部分


の壁際では住居跡に伴うと思われる土坑が確認された。［壁・床面］床面は平坦であるが、際だった


硬化面は確認されなかった。緩斜面を掘り込んでつくられているため、壁は斜面上部分が20〜25㎝の


高さで約60°の傾斜で立ち上がり、斜面下はほとんど立ち上がりが確認されない。［堆積土］２層に


米山（２）遺跡Ⅴ 


図11　第30号竪穴住居跡







―　23　― 


分層された。第２層は基本層序のⅢ層に類似し、第１層はⅡb層に類似する。出土遺物は主に第１層


から出土した。［炉跡］西端にＣ字状に石を６個程度配置した径約60㎝の石囲炉が確認された。住居


内に向けて開口している。径約30㎝の焼土が確認されたが、あまり焼けていない。［ピット］ピット


は17基確認されたが、深いものでも20㎝程度で10㎝以下の浅いものが多い。［付属施設］住居北寄り


に土坑のような落ち込みが確認された。［出土遺物］第１層は小礫を内包する黒色土であり、基本層


序のⅡb層に対応する。この層からは縄文時代後期前葉に属する十腰内Ⅰ式土器や後期後葉に属する


十腰内Ⅴ式土器が出土している。第１層は住居の窪みに流れ込んだ層であると推測されるため、住居


に直接伴う遺物ではない。１〜８は十腰内Ⅰ式土器である。全体的に細めの沈線による文様構成が主


体である。１〜４の体部には網目状の沈線が見られる。５aは口縁部付近の破片で、波頂部直下に粘


第４章　検出遺構と出土遺物 


図12　第30号竪穴住居跡出土遺物
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A A′34.80m


1


B B′34.90m


1


Pit2Pit1


C C′


1


34.90m


Pit3


D D′34.80m


1


Pit4


Pit1　第1層　10YR4/4褐色土主体。10YR5/6黄褐色土20％、
礫（φ2〜5cm）15％混入。しまりあり


Pit2　第1層　10YR3/3暗褐色土主体。10YR4/4褐色土20％、
礫（φ1〜4cm）20％混入。しまりややあり


Pit3　第1層　10YR3/3暗褐色土主体。
礫（φ5〜15mm）15％混入。しまりややあり


Pit4　第1層　10YR3/3暗褐色土主体。
礫（φ3〜7cm）4個混入。しまりあり


第31号竪穴住居ピット


第31号竪穴住居


ⅤC‐233 ⅤC‐234


ⅤD‐233 ⅤD‐234


D D′


A
A′


C
C


B


B′


Pit1


Pit2


Pit3


Pit4


0 2m


1/60


平成18年度調査区


平成19年度調査A区


第６次調査時に確認したプラン


炉跡もしくは出入り口?


土紐を用いた装飾が施されている。また、同一個体の５b外面の沈線間には赤色物質が塗布されている。


赤色物質の材質は鉄に由来する物質であることが判明している（第５章第９節参照）。９〜11は後期


後葉（十腰内Ⅴ式）の土器であり、同一個体と考えられる。壷形土器の口縁〜肩部である。［小結］


第１層出土遺物が縄文時代前葉に属することからその時期を上限とする時期以降に埋没したと考えら


れる。住居跡の属する時期は床面出土など住居跡に伴うと考えられる遺物の出土がないため不明であ


るが、炉の偏在などのあり方などから中期末〜後期前葉に属すると思われる。（岩田）


第31号竪穴住居跡（SI-31）（図13）


［位置・確認］ⅤC−233グリッド、標高34.8ｍに位置する。第Ⅴ層（礫層）で確認した。主軸方位は


北西−南東方向である。第６次調査時点で存在を確認し、一部精査していた。第７次調査時には、表


土除去の段階で上面および堆積土の大半を重機の掘削により削平してしまい、床面付近の精査のみを


米山（２）遺跡Ⅴ 


図13　第31号竪穴住居跡出土遺物


2


1


S＝1/2
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行った。［形態・規模］長軸（北東−南西、推定）7.2ｍ、短軸（北西−南東、推定）７ｍを測る。現


状の平面形は不整の台形状であるが、ほぼ円形であった可能性がある。［壁・床面］硬化面などは確


認されなかった。［堆積土］黒色土の範囲で住居跡が確認されたが大部分を重機によって削平してし


まったため詳細は不明である。［炉跡］確認されなかった。［ピット］発見されたピットは台形状に配


置される。［付属施設］住居北西よりに土坑のような落ち込みが確認された。ピットの向かう方向か


ら出入口施設の可能性があるが判然としない。［出土遺物］床面に近いと思われる箇所から石鏃と石


匙が出土した。［小結］柱穴配置は、津軽地域における後期後葉の形態に類似する。また、堆積土上


位にあたる遺構外からは、縄文時代後期後葉（十腰内Ⅴ式）の土器（図24−63、26−94a、b）が出土


していることから、縄文時代後期後葉には埋没していたと考えられる。（岩田・茅野）


２、土坑


第108号土坑


［位置・確認］ⅣS-228グリッドに位置する。やや汚れたシルト質の第Ⅲ層で確認した。［重複］なし。


［規模・形状］開口部直径1.85ｍ、底面直径1.23ｍのほぼ円形を呈する。確認面からの深さは40㎝で


ある。［堆積土］初期堆積土として壁際に第Ⅲ層母材の土層（３層）が堆積し、その上位に第Ⅱb層の


黒褐色土を主体とした土層が自然堆積している。［壁・底面］シルト質の第Ⅲ層を掘り込み底面とし


ている。底面はおおむね平坦であり、壁は緩やかに立ち上がる。［施設］なし。


［出土遺物］堆積土３層から縄文時代後期後葉の土器片が出土した。また、土器の付近からは少量の


炭化材が出土している。これらは堆積段階で流れ込んだものと考えられるため、時期決定の根拠とな


らない。［時期］遺構の堆積土が第Ⅱb層を主体とするため、本遺構は縄文時代中期から後期のものと


考えられる。（茅野）


第109号土坑


［位置・確認］ⅣR-228グリッドに位置する。やや汚れたシルト質の第Ⅲ層で確認した。［重複］SP-345・


346・390・402と重複し、本土坑が古い。［規模・形状］開口部長軸3.1ｍ、短軸2.18ｍ、底面長軸2.7ｍ、


2.0ｍの不整な隅丸方形を呈する。確認面からの深さは15㎝である。［堆積土］初期堆積土として壁際


に第Ⅲ層母材の土層（３層）が堆積し、その上位に第Ⅱb層の黒褐色土を主体とした土層が自然堆積


している。［壁・底面］シルト質の第Ⅲ層を掘り込み底面としている。底面はおおむね平坦であり、


壁は緩やかに立ち上がる。［施設］なし。［出土遺物］堆積土２層から縄文時代後期の土器片や石器・


礫がややまとまって出土した。１は縄文時代後期前葉の土器であり、器種は壷と考えられる。外面に


は３本一組の沈線により渦巻状の文様が描かれ、沈線内には赤色物質が残存している。赤色物質の材


質は赤鉄鉱である。（第５章第９節参照）２〜６は縄文時代後期後葉の土器である。７・８は石匙で


ある。７は横長の素材剥片を縦に、８は縦長の素材剥片を横に用いている。周縁部と摘み部には押圧


剥離が見られるが、素材剥片の変形度は小規模である。両資料共に摘み部にアスファルトが少量付着


している。９は石錐である。これらの遺物は堆積段階で流れ込んだものと考えられるため、時期決定


の根拠とならない。［時期］遺構の堆積土が第Ⅱb層を主体とするため、本遺構は縄文時代中期から後


期のものと考えられる。（茅野）


第110号土坑


［位置・確認］ⅣR-231グリッドに位置する。やや汚れた砂質シルトの第Ⅲ層で確認した。［重複］な


第４章　検出遺構と出土遺物 
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炭化材


A′


1層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 褐色土7%、暗褐色土5%、炭化物粒3% Ⅲ層の再堆積、固い
2層 10YR2/2 黒褐色土　暗褐色土7%、炭化物2%、小礫3%混入。Ⅱ層の自然堆積土
3層 10YR2/3 黒褐色土　暗褐色土15%、にぶい黄褐色5%、炭化物粒3%混入。Ⅱ〜Ⅲ層の混合土
4層 10YR3/4 暗褐色土　褐色ﾛｰﾑ20%、炭化物粒2%混入。Ⅲ層崩落土


ⅣS‐228
へ西1m南1m


ⅣS‐229
へ南1m


A
A A′33.40m


1


2
33


4 4 Ⅲシルト


1層 10YR3/2 黒褐色土　にぶい黄褐色土20%、暗褐色土5%、炭化物粒2%、
　　　　　　　　　　　 小礫・中礫1%混入。
2層 10YR3/4 暗褐色土　褐色土10%、にぶい黄褐色土5%、


3層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 褐色土15%、ﾛｰﾑ粒2%混入。


B B′33.40m


12Ⅲｼﾙﾄ
Ⅲｼﾙﾄ


PIT


2


1


A A′


Ⅲｼﾙﾄ Ⅲｼﾙﾄ1


2


3 1


33.40m


PIT


1


SK-108


A


A′


B


B′


ⅣS‐2281
へ北1m


ⅣR‐228
へ南1m


SK-109


0 2m


1/40


1層 10YR2/3 黒褐色土 褐色土5%、暗褐色土5%、炭化物、小礫5%混入
2層 10YR2/2 黒褐色土 黒褐色土10%、3暗褐色土7%中礫10%、炭化物混入。
3層 10YR3/4 暗褐色土 黒褐色土20%、中礫20%混入
4層 10YR4/6 褐色土 黒褐色土20%、暗褐色土10%、小礫5%、炭化物混入


B′33.80m
BA′


33.80m


1


2


3


4
Ⅲ（砂・ｼﾙﾄ・ﾚｷ）


A


Ⅲｼﾙﾄ


A


A′


SK110


B


B′


ⅣS‐232ⅣS‐231


SK111


水
田
造
成
の
た
め
削
平


1層 10YR3/3 暗褐色土 Ⅰb〜Ⅱa層主体。固い粗砂まじりのｼﾙﾄに礫含む
2層 10YR4/4 褐色土 礫（φ1〜2cm）30% Ⅲｼﾙﾄの崩落土
3層 10YR3/3 暗褐色土 Ⅰb〜Ⅱa層主体にⅢ層ﾌﾞﾛｯｸ混入。礫やや多い
4層 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土 礫（φ1〜2cm）10%、粗砂主体


A


A′


ⅤA‐219


ⅣT‐219
へ南2m


SK-118


A A′


1 2


3
4


Ⅲ


Ⅲｼﾙﾄ


砂


Ⅲｼﾙﾄ


S
32.11m


Ⅲｼﾙﾄ


し。［規模・形状］開口部長軸1.95ｍ、短軸1.75ｍ、底面長軸1.75ｍ、1.25ｍのほぼ円形を呈する。


確認面からの深さは35㎝である。［堆積土］おおむね第Ⅱb層の黒褐色土を主体とし、砂礫が少量混じ


米山（２）遺跡Ⅴ 


図14　第108・109・110・118号土坑
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る土層が自然堆積している。［壁・底面］やや汚れた砂質シルトの第Ⅲ層を掘り込み底面としている。


底面はおおむね平坦であり、壁は緩やかに立ち上がる。［施設］なし。［出土遺物］堆積土下層から縄


文時代後期前葉から後葉の土器が出土している。（１〜５）は後期前葉の土器である。１・２は太い


沈線と縄文による文様が描かれている。３は細い沈線のみで渦巻状の文様が描かれている。４は口縁


ぶにごくぞその浅い沈線がみられる。５は胴部破片であり、外面に単軸絡条体５類が縦位に回転施文


第４章　検出遺構と出土遺物 


図15　第108・109・110・118号土坑出土遺物
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されている。６は後期後葉の深鉢口縁部破片である。外面にはあらいミガキあるいはナデ調整により


砂流が移動した様子が見られる。これらの遺物は堆積段階で流れ込んだものと考えられるため、時期


決定の根拠とならない。［時期］遺構の堆積土が第Ⅱb層を主体とするため、本遺構は縄文時代中期か


ら後期のものと考えられる。（茅野）


第111号土坑


［位置・確認］ⅣS-231グリッドに位置する。シルト質の第Ⅲ層で確認した。遺構の約半分が水田造


成の際に削平され失われている。［重複］なし。［規模・形状］開口部長軸0.8ｍ、短軸0.6ｍ、底面長


軸1.75ｍ、1.25ｍのほぼ円形を呈する。確認面からの深さは35㎝である。［堆積土］おおむね第Ⅱb層


の黒褐色土を主体とし、砂礫が少量混じる土層が自然堆積している。［壁・底面］シルト質の第Ⅲ層


を掘り込み底面としている。底面はおおむね平坦であり、壁は緩やかに立ち上がる。［施設］なし。［出


土遺物］堆積土下層から縄文時代後期後葉の土器が出土したが、図示していない。この土器は堆積段


階で流れ込んだものと考えられるため、時期決定の根拠とならない。［時期］遺構の堆積土が第Ⅱb層


を主体とするため、本遺構は縄文時代中期から後期のものと考えられる。（茅野）


第118号土坑


［位置・確認］ⅣT-218グリッドに位置する。シルト質の第Ⅲ層で確認した。遺構の上面は水田造成


の際に削平され失われていると思われる。［重複］なし。［規模・形状］開口部直径1.3ｍのほぼ円形


を呈する。確認面からの深さは47㎝である。［堆積土］おおむね第Ⅱb層の黒褐色土を主体とし、砂礫


混じりの土層が自然堆積している。底面付近からは湧水が見られた。［壁・底面］シルト質粘土の第


Ⅲ層を掘り込み底面としている。底面はおおむね平坦であり、壁は緩やかに立ち上がる。［施設］なし。


［出土遺物］堆積土中から縄文時代後期前葉の土器が出土した。この土器は堆積段階で流れ込んだも


のと考えられるため、時期決定の根拠とならない。［時期］遺構の堆積土が第Ⅱb層を主体とするため、


本遺構は縄文時代中期から後期のものと考えられる。（茅野）


第146号土坑


［位置・確認］ⅤC-224グリッドに位置する。縄文時代晩期末葉の遺物包含層を除去のほぼ円形を呈


する。確認面からの深さは15㎝である。［堆積土］おおむね第Ⅱb層の黒褐色土を主体とし、砂礫が少


量混じる土層が堆積している。［壁・底面］やや汚れた砂質シルトの第Ⅲ層を掘り込み底面としている。


底面はやや皿状であり、壁は緩やかに立ち上がる。［施設］なし。［出土遺物］４点の土器と１点の石


器を図示した。１・２は底面から出土した縄文時代後期後葉の土器である。１は小型の台付鉢である。


口縁端部には突起が６箇所（推定）見られる。突起は２種類ある。ひとつは上面に沈線状の刻みが見


られるコーヒー豆状のもので、１箇所のみに見られる。二つめは２個一対の小規模な波状突起であり、


複数の箇所に見られる。口縁部付近は横方向にミガキ調整され、胴部外面はあらいナデあるいはミガ


キ調整が施される。内面は横位のナデ調整が施される。外面及び内面底部付近には炭化物が付着して


いるため、火にかけて使用されたと考えられる。２はサラダボウル状の鉢形土器である。底面は非常


に小さい凹み底である。内外面共に横位の磨く調整が施されるが、内面には成形段階の指頭圧痕を残


している。これらの遺物は土坑内に置かれていたものと考えられるため、時期決定の根拠となる。［時


期］底面から出土した土器の特徴から、本土坑は縄文時代後期後半（十腰内Ⅴ式）のものと考えられ


る。（茅野）


米山（２）遺跡Ⅴ 
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ⅣP
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ⅤP
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:500.1〜1000g
凡例 :出土無し :0.1〜50g :50.1〜500g


:1000.1〜5000g :5000.1〜


A
A′


　1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 10YR3/3暗褐色土と混合土


ⅤD‐225へ北3m
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1


A′


1


土器(1)


33.08m
A


0 2m


1/40


第４章　検出遺構と出土遺物 


図16　第146号土坑出土遺物
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３、遺構外出土遺物


　遺構外からは段ボール箱で20箱の遺物が出土した。そのほとんどが縄文時代の土器・石器である。


図17には出土土器の重量分布図を、図17には時期ごとの土器分布状況を示した。土器の分布は、調査


区中央〜東側部分にまとまる傾向が見て取れる。出土した遺物はおおむね旧河川跡とその下流に当た


る位置に分布している。ここから出土した土器はおおむね後期前葉と後葉に位置づけられるもので、


後期前葉の分布範囲が広い。229ライン付近に空白があるのは水田造成の際の段切による削平箇所に


あたるためである。ⅤB-224付近にはやや出土量が多い範囲が見られる。これは縄文時代晩期大洞Ａ′


式期の遺物包含層である。以下に出土遺物の特徴を時期ごとに記述していく。


（１）縄文時代前期の土器（図19-１）


　１は深鉢胴部破片である。全体に摩滅している。外面には多軸絡条体た縦位に回転施文されている。


内面はミガキ調整が施される。特徴から円筒下層d2式土器に比定される。


図17　遺構外出土土器重量分布図


ビ
サ
イ
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(２）縄文時代中期の土器（図18-２〜図19-12）


　深鉢を主体とした器種構成である。大型品（２・９・10）・中型品（３〜８・12）・小型品（11）


がみられる。これらはおおむね最花式（２〜11）と大木10式併行期の土器（12）に比定できる。最花


式は口縁部に幅広の無文帯をもつ樽状の器形を持つもの（２・３）と、口縁部折返しによる無文また


は縄文帯を持つものが見られる。胴部文様は地文縄文と細く浅い沈線によるものが主体となる。縄文


原体の回転方向は横〜斜め方向が多い。２や６のように地文縄文と沈線施文後に不必要な縄文をミガ


キ消す磨り消し縄文手法が見られるものがある。内面は口縁部付近に横位の、胴部に斜位から縦位の


ミガキ調整が見られた。器壁に見られる粘土紐の接合痕跡は外傾している。12は大木10式併行期の土


器に比定される。口縁部破片であり、口縁直下に無文帯を持つ。無文帯直下にはやや太目の横位沈線


と縄文が施文されている。これらの土器の器壁に見られる接合痕跡は外傾している。


米山（２）遺跡Ⅴ 
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図19　遺構外出土土器２
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(３）縄文時代後期の土器（図21〜28）


　縄文時代後期初頭（13〜17）、後期前葉（18〜59）、後期後葉（60〜129）の土器が出土している。


○縄文時代後期初頭（図20-13〜図21-17）


　16は牛ヶ沢（３）遺跡第Ⅲ群２類に相当する。細い粘土紐を貼り付けた隆帯と、沈線と充填縄文によ


る単位文様が特徴である。15は16の底部と考えられる。外底面には編み物の圧痕が見られる。


　13〜14は蛍沢遺跡第１群土器に相当する。地文縄文に沈線による文様が描かれる特徴を持つ。縄文


の回転方向は縦位である。


　17は韮窪遺跡第Ⅸ群１類土器に相当する。16と同じ時期に組成する地文縄文のみの深鉢である。外


面には端部を結縛した縄文原体を口縁部付近には横位に、胴部には縦位に回転施文している。


　これらの土器の器壁に見られる接合痕跡は外傾している。


○縄文時代後期前葉の土器（図22〜23）


　おおむね十腰内Ⅰ式に比定される土器群である。調査区の広い範囲に分布している。また、過去の


調査においても、遺跡内の各所から出土が報告されている。本土器群は文様などの特徴から少なくと


も２時期に細分されると考えられるが、図版では文様要素の組み合わせを重視した構成となっている


ため必ずしも時期ごととなっていない。


　十腰内Ⅰa式に比定される土器（18〜21〜24・26・34・57・58）


　細めの沈線を使用した文様が主体的に用いられる。また、口縁部付近などには細い隆線と沈線を組


み合わせた楕円文などが見られる場合もある（19・20・26・34）。57・58は外面全体に単軸絡条体５


類を縦位に回転施文している。口縁部は折返されている。


　十腰内Ⅰb式に比定される土器（28〜33・35〜56・59）


　やや太目の沈線や、沈線と縄文や櫛歯状工具による条痕が組み合わさった文様が主体となる。単位


文様を施文する範囲がやや狭まり、文様は横位に展開している。深鉢は口縁部直下で明確に括れる例


が多いが、38や52のように括れを持たず胴部が丸みを帯びる例もある。櫛歯状条痕は、単体で用いら


れる場合と、太い沈線で条痕の片側を縁取っている例が見られる。縄文の場合は先に縄文を回転施文


した後沈線で縄文帯の両側を縁取っている。この際沈線からはみ出した部分いついてはミガキ消され


る場合と消されない場合がある。


米山（２）遺跡Ⅴ 


図20　遺構外出土土器（掲載資料分）　主要時期別分布図（十腰内Ⅰ式）
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米山（２）遺跡Ⅴ 


18
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○縄文時代後期後葉の土器（図24〜28）


　おおむね十腰内Ⅴ式に相当する土器群である。旧河川跡付近から調査区中央部にかけて分布がまと


まる傾向にある。本土器群は、地文縄文のみあるいは外面無文の煮炊き用の深鉢が主体を占めるため、


細分される可能性も否定できない。有文の土器については、鈴木克彦の十腰内５a〜ｂ式（鈴木2001）、
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図23　遺構外出土土器５
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米山（２）遺跡Ⅴ 


図24　遺構外出土土器６
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図25　遺構外出土土器７
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米山（２）遺跡Ⅴ 


図26　遺構外出土土器８
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図27　遺構外出土土器９
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関根達人の中屋敷段階（関根2005）に比定されると思われる。しかし、該期の編年については細部ま


で研究者間の合意や型式内容の整理がなされてないため、本土器群の正確な位置づけについては今後


の検討にゆだねることとする。以下に器種ごとに特徴を記述するが、土器群全体に共通な特徴として


次の事項が挙げられる。器厚が３〜４㎜程度。接合帯が内傾する。LRとRLを用いた羽状縄文が多用さ


れる。


　粗製の深鉢形土器（図24-60〜図25-85）


　底部から口縁部までやや湾曲しながら立ち上がる単純な器形を主体とする。中には85のように胴部


で括れるものもある。これについては精製品の範疇で捉えた方が良いかもしれない。口縁部は平縁を


基本とするが弱い波状と考えられるものも存在する。口縁端部は肥厚するものは少なく、端部が面取


りされ内傾や平坦なものなどがある。胴部外面の文様は地文縄文か無文である。無文の場合ミガキ調


整と貝殻による条痕調整が見られる。調整方向は横位が主体であるが、胴部下半に関しては縦位も見


られる。縄文が施文される場合、LRとRLを横位に回転施文した羽状縄文が多く見られる。底部はやや


上げ底気味のものや極低い高台状で底面中央部が突出傾向のものなどがられる。土器内外面には炭化


物の付着や二次被熱など使用に伴う痕跡が見られるほか、81の内面には赤色顔料が付着していた。分


米山（２）遺跡Ⅴ 


図29　遺構外出土土器（掲載資料分）　時期別分布図（十腰内Ⅴ式）
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析の結果、赤鉄鉱を原料とした顔料の保存容器の可能性が指摘された（第５章第９節参照）。


　有文の深鉢形土器（86〜109）


　胴部中位に括れを持つ器形を基本とする。口縁部は平縁が多いが一部波状も見られる。口縁端部に


は大小各種の突起により装飾される。大型の突起には様々な形状が見られる。小型の突起は正面形が


三角形を呈するものと、方形を呈するものがあり、前者の上面には沈線状の刻みがあり、後者には無


い。これらの突起は大型と小型の組み合わせで用いられる場合と、小型のみが多数用いられる場合が


ある。口唇端部の形状は粗製深鉢の状況と同様である。外面文様は幅1.5〜1.8㎝程度の沈線に縁取ら


れた縄文帯や、細長い木葉状のモチーフによる文様構成が見られる。後者の場合、スリット状の沈線


が複数入る例も見られる。また、92などにみられるように貼り瘤も少量ながら見られる。これらの縄


文帯の外側は、ミガキ消しにより縄文帯が浮き彫り状になっている場合が多い。総じて縄文帯の幅は


そう広くなく、矩形モチーフもみられないことが特徴といえる。


　鉢形土器（110）


　無文の小型鉢形土器である。口縁は３単位の波状であり、内外面共にミガキ調整が見られる。


　壷形土器および注口土器（111〜129）


　壷形と注口は破片では区別が付かない場合が多い。確実に壷形といえるものは111のみである。壷


形と注口の文様も有文深鉢と同様であり、木の葉あるいは幅のやや狭い縄文帯を使用したモチーフが


展開する。貼り瘤に関しては、深鉢より出現頻度が高い様に思える。木の葉状のモチーフを用いた文


様の木の葉の結節点に貼り瘤がよく見られる。


（４）縄文時代晩期の土器（図30〜34）


　晩期初頭の土器と晩期終末期の土器が出土した。前者は散発的であり、後者はほぼ１箇所にまとま


って出土した。


　晩期初頭の土器（図30）　


　130〜132は大洞Ｂ式に相当する土器である。特に130は北海道南西部にみられる東山１b式（関根


2007）に比定される。133〜135は晩期終末期の土器であり、本来この図版に載せるべきではなく図32


以降に掲載されるべきものであることをお断りする。３点共に粗製深鉢であり、口縁直下に一条また


は２条の沈線を施文する。133と134には口唇端部に刻みが施される。
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図30　遺構外出土土器11


S＝1/3


C


130a


132 133


130b


130c


134


131


135







―　42　― 


ⅣP


ⅤA


ⅤF


ⅤK


ⅤP


200 205 210 215 220 225 230 235 240 245 250 255


大洞A′式


　晩期終末期の土器（図32〜34）


　おおむね大洞Ａ′式に比定される土器群である。器種構成は浅鉢・台付浅鉢・鉢・台付鉢・壷形・


深鉢となっている。


　全体に共通する特徴としては器壁に見られる接合帯が内傾することである。器厚は概して薄いもの


が多いが２㎜〜3.5㎜程度とややばらつきがみられる。以下に器種ごとに記述する。


　浅鉢形（136〜141・143〜146）


　器形は口縁部付近でやや内湾しながら立ち上がるものと、全体的に緩やかに内湾するものが見られ


る。口縁は平縁と緩い波状がみられる。波状の場合波頂部には２個一対の向かい合う突起と、波頂部


に刻みの入る突起が見られる。口縁端部上面や口縁内側には沈線が施文される場合が多い。体部文様


は無文のものと地文として縄文が施文される場合がある、141は前面にLRを横位回転施文した後に沈


線によるモチーフが描かれている。沈線によるモチーフは変形工字文・工字文がみられる。工字文お


よび変形工字文の結節点には２個一対の小さな瘤が貼り付けられている例が多い。


　台付浅鉢形（153〜156）


　台部が３点、台部〜口縁部までの形状が推定できそうなものが１点出土した。153は接合こそしな


かったが同一個体である。体部には変形工字文が施文されている。台部と体部の境界部近にはLRが斜


位に回転施文されている。　


　鉢あるいは台付鉢形（142・147〜152・155・156〜163）


　底部付近の資料（152・155・156）に関してはどちらの器種か判断できるが、口縁部だけでは判断


が難しいため一括した。共通した特徴として口縁部付近に幅の狭い文様帯が形成されることと、胴部


が無文もしくは地文縄文のみであるということが挙げられる。159は全体形の判断できる唯一の資料


である。器種は台付鉢である。口縁部は６単位の波状であり、波頂部に刻みの入る突起がみられる。


口唇端部には刻みが施され、口縁部には５条の平行沈線が施文され、波頂部に合わせた位置に小さな


粘土瘤が貼り付けられている。口縁内面には沈線が１周している。胴部にはRLが横位に回転施文され


ているが、明瞭ではない。台部と胴部の境界には沈線が１条回っている。だいぶは欠失している。胴


部外面には炭化物が付着している。


　壷形（164）


米山（２）遺跡Ⅴ 


図31　遺構外出土土器（掲載資料分）　時期別分布図（大洞Ａ′式）
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　広口・短頸の壷形と考えられる。口縁外面はミガキ調整が施され無文である。口縁内面には沈線が


巡っている。頚部には３条の平行沈線が巡る。


　粗製深鉢・鉢形（167〜188）


　煮炊き用の土器であると考えられ、内外面に炭化物が付着し、二次被熱により土器自体がもろくな


っている例がほとんどである。器形は底部から口縁部にかけて緩やかに湾曲しながら立ち上がり口縁


部付近で弱く内湾するものがほとんどである。口縁は小波状を呈するものもあるが、平縁を基本とす


る。口縁外面には３〜５条の平行沈線がみられ、口縁内面には沈線が１条巡るものとそうでないもの


が見られるが、沈線が見られる例は鉢形、見られない例は深鉢というように分類できる可能性がある。


胴部外面はLRやRLが横位から斜位に回転施文されるものと、間隔の広い条痕が施文されるものとがある。


後者の条痕原体に関しては不明である。条痕施文の前段階にあらいナデ調整が施されているのが観察


できた例が複数ある。


　その他の器種（165・166）


　器種不明なものである。165は小型品と考えられ、外面に平行沈線が施文されている。166が鉢形と


も考えられる。外面のほぼ全面には浅い沈線が施されている。外面には炭化物が付着している。
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:11〜20点
凡例 :出土無し :1〜5点 :6〜10点


:21〜30点 :31点〜


図35　遺構外出土石器分布図


(５）遺構外出土石器（図36〜40）


　遺構外からは総数514点の石器が出土した。図35に出土点数の分布図を示した。おおむね土器の分


布とかぶるようである。これらの石器群は形態や加工の特徴などにより時期ごとに分別できるものも


あると思われるが、今回は一括して器種ごとに記述することにする。


石鏃


　２点出土し、２点図示した。共に有茎石鏃である。１は尖端部を欠損している。押圧剥離による二


次加工が器体全面を覆っている。２は細身・小型の石鏃である。１に比べ押圧剥離の剥離規模が小さ


い。側縁から尖頭部にかけては直線状に仕上げられている。これら２点の加工手順は基部→側縁の順


である。このほかに加工途中で製作を断念したと考えられる資料がある（19・20）。


石錐


　３点図示した。小型の剥片を利用し、端部付近のみを加工し錐状に仕上げたもの（３・５）と、錐


部を長く作出するものがみられる。３の錐部は磨耗している。


石槍


　１点出土した。厚みのある剥片を利用し、表裏の側縁に押圧剥離による二次加工を施し器体を整形


している。平面形は左右対称形とはならず、正面左側縁上半が直線状に整形されている。正面右側縁


は弧状に整形されている。


石匙


　13点図示した。縦型と横型が見られた。また、18は石匙かどうか判断に迷うが、摘み部を作出して


いることから石匙とした。ただし、特殊なものと考えられる。


　縦型石匙（７〜12）


　縦長剥片の打点部分を摘み部に用いる例（７〜９・11・12）と、横長剥片の側縁端部を摘み部に加


工する例（10）が見られた。側縁の二次加工は、刃部とみられる側縁の加工がより丁寧である。剥離


の角度は剥片の厚さや断面形条に左右されるようで、厚い素材には急角度の二次加工が見られ、薄い


素材には浅い角度の二次加工が見られる。


　横型石匙（13〜17・21）


　13を除きすべての例が縦長剥片を横に用いている。摘みのつく位置は、器体中心線付近のもの（14・


米山（２）遺跡Ⅴ 
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16）、器体左右どちらかに寄るもの（13・15・17・21）がみられる。刃部は全て下側縁に作出されて


いる。


　これら石匙のうち、使用痕光沢がみられるのは７・９である。


削器


　剥片の側縁に連続的な剥離により刃部が作出されているものである。１側縁に加工があるもの（22


〜25・27・31〜34）、両側縁に加工があるもの（26・28〜30）などがある。前者には剥片腹面側から


の剥離のみが見られるもの（22〜25・27・33）と、表裏両面からの剥離が施されるもの（31・32・34）


がみられる。27の腹面刃部側には使用痕光沢が見られる。


掻器


　剥片端部に連続的で急角度な二次加工を施したものである（35・37・38〜40）。素材剥片の用い方


は様々であり、剥片の打点側を用いる例（38）、剥片の末端側を用いる例（35・37・40）などがある。


また、39は小型の円礫を両極打撃法により分割した剥片を素材としている。


使用痕の見られる剥片


　剥片の側縁の一部に使用に伴うと考えられる微細な剥離が連続して見られるものである（36・41〜47・


49）。微細な剥離については写真図版40に拡大写真を掲載した。


二次加工の見られる剥片


　削器や掻器などと違い、連続性の見られない様々な規模の剥離が器体に見られるものを一括した。


　48は器体裏面右側縁に小規模・連続的な剥離がみられる。これは使用に伴う可能性もあるが、意図


的に抉りを入れた可能性が高い。50・51は器体下端側縁がつぶれたような痕跡と不規則な剥離が見ら


れる。52は側縁からの規模のやや大きく不規則な剥離が観察できる。53は器体下半側縁に直接打撃に


よると思われる屋や規模の大きい二次加工がみられる。54は左側縁中央付近に規模の小さな剥離が短


く連続している。


磨製石斧


　２点出土した。55は小型品である。全面が研磨整形されており、製作手順は不明である。56は刃部


を欠損している。剥離・敲打成形ののち研磨整形したものと考えられる。


擦り石


　２点出土した（57・58）。57は約半分が欠損しており、破断面には擦痕が見られる。下端側縁には


平坦な擦り面が形成されている。器体中央と端部には敲打痕がみられ、端部のそれは抉りとなってい


る。58は棒状礫を利用している。両側縁中央付近には敲打によるややざらつきのある平坦面が形成さ


れている。長軸上端には敲打による円形の平坦面が形成されている。


凹み石


　器体中央付近に敲打によると考えられる器面のざらつきや凹みが見られるものである（59・61）。


敲打痕跡は表裏両面に見られるもの（59・61）と片面だけに見られるものがある（60）。


石皿


　大きく厚い板状の礫を素材とし、片面あるいは両面に使用による研磨範囲が確認できるものである


（62〜64）。４点出土した。いずれも破損している。使用面には擦痕が若干みられるが、明瞭ではない。


使用面と原礫面の境界は不明瞭であるが、手で触った感触により判断した。（茅野）


米山（２）遺跡Ⅴ 
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米山（２）遺跡Ⅴ 
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S＝1/2


34


37


36


40


41


43


44


39


35


38


42


45
46


48


47


49ビ


ビビ


ビ


ビ


ビ


ビ


ビ


ビ


ビ


ビ







―　51　― 


第４章　検出遺構と出土遺物 


50


図39　遺構外出土石器４


S＝1/2


S＝1/3


51


52


56


58


54


53


55


57


59


60


61コウダクボミ


コウダクボミ


コウダ


コウダ


コウダ
クボミ


コウダクボミ


コ
ウ
ダ


コ
ウ
ダ







―　52　― 


（６）遺構外出土土製品


１　ミニチュア土器（図41-１〜３）


　ミニチュア土器は、遺構外から３点出土した。１は、器形が壺形で底がやや窪み、焼成は良好であ


る。底部付近がかなり摩滅しているが、縦と横の沈線が確認できる。胎土と底面の特徴から縄文時代


後期後葉の所産と考えられる。２・３は、底部の破片と思われる。


２　円盤状土製品（図41-４・５）


　いずれも遺構外からの出土で、５は、３条一対の沈線が施文された深鉢土器の胴部破片を利用した


米山（２）遺跡Ⅴ 
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図40　遺構外出土石器５
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遺構外出土土製品観察表


図番号 器種 出土地点･層位 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 備考
41‐5 円盤状土製品 ⅤC225・Ⅱ層 4.3 4.2 0.6 11.8 3本1組沈線、十腰内Ⅰ式
41‐4 円盤状土製品？ ⅤC224・Ⅱ層 5 4.5 0.8 20.5 Ｃ字状竹管刺突、中期？
41‐1 ミニチュア土器？ ？・Ⅱb層 11.3 壺型、十腰内Ⅴ？
41‐9 焼成粘土塊 ⅤC226・Ⅱ層 3.6 2.9 1.5 11.7 工具痕？
41‐6 鐸型土製品 ⅣT232・Ⅱ層 6.3 3.8 3.8 30.7 紐部に貫通孔２カ所、十腰内Ⅴ
41‐8 不明土製品 ⅤC225・Ⅱ層 3.1 2 1.7 9.5 刺突　　動物形土製品の前足？十腰内Ⅰ？
41‐3 ミニチュア土器？ ⅤB224・Ⅰ層 3 3.2 3.2 15.8 縄文後期？
41‐7 土偶？ ⅣR226・Ⅱ層 2.3 4.6 1.1 13 縄文後期？


もので、周囲を擦って円形にしている。４は、口縁部がやや外反する土器を利用して周囲を打ち欠い


たもので、全面が摩耗している。外面の文様はＣ字状の竹管の連続刺突が施されている。


３　鐸形土製品（図41-６）


　遺構外から出土したもので、内外面ともに丁寧な調整が施され、つまみ部分には、左右斜めに穿孔


されており、紐などを通したものと思われる。胎土の特徴などから縄文時代後期後葉の所産と考えら


れる。


４　土偶（図41-７）


　遺構外からの出土で、土偶の右腕？の部分と思われる。表面は円形と尖った工具による連続刺突、


裏面は円形の工具による刺突である。時期は縄文時代後期と考えられる。


５　動物形土製品？（図41-８）


　遺構外から出土した。その形状は棒状で、片面のみに刺突が施され、平坦な端部を下にして置くと、


やや内側に傾いた状態になり、四足の動物形土製品の前足の可能性が考えられる。


６　焼成粘土塊（図41-９）


　遺構外から出土した。焼成された粘土の塊で、一部にヘラ状の工具痕が認められる。（中嶋）


第４章　検出遺構と出土遺物 
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図42　第13号竪穴遺構（SI-13）
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3層 10YR4/4 褐色砂質土Ⅲ層砂の崩落土。
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　調査区内からは中世〜近現代の遺構が見つかっている。特に中世の遺構に関しては数がまとまって


いる。以下に遺構ごとに記述するが、確実に近現代の用水路と考えられるものについては、遺構配置


図に示すに留めた。また、遺構番号の頭に07と冠したものは、第７次調査で発見された遺構である。


１、竪穴遺構


第13号竪穴遺構（SI-13）図42


［位置・確認・重複］ⅤB‐219グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。西側の一部を水田造成で破


壊されている。［規模・形状］１辺2.6ｍの方形を呈し、東壁中央寄りに出入口施設が付く。確認面か


らの深さは約20㎝である。出入口方向から求めた主軸方向は東からやや南に傾いている。［壁・床面］


壁面は床面から緩やかに立ち上がり、床面は第Ⅲ層を掘り込み平坦に仕上げられている。［堆積土］


第Ⅱ層の暗褐色土を主体とした砂質シルトが自然堆積している。［施設］床面四隅に柱穴が発見された。


また、東壁には出入口が構築され、底面は緩やかなスロープとなっている。［出土遺物と遺構の時期］


遺構内からは遺物は出土しなかった。床面上には炭化物と灰の範囲が検出されたため、土壌サンプル


を採取し、水洗選別を行った結果、炭化材と炭化種子が検出された。炭化種子については第５章第４


節に詳しく、炭化材については第２節でＣ
14
測定を、第３節では樹種同定を行っている。これらの由


来については、遺構廃絶時の廃棄あるいは使用時の作業にかかわる可能性がある。また、焼失遺構の


可能性も否定できない。Ｃ
14
測定の結果から、本遺構は14世紀代に使用を終えた可能性がある。（茅野）


第14号竪穴遺構（SI-14）図43


［位置・確認・重複］ⅤB‐214グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］2.6ｍ×3.0


ｍの方形を呈し、東壁中央やや南寄りに長方形の出入口施設が付く。確認面からの深さは約20㎝であ


る。［壁・床面］壁面は床面から緩やかに立ち上がり、床面は第Ⅲ層を掘り込み平坦に仕上げられて


いる。［堆積土］第Ⅱ層の暗褐色土を主体とした砂質シルトが堆積している。２層上面と北東部床面


近くには炭化物の範囲を検出した。［施設］床面四隅と北西・南東壁中央に柱穴が発見された。柱痕


は半円状あるいは板状であった。また、南東壁には出入口が構築され、底面は緩やかなスロープとな


っている。［出土遺物と遺構の時期］１層から鉄刀の身の部分と思われる鉄製品が出土した。２層上


米山（２）遺跡Ⅴ 
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Ⅲ層ｼﾙﾄ
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1層 10YR3/3 暗褐色土 炭化材1%混入。Ⅱa層のシルト質土主体。
2層 10YR3/2 黒褐色土 炭化粒30%混入 炭と灰の層
3層 10YR3/3 暗褐色土 Ⅲ層土粒がまだらに混入。
4層 10YR2/2 黒褐色土 礫5%、炭化物粒5㎜2%。PIT堆積土か？
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面で検出した炭化物範囲から土壌サンプルを採取し、水洗選別を行った結果、炭化材と炭化種子が検


出された。炭化種子については第５章第４節に詳しく、炭化材については第２節でＣ
14
測定を、第３


節では樹種同定を行っている。これらの由来については、遺構廃絶時の廃棄の可能性がある。Ｃ
14
測


定の結果から、本遺構は16世紀代に使用を終えた可能性がある。（茅野）


第15号竪穴遺構（SI-15）図44


［位置・確認・重複］ⅤF‐206グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。第27号溝跡と重複し、本遺


構が古い。また、付近には第29号溝跡も存在するが、重複関係は無い。［規模・形状］１辺２ｍ強の


方形を呈すると考えられ、北壁中央やや南寄りに隅丸方形の出入口施設が付く。調査区壁面で確認し


図44　第15号竪穴遺構（SI-15）


図43　第14号竪穴遺構（SI-14）出土遺物
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1


S＝1/3


た遺構の深さは約20㎝である。［壁・床面］壁面は床面から緩やかに立ち上がり、床面は第Ⅲ層を掘


り込み平坦に仕上げられている。［堆積土］第Ⅱ層の暗褐色土を主体としたシルト質土が堆積している。


中央南寄り床面近くには炭化物の範囲を検出した。［施設］床面北東隅に柱穴が発見された。また、


米山（２）遺跡Ⅴ 


図45　第16・17号竪穴遺構（SI-16・17）出土遺物







―　57　― 


北壁には出入口が構築され、底面は平坦に仕上げられ、端部で緩やかに立ち上がる。［出土遺物と遺


構の時期］出土遺物は無いが、床面で検出した炭化物範囲から土壌サンプルを採取し、水洗選別を行


った結果、炭化材と炭化種子が検出された。炭化種子については第５章第４節に詳しく、炭化材につ


いては第２節でＣ
14
測定を、第３節で樹種同定を行っている。これらの由来については、遺構廃絶時


の廃棄の可能性がある。Ｃ
14
測定の結果から、本遺構は15世紀前半に使用を終えた可能性がある。（茅


野）


第16号竪穴遺構（SI-16）


［位置・確認・重複］ⅤC-209グリッドに位置する。第５次調査区との境界で発見し、第Ⅲ層で確認


した。第17号竪穴遺構と重複し、本遺構が古い。［規模・形状］長辺６ｍ、短辺3.2ｍの長方形を呈する。


［壁・床面］壁は削平のためほとんど確認できなかった。床面も第17号竪穴遺構により破壊されてい


るため詳細は不明である。［堆積土］第17号竪穴遺構に壊されているため不明である。［施設］壁周溝


と壁柱穴が発見された。床面中央付近には主柱穴が２基検出された。［出土遺物と遺構の時期］遺物


は出土しなかったが、重複関係から14〜15世紀に使用を終えた遺構である可能性が高い。（茅野）


第17号竪穴遺構（SI-17）図45


［位置・確認・重複］ⅤC-210グリッドに位置する。第５次調査区との境界で発見し、第Ⅲ層で確認


した。第17号竪穴遺構・第37号溝跡と重複する。本遺構が第17号竪穴遺構を切るが、溝跡との新旧関


係は不明である。［規模・形状］長辺5.2ｍ、短辺3.6ｍの長方形を呈する。［壁・床面］壁は削平のた


めかほとんど確認できなかった。床面は掘方に土層を充填した貼り床がなされ、平坦に仕上げられて


いる。［堆積土］第Ⅱ層由来のシルト質土が堆積している。［施設］壁周溝と壁柱穴が発見された。床


面中央付近には主柱穴が２基検出された。床面北西では浅い土坑状の掘り込みに礫が廃棄されていた。


また、東壁南寄りの床面上には板状の炭化材が検出され、Ｃ
14
測定と樹種同定にかけられた。この材


は壁材の可能性もある。［出土遺物と遺構の時期］床面（SI16壁周溝上面）から珠洲擂鉢の口縁部破


片が出土した。珠洲Ⅳ期に比定される。また、床面炭化材の年代測定結果から、14〜15世紀に使用を


終えた遺構である可能性が高い。（茅野）


第18号竪穴遺構（SI-18）図46


［位置・確認・重複］ⅤL‐206グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］3.6ｍ×3.2


ｍの方形を呈し、西壁中央やや北寄りに長方形の出入口施設が付く。確認面からの深さは約30㎝であ


る。主軸方向は西向きである。［壁・床面］壁面は床面から緩やかに立ち上がり、床面は基本土層④


９a層を掘り込み平坦に仕上げられている。［堆積土］第Ⅱ層の暗褐色土を主体とした砂質シルトが堆


積している。床面で炭化物の範囲を検出した。［施設］床面四隅と東西壁中央に柱穴が発見された。


PIT７・８は本遺構に関連する可能性が低い。また、西壁には出入口が構築され、底面と床面には若


干の段差が見られる。［出土遺物と遺構の時期］遺物は出土しなかったが、床面で検出した炭化物範


囲から土壌サンプルを採取し、水洗選別を行った結果、炭化材と炭化種子が検出された。炭化種子に


ついては第５章第４節に詳しく、炭化材については第２節でＣ
14
測定を、第３節では樹種同定を行っ


ている。これらの由来については、遺構廃絶時の廃棄の可能性がある。Ｃ
14
測定の結果から、本遺構


は15〜16世紀代に使用を終えた可能性がある。（茅野）


第４章　検出遺構と出土遺物 
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Ⅲ層の再堆積


Ⅲｼﾙﾄ質、礫含む


2層 10YR2/3 黒褐色土　暗褐色土5%が層の両端に付着。大礫3%混入。Ⅲ層の再堆積とⅡ層の混合土。粗砂と小礫を多く含む。


3層 10YR2/3 黒褐色土　暗褐色土15%、大礫30%混入。 小礫層（Ⅲ層の再堆積層に含まれる砂利）


4層 10YR2/3 黒褐色土　暗褐色ﾛｰﾑ粒20%、中礫5%・小礫1%混入。3層とほぼ同じ


5層 10YR3/4 暗褐色土　黒褐色ﾛｰﾑ粒15%、小礫15%混入。2層よりⅢ層を含む量が多い
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炭化物･灰範囲
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２、井戸跡


第50号井戸跡（SE-50）図47


［位置・確認・重複］ⅤE-244グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径約


1.6ｍの円形を呈する。確認面からの深さは１ｍで断面形は箱型である。［壁・底面］底面は第Ⅲ層を


掘り込み平坦である。壁は底面からやや外傾しまっすぐ立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層由来の砂質シ


図47　第50・51号井戸跡


図46　第18号竪穴遺構（SI-18）
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0 2m


1/40


1層 10YR3/3 暗褐色土 焼土粒1%Ⅰb〜Ⅱa層主体・ｼﾙﾄ質。
１層と2層の層境界には灰と炭化物を含む。


2層 10YR3/3 暗褐色土 黄褐色ｼﾙﾄﾌﾞﾛｯｸ1% 礫を中位に多く含む。


掘方埋土 10YR5/8 黄褐色ｼﾙﾄ質粘土主体。礫とⅡ層を含む
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W8
W9W10


W1 W2
W3


W14
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A′


ルトが自然堆積している。［施設］井戸枠などは確認できなかった。［出土遺物と遺構の時期］遺物は


出土していない。土層の状況や形状などから井戸跡と認識した。使用及び廃絶の詳細な時期は不明で


ある。（茅野）


第51号井戸跡（SE-51）図47


［位置・確認・重複］ⅣR‐227グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径


1.05ｍの円形を呈する。確認面からの深さは１ｍで断面形は箱型である。［壁・底面］底面は平坦で、


壁面はほぼまっすぐ立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層由来の黒褐色土が堆積する。堆積土には礫も含ま


れている。底面近くでは湧水を確認した。［施設］井戸枠などは確認できなかった。［出土遺物と遺構


の時期］出土遺物は無い。形状と湧水があったことから井戸跡と認識した。使用・廃絶時期は不明で


ある。（茅野）


第52号井戸跡（SE-52）図48


［位置・確認・重複］ⅤD‐225グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径


1.95ｍ、の掘方を持ち、方形の井戸枠を設置した後井戸枠外に土を充填している。掘方は確認面から


2.1ｍの深さである。［壁・底面］掘方開口部は井戸枠南西側に大きくなっている。掘方壁面はやや外


傾しつつまっすぐに立ち上がる。［堆積土］上位には第Ⅱ層由来のシルト質土が自然堆積している。


また、２層中には礫が多量に投げ捨てられていた。堆積土下位は泥炭質であり、井戸枠などの木質遺


物が残存していた。［施設］掘方のほぼ中央に１辺0.85ｍの井戸枠が設置されている。型式は方形縦


板組隅柱横桟型である。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物の大半は井戸枠に関するものであるが、


図49-２〜４は薄く幅の狭い柾目板を使用しており、何かの部材とも考えられる。時期を表す出土遺


物が無いため、使用及び廃絶の詳細な時期は不明であるが、中世に属する可能性が高い。（茅野）


第53号井戸跡（SE-53）図50


［位置・確認・重複］ⅤE‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径


3.05ｍ・底面直径0.9ｍの不整な円形を呈する。確認面からの深さは0.95ｍで断面形は逆台形である。


第４章　検出遺構と出土遺物 


図48　第52号井戸跡
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［壁・底面］底面は平坦で、壁面は緩やかに立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層由来の黒褐色土が堆積する。


２層上面には礫が多量に廃棄されていた。底面近くでは湧水を確認した。［施設］明確な井戸枠は確


認できなかったが、底面直上から板状の木材が出土した。［出土遺物と遺構の時期］堆積土中からは


米山（２）遺跡Ⅴ 


図49　第52号井戸跡（SE-52）出土遺物
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1/40


A A′
32.31m


1


2


1層 10YR2/3 黒褐色土　Ⅰb〜Ⅱa層の砂質ｼﾙﾄ炭化物少量。礫中量含む。


2層 10YR3/3 暗褐色土　礫多く含む。


A


A′


SE53


ⅤF‐220 ⅤF‐221


1


陶磁器細片が出土した。１は中国産青磁皿である。外面には箆描き連弁文がみられる。口縁端部は直


線状である。竜泉窯Ｂ類と見られる。２は瀬戸天目茶碗の体部破片である。内外面には天目釉がかか


るが、外面下端は無釉である。３は珠洲擂鉢体部破片である。ロクロ成形で内面におろし目がみえる。


内面は磨耗している。これらの生産された時期は、１が13世紀後半〜14世紀前半、２が14世紀台、３


は14世紀台と考えられる。本遺構の使用・廃絶時期は不明である。これらの遺物よりも新しいと考え


られるため、14〜15世紀代に使用が終了したと考えられる。（茅野）


第54号井戸跡（SE-54）図51


［位置・確認・重複］ⅣT-215グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部長軸


1.55ｍ、短軸1.5ｍの不整隅丸方形の掘方を持ち、方形の井戸枠を設置した後井戸枠外に土を充填し


ている。掘方の深さは確認面から1.1ｍである。［壁・底面］掘方は井戸枠西側に大きくなっている。


掘方壁面はほぼまっすぐ立ち上がる。［堆積土］上位には第Ⅱ層由来のシルト質土と焼土塊が混在し


た土層が廃棄されている。４層中位以下には井戸枠内に木材が多量に投げ捨てられていた。堆積土下


位は泥炭質であり、井戸枠などの木質遺物が残存していた。［施設］掘方のほぼ中央に１辺0.85ｍの


第４章　検出遺構と出土遺物 


図50　第53号井戸跡出土遺物
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0 2m


1/40


1層 10YR2/3 黒褐色土 焼土ﾌﾞﾛｯｸ少量、ｼﾙﾄ質


2層 10YR3/3 暗褐色土 焼土ﾌﾞﾛｯｸ多中量、ｼﾙﾄ質


3層 10YR3/3 暗褐色土 炭化材含む。


4層 10YR2/3 黒褐色土 泥　木材など含む。
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図52　第54号井戸跡（SE-54）出土遺物１
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井戸枠が設置されている。型式は方形縦板組隅柱横桟型である。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物


の大半は井戸枠に関するものであるが、図54-14は外面が炭化した木材で、端部に継手状の切込みが


入っており、何らかの部材であった可能性がある。また、図示しなかったが、建材（柱か？）と思わ


第４章　検出遺構と出土遺物 


図53　第54号井戸跡（SE-54）出土遺物２
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れる木材も廃棄されていた。時期を示す出土遺物が無いが、年輪年代測定法を援用した結果、井戸枠


使用木材の伐採年代が1319年であることが判明したため、14世紀前半に使用及び廃絶されたと考えら


れる。（茅野）


第55号井戸跡（SE-55）図55


［位置・確認・重複］ⅤD-218グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部長軸


2.45ｍ、短軸2.05ｍの不整円形の掘方を持ち、方形の井戸枠を設置した後井戸枠外に土を充填してい


米山（２）遺跡Ⅴ 


図54　第54号井戸跡（SE-54）出土遺物３
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1層 10YR2/1 黒色土　Ⅱ層の自然堆積。
2層 10YR2/3 黒褐色土　Ⅱ層の自然堆積、砂質。
3層 10YR2/3 黒褐色土　Ⅱ層の自然堆積、砂質。
4層 10YR2/3 黒褐色土　Ⅱ層の自然堆積、砂質
5層 10YR3/2 暗褐色土　Ⅱ層母材、木質遺物を多く含む泥炭質。
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る。掘方の深さは確認面から1.3ｍである。［壁・底面］


掘方は井戸枠北東側に大きくなっている。掘方壁面はほ


ぼまっすぐ立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層由来の砂質シ


ルトと小礫が混在した土層が堆積している。５層中位以


下には井戸枠内に木材が多量に廃棄されていた。堆積土


下位は泥炭質であり、井戸枠などの木質遺物が残存して


いた。［施設］掘方のほぼ中央に１辺0.8ｍの井戸枠が設


置されている。型式は方形縦板組隅柱横桟型である。［出


土遺物と遺構の時期]出土遺物の大半は井戸枠に関する


ものであるが、図56-1は井戸枠外北東底面から出土した


漆器椀である。土圧で口縁付近が楕円形に変形している。


口径は推定14cm、底径は7.6㎝、器高は推定６㎝である。


木胎はブナ属の幹を刳りぬいたもので、底面には十字の


ケガキ線が見られる。内面は被熱を受けており、見込み


部分に炭化した範囲が確認できる。漆塗膜については第


５章第５節に詳しいが、内面は赤色漆が、外面は黒色漆地に赤色漆で鶴丸文様が描かれている。この


漆器椀は文様や形状などの特徴から15世紀のものと考えられ、塗膜のＣ
14
年代は15世紀後半くらいと


いう値が出ている。井戸枠材はヒバ優勢であったため年輪年代測定法を援用し、井戸枠材の伐採年代
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米山（2）遺跡Ⅴ 


図57　第55号井戸跡（SE-55）出土遺物２
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図58　第55号井戸跡（SE-55）出土遺物３
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に近い年代（1272年）が示された。したがって使用木材は13世紀終わりごろに伐採されたものと考え


られる。このように、出土漆器の製作年代と井戸枠木材の伐採年代に100年近いずれが生じてしまっ


た原因様々考えられるが、第５次調査で発見された第32号井戸跡のように補修しながら長期間にわた


って使用していた可能性も考えられる。（茅野）


第56号井戸跡（SE-56）図59


［位置・確認・重複］ⅤE-221グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。直近北側にSE-80が存在し、


遺構がSD-26に接するが、それぞれとの新旧関係は不明である。［規模・形状］開口部長軸2.35ｍ、短


軸2.1ｍの不整隅丸方形の掘方を持ち、方形の井戸枠を設置している。掘方の深さは確認面から1.2ｍ


である。［壁・底面］掘方は井戸枠北側に大きくなっている。掘方壁面はほぼまっすぐ立ち上がる。［堆


積土］撹乱と思い込んで調査したため土層の堆積状況は不明であるが、第Ⅱ層主体の土層に第Ⅲ層の


小塊が混じる土層が特徴的であった。下位には泥炭質土層が堆積し、井戸枠などの木質遺物が残存し


ていた。［施設］掘方のほぼ中央に１辺0.8ｍの井戸枠が設置されている。型式は方形縦板組隅柱横桟


型である。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物の大半は井戸枠に関するものである。図60-２・３は横


桟に使用された木材であるが、その湾曲度合いから、何らかの部材を転用している可能性が高い。時


期を表す出土遺物が無いが、井戸枠の状況などから中世の遺構である可能性が高い。（茅野）


第57号井戸跡（SE-57）図61


［位置・確認・重複］ⅤF-218グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部長軸


2.3ｍ、短軸2.05ｍの不整円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で、断面形は逆台形状である。


現代の水路跡に切られている。［堆積土］第Ⅱ層由来のシルト質土に多量の礫が混在した土層が堆積


している。礫は投棄されたと考えられる。堆積土下位では湧水が確認できた。［施設］井戸枠は確認


できなかった。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す遺物は出土していないため、使用及び廃絶時期


は不明であるが、第53号井戸跡と規模、形態共に類似するため、中世に帰属する井戸跡である可能性


がある。（茅野）


第58号井戸跡（SE-58）図62


［位置・確認・重複］ⅣT-221グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径１


ｍのほぼ円形を呈する。深さは確認面から1.1ｍである。第34号溝跡と重複する可能性があるが、同


米山（2）遺跡Ⅴ 


図59　第56号井戸跡（SE-56）
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1層 10YR2/2 黒褐色土 Ⅱ層主体、砂質で礫をやや多く含む


図60　第56号井戸跡（SE-56）出土遺物
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0 2m


1/40


1層 10YR2/3 黒褐色土 シルト質のⅡa層。自然堆積


②層 10YR3/2 黒褐色土　砂質。炭化材含む(SF62の燃焼室が崩落)


③層 10YR2/2 黒褐色土　やや泥炭質。炭化材を少量含む。


2層 10YR3/4 暗褐色土 シルト質のⅡa層。自然堆積


3層 5YR4/6 赤褐色焼土 黒褐色土混入、天井崩落焼土層。下部に炭化材が薄く層状に堆積
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SE-59
燃焼室火床面
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32.51m


1
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1層 10YR2/3 黒褐色土 Ⅱ層主体、シルト質


2層 10YR3/3 暗褐色土 Ⅱ層主体、シルト質、炭化材少量含む。


3層 10YR3/3 暗褐色土 Ⅱ層主体、シルト質、炭化材含む。


4層 10YR3/4 暗褐色土 Ⅱ層主体、やや泥炭質。


B B′
32.51m


AA′
ⅣT‐221
へ南2m


4T‐222へ
南2m･東2m


B


B′


一のものである可能性もあるため新旧関係は不明である。［壁・底面］底面はほぼ平坦で、壁面はほ


ぼまっすぐ立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層由来のシルト質土主体の土層に炭化物が少量混在した土層


が堆積している。堆積土下位は泥炭質であるが、砥石（図67-1）以外の出土遺物は無い。［施設］井


戸枠は確認できなかった。［出土遺物と遺構の時期］図67-1は本遺構出土の砥石である。そのほかに


出土遺物が無いため、使用及び廃絶時期に関しては不明であるが。但し、周囲に展開する遺構との関


連を考えるならば、中世に帰属する可能性がある。（茅野）


第59号井戸跡（SE-59）図63


［位置・確認・重複］ⅣT-220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径１


ｍのほぼ円形を呈する。深さは確認面から1.1ｍである。SF62と柱穴と重複し、本遺構が柱穴より古く、


SE62より新しい。［壁・底面］底面はほぼ平坦で、壁面はほぼまっすぐ立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層


由来のシルト質土主体の土層に炭化物が少量混在した土層が堆積している。炭化物はSF62由来のもの


である。堆積土下位は泥炭質である。［施設］井戸枠は確認できなかった。［出土遺物と遺構の時期］


出土遺物が無いため、使用及び廃絶時期に関しては不明であるが。SF62を切っているため、中世以降


に帰属する。（茅野）


米山（2）遺跡Ⅴ 


図63　第59号井戸跡（SE-59）・第62号カマド状遺構（SF62）


図62　第58号井戸跡（SE-58）
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3層 10YR2/3 黒褐色土 焼土5%、ｼﾙﾄ


4層 10YR3/4 暗褐色土 焼土5%、ｼﾙﾄ


5層 10YR3/1 黒褐色土 ｼﾙﾄ質ⅣT‐217
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5層 10YR2/2 黒褐色土 粘質。
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ⅣT‐217
へ南1m


ⅤA‐217
へ北1m


SF89


第60号井戸跡（SE-60）図64


［位置・確認・重複］ⅣT-217グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径２


ｍのほぼ円形を呈する。深さは確認面から0.6ｍである。SF89と重複し、本遺構が古い。［壁・底面］


底面はやや皿状であり、壁面はやや傾いて立ち上がる。［堆積土］第Ⅲ層の人為的埋め土により蓋が


されている。堆積土下位は第Ⅱ層由来のシルト質土主体で泥炭質である。堆積土下位で湧水を確認し


た。［施設］井戸枠は確認できなかった。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物が無いため、使用及び廃


絶時期に関しては不明であるが。重複関係から中世以前の遺構である可能性が高い。但し、周囲に展


開する遺構との関連を考えるならば、中世に帰属する可能性がある。（茅野）


第61号井戸跡（SE-61）図65


［位置・確認・重複］ⅣT-217グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径


1.2ｍの不整な円形を呈する。深さは確認面から0.7ｍである。SF90と重複し本遺構が古い。［壁・底面］


底面は擂鉢状で、壁面はほぼまっすぐ立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層由来のシルト質土主体の土層が


堆積している。堆積土下位は泥炭質である。［施設］井戸枠は確認できなかった。［出土遺物と遺構の


時期］出土遺物が無いため、使用及び廃絶時期に関しては不明であるが、重複関係から中世に帰属す


る可能性がある。（茅野）


第62号井戸跡（SE-62）図66


第４章　検出遺構と出土遺物 


図65　第61号井戸跡（SE-61）


図64　第60号井戸跡（SE-60）
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3層 7.5YR3/3 暗褐色土　焼土と炭化物の混合層
4層 5YR5/6 明赤褐色焼土 天井部崩落焼土


SE-62
①層 10YR2/2 黒褐色土　炭化物混入、
②層 10YR2/3 黒褐色土　黄褐色ﾛｰﾑ混入、礫多い
③層 10YR2/2 黒褐色土　木質遺物多量に含む。泥炭質。
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［位置・確認・重複］ⅣT-221グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部1.6ｍ


×1.3ｍの円形を呈する。深さは確認面から1.25ｍである。SF61と重複し、本遺構が新しい。［壁・底面］


底面はほぼ平坦で、壁面はほぼまっすぐ立ち上がり、開口部付近でラッパ状に開いている。［堆積土］


第Ⅱ層由来のシルト質土主体の土層堆積している。堆積土下位は泥炭質であり、井筒などの木質遺物


が出土している。［施設］掘方中央に曲物を利用した井筒が据えられている。井筒と掘方の隙間はあ


まり無く、井筒の外側には縦板と細い枝を利用した隅柱が差し込まれていた。隅柱は５箇所に据えら


れていた。［出土遺物と遺構の時期］井筒内からは廃棄された箸・鉄製品などが出土した。22は井筒


に使用された曲物である。縦板と井筒曲物がヒバ材であったため、年輪年代測定法を援用した結果、


それぞれの伐採年代に近い値（15世紀後半）が示された。したがって本遺構の使用及び廃絶時期は15


世紀後半に求められる。（茅野）


第63号井戸跡（SE-63）


［位置・確認・重複］ⅤD-224グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径


1.4ｍの不整円形を呈する。深さは確認面から1.75ｍである。［壁・底面］底面はほぼ平坦で、壁面は


ほぼまっすぐ立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層由来のシルト質土主体の土層が堆積している。２〜３層


では投棄されたと考えられる礫がまとまって出土している。堆積土下位は泥炭質である。［施設］底


面近くに１辺0.7ｍの方形井戸枠が据えられていた。掘方は南側に大きくなっている。井戸枠の型式


は方形縦板組隅柱横桟型である。［出土遺物と遺構の時期］大半が井戸枠材である。時期を示す遺物


は出土しなかったため、本遺構の使用及び廃絶の詳細な時期は不明である。しかし、井戸枠の状況な


どから、本遺構は中世に帰属する可能性がある。（茅野）


第64号井戸跡（SK123b）


［位置・確認・重複］ⅤH-209グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径


米山（2）遺跡Ⅴ 


図66　第62号井戸跡（SE-62）・第61号カマド状遺構（SF61）
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0.85ｍのほぼ円形を呈する。深さは確認面から1.25ｍである。第２号火葬墓と重複し、本遺構が新しい。


また、SD24の延長上に位置し、本遺構が新しい。［壁・底面］底面はほぼ平坦で、壁面はやや膨らみ


を持ち立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層由来のシルト質土主体の土層が堆積している。堆積土中位には


炭化物と焼土が層状に堆積しており、その下位の底面付近から図71-２・３が出土した。堆積土下位


は泥炭質である。［施設］井戸枠は確認できなかった。[出土遺物と遺構の時期］台石？２点と鉄釘の


第４章　検出遺構と出土遺物 


図67　第62号井戸跡（SE-62）出土遺物１
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米山（2）遺跡Ⅴ 


図68　第62号井戸跡（SE-62）出土遺物２
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網かけは内面の炭塗り


図69　第62号井戸跡（SE-62）出土遺物３


S＝1/4


22（井戸側として使用）
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底板の圧痕
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3層 10YR3/3 暗褐色土 Ⅲｼﾙﾄ小塊含む。
4層 10YR2/2 黒褐色土 泥炭質、木質遺物含む。


他に出土遺物が無い。しかし、SK-123aのＣ
14
年代測定値が15世紀中頃であるので、15世紀後半以降と


考えられる。（茅野）


第65号井戸跡（SK-134）


［位置・確認・重複］ⅣQ-222グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径


米山（2）遺跡Ⅴ 


1
2


図70　第63号井戸跡（SE-63）出土遺物


S＝1/4
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0 2m


1/40


1層 10YR3/4 暗褐色土　礫少量、炭化物粒極少量混入 Ⅰb〜Ⅱa層主体、自然堆積


2層 10YR3/2 黒褐色土　暗褐色土まだらに5%、小礫少量。ｼﾙﾄ質


3層 10YR3/3 暗褐色土　炭化材、骨片、焼土粒混じる。SK123a(火葬墓)の堆積土。


4層 10YR2/3 黒褐色土　中位に炭化物と焼土の層あり、
　　　　　　　　　　　炭化材、骨片、焼土粒混入(SK123aの崩落と考えられる)。
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ⅤH‐209
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焼土の範囲
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31.31mA A′
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Ⅲ砂礫Ⅲ砂礫


SK123a(第２号火葬墓)


SK123b(第64号井戸跡)


0 2m


1/40


1層 10YR2/1 黒色土 ﾛｰﾑ粒1%、小礫10%


2層 10YR2/2 黒褐色土 砂質、炭化物粒2%。


3層 10YR2/3 黒褐色土 褐色土5%、礫混入


SK134


A


A′


ⅣQ‐222
へ西2m ⅣQ‐223 A A′


S
S


S S


1


2
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Ⅲｼﾙﾄ


Ⅲ礫


32.41m
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図71　第64号井戸跡（SK-123b）・第２号火葬墓（SK-123a）出土遺物


1


2


3


1（S＝1/2） 2・3（S＝1/4）


変色している範囲


図72　第65号井戸跡（SK-134）
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0 2m


1/40


1


2


盛土


A A′32.60m


礫層
礫層


S


第1層　10YR2/2黒褐色土 にぶい黄褐色粘質土20％、明赤褐色土5％、礫（φ3〜15cm）10％混入。
第2層　10YR2/2黒褐色土 にぶい黄褐色粘質土30％、明赤褐色土5％、礫（φ2〜10cm）15％、炭化物3％混入。


SE-80


B


B′


A


A′


ⅤF‐222
ⅤF‐221
へ西2m


B B′32.50m


1.1ｍのほぼ円形を呈する。深さは確認面から0.9ｍである。［壁・底面］底面はやや丸みを帯び、壁


面はまっすぐ立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層由来のシルト質土主体の土層が堆積している。堆積土下


位は泥炭質であるが、礫（図示無し）以外の出土遺物は無い。［施設］井戸枠は確認できなかった。［出


土遺物と遺構の時期］出土遺物が無いため、使用及び廃絶時期に関しては不明である。但し、周囲に


展開する遺構との関連を考えるならば、中世に帰属する可能性がある。（茅野）


第80号井戸跡（07SE-80）図72


［位置・確認・重複］ⅤF‐221グリッド、第Ⅲ層で確認した。直近南側には第56号井戸跡が位置する


が新旧は不明である。［規模・形状］開口部直径1.65ｍの不整な円形を呈する。確認面からの深さは


0.75ｍである。［壁・底面］底面はほぼ平坦で、壁面はやや開きながら立ち上がる。［堆積土］２層に


分層され、２層には礫混じりの黒色土が堆積する。［施設］井戸枠の残存や湧水現象などの井戸跡と


の確証はないが、形状と規模から井戸跡であると判断した。井戸枠は発見されなかった。［出土遺物


と遺構の時期］本遺構は、出土遺物が無いため、使用及び廃絶の時期は不明である。但し、周辺の以


降との関連を考えるならば、中世に帰属する可能性がある。（岩田）


３、カマド状遺構


　カマド状遺構に関しては、調査区内に数箇所のまとまりが見られ、重複も見られることから、遺構


番号の順ではなくまとまりを意識した順番で記述することとする。


第50号カマド状遺構（SF-50）図74


［位置・確認・重複］ⅤC‐245グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸1.3ｍ、


燃焼部0.65×0.45ｍ、深さ0.2ｍである。焚口部より燃焼室が幅広である。煙道は無い。［壁・底面］


燃焼室の天井は崩落しているが、焼土範囲に直径35㎝程の空白部分があり、そこが懸け口部分と思わ


れる。燃焼部壁面は上位ほど強く焼けている。［堆積土］燃焼室底面付近に炭化物と灰の層が堆積し


ている。土壌サンプル中から炭化材と炭化種子が検出された。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物が


無いため使用及び廃絶年代は不詳であるが、遺構の形状などから中世に帰属すると考えられる。（茅野）


第51号カマド状遺構（SF-51）図74


米山（2）遺跡Ⅴ 


図73　第80号井戸跡（SE-80）
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0 2m


1/40


1層 10YR3/3 暗褐色土 下部に炭化物含む層有り
2層 5YR4/8 赤褐色焼土 燃焼室被熱壁崩落。
3層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 橙色褐色焼土との混合土。燃焼室壁面の崩落土
4層 7.5YR3/2黒褐色土 壁面被熱焼土
5層 10YR3/3 暗褐色土　燃焼室天井崩落土
6層 5YR4/8 赤褐色土　暗褐色焼土との混合土。被熱により硬くしまる
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S 底面付近から炭化物と灰が多量に出土Ⅲ砂礫
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炭化材の範囲


ｶｸﾗﾝ


SF51


SF50


SF51


1層 10YR3/2黒褐色土 暗褐色土15%Ⅱ層主体、自然堆積
2層 5YR5/8 明赤褐色焼土(天井崩落焼土層) 橙色焼土粒10%、Ⅱb層砂礫被熱
3層 炭化物層(炭化材)　7.5YR6/8橙色焼土2%混入。
4層 10YR3/4 暗褐色土　ﾛｰﾑ粒10%混入。天井崩落土


SF53


ⅣT‐226
へ南1m


ⅣT‐227
へ東2m


燃焼室天井崩落状況
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C C′
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4


1層 10YR3/3 暗褐色土
2層 10YR2/2 黒褐色土　やや砂質
3層 10YR3/3 暗褐色土　赤褐色焼土(崩落)
4層 10YR3/2 黒褐色土　天井崩落焼土
5層 10YR3/1 黒褐色土　炭化物の層
6層 5YR4/8 赤褐色焼土　被熱壁面の崩落
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図74　第50〜53・57号カマド状遺構
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［位置・確認・重複］ⅤC‐245グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。西側の大部分を撹乱により


破壊されている。［規模・形状］燃焼部径0.50ｍ、深さ0.15ｍである。煙道は無い。［壁・底面］燃焼


室の天井は崩落している。燃焼部壁面は上位ほど強く焼けている。［堆積土］燃焼室底面付近に炭化


物と灰の層が堆積している。土壌サンプル中から炭化材と炭化種子が検出された。［出土遺物と遺構


の時期］出土遺物が無いため使用及び廃絶年代は不詳であるが、遺構の形状などから中世に帰属する


と考えられる。（茅野）


第52号カマド状遺構（SF-52）図74


［位置・確認・重複］ⅤA‐226グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。南側約半分を試掘トレンチ


により破壊されている。［規模・形状］燃焼部0.95×0.85ｍ、煙道部長0.5ｍ深さ0.2ｍである。［壁・


底面］燃焼室の天井は崩落している。燃焼部壁面は上位ほど強く焼けている。［堆積土］燃焼室底面


付近に炭化物と灰の層が堆積している。土壌サンプル中から炭化材と酸化種子が検出された。［出土


遺物と遺構の時期］出土遺物が無いため使用及び廃絶年代は不詳であるが、遺構の形状などから中世


に帰属すると考えられる。（茅野）


第53号カマド状遺構（SF-53）図74


［位置・確認・重複］ⅣT‐226グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸2.4ｍ、


燃焼部径１ｍ、深さ0.2ｍである。焚口部より燃焼室が幅広である。東端部に煙道の痕跡が残る。［壁・


底面］燃焼室の天井は崩落しているが、焼土範囲に直径30㎝程の空白部分があり、そこが懸け口部分


と思われる。燃焼部壁面は上位ほど強く焼けている。［堆積土］燃焼室底面付近に炭化物と灰の層が


堆積している。土壌サンプル中から炭化材と炭化種子が検出された。炭化材の放射性炭素年代測定値


は15世紀代を示す。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物が無いが、放射性炭素年代測定値から15世紀


に使用及び廃絶された可能性が高い。（茅野）


第57号カマド状遺構（SF-57）図74


［位置・確認・重複］ⅣS‐223グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸1.8ｍ、


燃焼部0.7ｍ×0.55ｍ、深さ0.15ｍである。焚口部より燃焼室幅が狭い。東端部に煙道の痕跡が残る。


［壁・底面］燃焼室の天井は崩落している。燃焼部壁面は上位ほど強く焼けている。［堆積土］燃焼


室底面付近に炭化物と灰の層が堆積している。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物が無いため、遺構


の使用及び廃絶時期は不詳であるが、遺構の形状などから中世に帰属する可能性が高い。（茅野）


第54号カマド状遺構（SF-54）図75


［位置・確認・重複］ⅣS‐222グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸2.1ｍ、


燃焼部1.2ｍ×0.8ｍ、深さ0.25ｍである。焚口部と燃焼室の境界付近で括れている。燃焼部北東部か


らトンネル式の煙道が30㎝延びる。［壁・底面］燃焼室の天井は崩落している。燃焼部壁面は上位ほ


ど強く焼けている。［堆積土］燃焼室底面付近に炭化物と灰の層が堆積している。［出土遺物と遺構の


時期］出土遺物が無いが、遺構の形状から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第55号カマド状遺構（SF-55）図75


［位置・確認・重複］ⅣS‐222グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF56・71と重複し前者より


新しく後者より古い。［規模・形状］長軸2.3ｍ、燃焼部径0.8ｍ、深さ0.15ｍである。焚口部より燃


焼室が幅広である。燃焼部南東部からトンネル式の煙道が80㎝延びる。［壁・底面］燃焼室の天井は


米山（2）遺跡Ⅴ 
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1層 10YR3/4 暗褐色土
2層 10YR3/2 黒褐色土
3層 10YR3/2 黒褐色土
4層 10YR2/3 黒褐色土
5層 炭化物層10YR2/2黒褐色土
6層 5YR4/8 壁面及び底面が被熱
7層 10YR3/3 暗褐色土
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図75　第54〜56・71・106号カマド状遺構
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崩落している。燃焼部壁面は上位ほど強く焼けている。［堆積土］燃焼室底面付近に炭化物と灰の層


が堆積している。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物が無いが、重複関係と遺構の形状から中世に属


するものと考えられる。（茅野）


第56号カマド状遺構（SF-56）図75


［位置・確認・重複］ⅣS‐222グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF56・71と重複し本遺構が


最も古い。［規模・形状］長軸1.8ｍ、燃焼部径0.8ｍ、深さ0.25ｍである。焚口部と燃焼室の境界で


括れる。燃焼部南東部からトンネル式の煙道が40㎝延びる。［壁・底面］燃焼室の天井は崩落している。


燃焼部壁面は上位ほど強く焼けている。［堆積土］燃焼室底面付近に炭化物と灰の層が堆積している。


［出土遺物と遺構の時期］出土遺物が無いが、重複関係と遺構の形状から中世に属するものと考えら


れる。（茅野）


第71号カマド状遺構（SF-71）図75


［位置・確認・重複］ⅣS‐222グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF56・71と重複し本遺構が


最も新しい。［規模・形状］長軸2.3ｍ、燃焼部径0.75ｍ、深さ0.2ｍである。焚口部より燃焼室が幅


広である。燃焼部南東部からトンネル式の煙道が60㎝延びる。［壁・底面］燃焼室の天井は崩落して


いるが、Ｂラインの土層を見る限り、天井部には直径25㎝以上の懸け口があけられていたと考えられ


る。燃焼部壁面は上位ほど強く焼けている。［堆積土］燃焼室底面付近に炭化物と灰の層が堆積して


いる。土壌サンプルから炭化材と炭化種子が検出された。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物は無いが、


重複関係と遺構の形状から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第106号カマド状遺構（SF-106）図75


［位置・確認・重複］ⅣS‐221グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF71と重複し前本遺構が古


い。［規模・形状］長軸2.7ｍ、燃焼部径0.9ｍ、深さ0.2ｍである。焚口部より燃焼室が幅広である。


燃焼部北東部からトンネル式の煙道が40㎝延びる。［壁・底面］燃焼室や煙道部に被熱痕跡が無いため、


使用されなかったと考えられる。［堆積土］燃焼室から焚口部境界付近にかけての底面付近炭化物と


灰が投棄されている。土壌サンプルから炭化材と炭化種子が検出された。炭化材の放射性炭素年代測


定値は15〜16世紀の値を示す。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物が無いが、年代測定値と重複関係・


遺構の形状等から中世に属するものと考えられる。また、使用痕跡が無いことから、本遺構は未使用


のまま廃絶されたと考えられる。（茅野）


第58号カマド状遺構（SF-58）図76


［位置・確認・重複］ⅣS‐221グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF59と重複し本遺構が古い。


［規模・形状］長軸1.6ｍ、燃焼部0.95×0.63ｍ、深さ0.22ｍである。焚口部より燃焼室が幅広である。


燃焼部東部に煙道の痕跡が見られる。［壁・底面］燃焼室の天井は崩落している。燃焼部壁面は上位


ほど強く焼けている。［堆積土］燃焼部底面付近には炭化材を少量含む層が堆積する。［出土遺物と遺


構の時期］出土遺物が無いが、重複関係と遺構の形状から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第59号カマド状遺構（SF-59）図76


［位置・確認・重複］ⅣS‐221グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF58と重複し本遺構が新し


い。［規模・形状］長軸2.45ｍ、燃焼部0.9×0.8ｍ、深さ0.15ｍである。焚口部と燃焼室の境界で括


れている。燃焼部東部に煙道の痕跡が見られる。［壁・底面］燃焼室の天井は崩落している。燃焼部


米山（2）遺跡Ⅴ 
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壁面は上位ほど強く焼けている。［堆積土］燃焼室底面付近に炭化物と灰の層が堆積している。［出土


遺物と遺構の時期］出土遺物が無いが、重複関係と遺構の形状から中世に属するものと考えられる。


（茅野）


第60号カマド状遺構（SF-60）図76


［位置・確認・重複］ⅣS‐221グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF73と重複し本遺構が新し


い。［規模・形状］長軸2.25ｍ、燃焼部0.75×0.63ｍ、深さ0.15ｍである。焚口部と燃焼室の境界で


括れている。煙道は確認できなかったが、構築されていたかどうか不明である。［壁・底面］燃焼室


の天井は崩落している。燃焼部壁面は上位ほど強く焼けている。［堆積土］燃焼室上位と底面付近に


炭化物と灰の層が堆積している。下層の土壌サンプルから炭化材と炭化種子が検出された。炭化材の


放射性炭素年代測定値は15世紀後半である。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物が無いが、放射性炭


素年代測定値と重複関係などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第73号カマド状遺構（SF-73）図76


［位置・確認・重複］ⅣS‐221グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF60・SE62と重複し本遺構


が古い。［規模・形状］長軸1.65ｍ、燃焼部（推定）直径0.7ｍ、深さ0.2ｍである。焚口部幅より燃


焼室幅が広い。煙道は確認できなかったが、構築されていたかどうか不明である。［壁・底面］燃焼


室はSF60に壊され詳細不明である。［堆積土］重複によりほとんど不明である。［出土遺物と遺構の時


期］ 出土遺物が無いが重複関係などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第63号カマド状遺構（SF-63）図76


［位置・確認・重複］ⅣS‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF60・77と重複し本遺構が


古い。［規模・形状］燃焼室のみ残存する。燃焼部（推定）直径0.9ｍ、深さ0.09ｍである。煙道は確


認できなかったが、構築されていたかどうか不明である。［壁・底面］底面の被熱は極弱く、壁面は


強く被熱する。［堆積土］重複によりほとんど不明である。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物が無い


が重複関係などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第66号カマド状遺構（SF-66）図76


［位置・確認・重複］ⅣS‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF72・77・SP734・735と重


複し本遺構が古い。［規模・形状］長軸1.45ｍ、燃焼部0.9×0.8ｍ、深さ0.1ｍである。煙道は確認で


きなかったが、燃焼室南東側に焼土が途切れる部分があるためその部分が煙道であった可能性がある。


［壁・底面］底面の被熱は極弱く、壁面は強く被熱する。［堆積土］重複によりほとんど不明である。


［出土遺物と遺構の時期］出土遺物が無いが重複関係などから中世に属するものと考えられる。（茅野)


第72号カマド状遺構（SF-72）図76


［位置・確認・重複］ⅣS‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF66と重複し本遺構が新し


い。［規模・形状］長軸2.4ｍ、燃焼部0.9×0.7ｍ、深さ0.35ｍである。焚口部と燃焼室の幅はほぼ同


じである。燃焼部北部からトンネル式と考えられる煙道が55㎝延びる。［壁・底面］燃焼室の天井は


崩落している。燃焼部壁面は上位ほど強く焼けている。［堆積土］天井崩落後に１層が堆積したと考


えられる。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物は無いが、重複関係と遺構の形状から中世に属するも


のと考えられる。（茅野）


第77号カマド状遺構（SF-77）図76


米山（2）遺跡Ⅴ 
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［位置・確認・重複］ⅣS‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF63・66と重複し本遺構が


新しい。［規模・形状］長軸2.45ｍ、燃焼部径0.8ｍ、深さ0.3ｍである。焚口部より燃焼室の幅が広い。


燃焼部東部の２箇所からトンネル式と考えられる煙道が50㎝延びる。２本同時に使用したのではなく、


真東→北東へと煙道を作り変えている。［壁・底面］燃焼室の天井は一部崩落しているが、残存部分


の状況から、直径45㎝の懸け口が開けられていたと考えられる。燃焼部壁面は上位ほど強く焼けてい


る。［堆積土］天井崩落後に１層が堆積したと考えられる。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物は無い


が、重複関係と遺構の形状から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第64号カマド状遺構（SF-64）図77


［位置・確認・重複］ⅣS‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸2.1ｍ、


燃焼部径0.85ｍ、深さ0.25ｍである。焚口部より燃焼室の幅が広い。燃焼部北部からトンネル式と考


えられる煙道が35㎝延びる。［壁・底面］燃焼室の天井は崩落している。燃焼部壁面は上位ほど強く


焼けている。［堆積土］燃焼室底面に炭化物を含む層が堆積する。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物


は無いが、遺構の形状から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第65号カマド状遺構（SF-65）図77


［位置・確認・重複］ⅣS‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸1.4ｍ、


燃焼部径0.75ｍ、深さ0.15ｍである。焚口部より燃焼室の幅が広い。煙道は確認できなかったが、構


築されていたかどうか不明である。［壁・底面］燃焼室の天井は崩落している。燃焼部壁面は上位ほ


ど強く焼けている。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積する。放射性炭素年代測定の結果、


15世紀中ごろの値が得られた。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物は無いが、年代測定値や遺構の形


状などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第67号カマド状遺構（SF-67）図77


［位置・確認・重複］ⅣS‐219グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸1.85ｍ、


燃焼部径0.65ｍ、深さ0.18ｍである。焚口部より燃焼室の幅がやや広い。燃焼部東部にトンネル式と


思われる煙道の痕跡が見られる。［壁・底面］燃焼室の天井は崩落している。燃焼部壁面は上位ほど


強く焼けている。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積する。土壌サンプルからは炭化材と


炭化種子が検出された。炭化材の放射性炭素年代測定値は15〜16世紀を示す。［出土遺物と遺構の時期］


出土遺物は無いが、年代測定値と遺構の形状等から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第68号カマド状遺構（SF-68）図77


［位置・確認・重複］ⅣR‐219グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。水田造成時の段切で焚口部


の端部を削平されている。［規模・形状］長軸1.9ｍ、燃焼部0.8×0.7ｍ、深さ0.3ｍである。焚口部


と燃焼室の幅はほぼ同じである。燃焼室東部からトンネル式の煙道が65㎝延びる。［壁・底面］燃焼


室の天井は崩落しているが、焼土確認状況で直径50㎝の空白域を確認したため、この部分が懸け口と


考えられる。燃焼部壁面は上位ほど強く焼けている。［堆積土］天井崩落後に１層が堆積したと考え


られる。また、５層には炭化材が混入している。［出土遺物と遺構の時期］天井崩落焼土範囲の内側


に焼成粘土がややまとまって出土した（図78）。実測図内面側にはナデや指押さえの痕跡が見られ、


外面側にはその痕跡はほとんど無く、剥離したような痕跡が残る。１や２などには口縁端部のような


ナデ付けが見られ、最上位にくるものと考えられる。また、想定される全体形状は、裾広がりになる


米山（2）遺跡Ⅴ 
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S=1/3　範囲指定は剥離の範囲


1


2
3


4


ようであり、燃焼室内面上半に、懸け口を補強するように貼り付けられていた粘土が被熱したものと


も考えられる。時期を表す遺物は無いが、遺構の形状等から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第69号カマド状遺構（SF-69）図77


［位置・確認・重複］ⅣQ‐219グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SP733等と重複し本遺構が


古い。［規模・形状］長軸1.6ｍ、燃焼部0.9×0.7ｍ、深さ0.14ｍである。焚口部と燃焼室境界で括れ


る。燃焼部北部に煙道の痕跡が見られる。［壁・底面］燃焼室の天井は削平のため不明である。壁面


は被熱している。［堆積土］削平のため堆積状況は不明である。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物は


無いが、遺構の形状等から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第70号カマド状遺構（SF-70）図77


［位置・確認・重複］ⅤA‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SP740と重複し本遺構が新


しい。［規模・形状］長軸2.15ｍ、燃焼部径0.7ｍ、深さ0.13ｍである。焚口部より燃焼室の幅がやや


広い。燃焼室東部からに煙道の痕跡が見られる。［壁・底面］遺構上面は削平されている。燃焼部壁


面は被熱する。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積している土壌サンプルからは炭化種子


が少量検出された。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物は無いが、遺構の形状から中世に属するもの


と考えられる。（茅野）


第74号カマド状遺構（SF-74）図79


［位置・確認・重複］ⅣT‐219グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸1.85ｍ、


燃焼部幅0.5ｍ、深さ0.15ｍである。焚口部から燃焼室へ向かい狭くなっている。煙道は確認できな


かったが、構築されていたかどうか不明である。［壁・底面］遺構上面は削平されている。燃焼部底


面〜壁面は被熱する。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積している。炭化材の放射性炭素


第４章　検出遺構と出土遺物 


図78　第68号カマド状遺構（SF-68）出土遺物
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米山（2）遺跡Ⅴ 


図79　第74・78〜83号カマド状遺構
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年代測定値は15世紀中〜後半を示す。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物は無いが、年代測定値や遺


構の形状から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第78号カマド状遺構（SF-78）図79


［位置・確認・重複］ⅣQ‐222グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SPと重複し本遺構が新しい。


［規模・形状］長軸1.25ｍ、燃焼部径0.65ｍ、深さ0.15ｍである。焚口部より燃焼室の幅がやや広く、


焚口部は短い。燃焼室南東部に被熱範囲の途切れる箇所があるため、そこが煙道であった可能性があ


る。［壁・底面］遺構上面は削平されている。燃焼部壁面は弱く被熱する。［堆積土］削平のため堆積


状況は不明である。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物は無いが、遺構の形状から中世に属するもの


と考えられる。（茅野）


第79号カマド状遺構（SF-79）図79


［位置・確認・重複］ⅣR‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸1.65ｍ、


燃焼部径0.5ｍ、深さ0.1ｍである。焚口部から燃焼室へと狭くなっている。燃焼室北部に煙道の痕跡


が見られる。［壁・底面］以降上面は削平されている。燃焼部壁面は被熱する。［堆積土］燃焼室底面


付近に炭化材を含む層が堆積している。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物は無いが、遺構の形状か


ら中世に属するものと考えられる。（茅野）


第80号カマド状遺構（SF-80）


［位置・確認・重複］ⅤE‐219グリッドに位置する。第Ⅱ層上面で確認した。［規模・形状］長軸


2.55ｍ、燃焼部径0.7ｍ、深さ0.2ｍである。焚口部と燃焼室の幅はほぼ同じである。燃焼室南部から


トンネル式の煙道が50㎝延びる。［壁・底面］遺構上面は削平されている。燃焼室天井は崩落している。


燃焼部壁面は被熱している。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積している。土壌サンプル


からは炭化種子が少量検出された。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、遺構の


形状から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第81号カマド状遺構（SF-81）図79


［位置・確認・重複］ⅣQ‐217グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。焚口部南側を削平されてい


る。［規模・形状］長軸1.4ｍ、燃焼部径0.6ｍ、深さ0.35ｍである。焚口部と燃焼室の幅はほぼ同じ


である。燃焼室北部からトンネル式の煙道が50㎝延びる。［壁・底面］燃焼室天井は崩落している。


底面から壁面は被熱し、上位ほど強く被熱している。煙道出口には礫が詰められていた。意図的なも


のと考えられる。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積している。［出土遺物と遺構の時期］


出土遺物は無いが、遺構の形状から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第82号カマド状遺構（SF-82）図79


［位置・確認・重複］ⅣR‐216グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SPと重複し本遺構が新しい。


［規模・形状］長軸1.75ｍ、燃焼部幅0.6ｍ、深さ0.14ｍである。焚口部から燃焼室にかけて狭くな


っている。燃焼室南東部がやや突出するためここが煙道であった可能性がある。［壁・底面］遺構上


面は削平されている。燃焼部壁面は被熱している。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積し


ている。［出土遺物と遺構の時期］出土遺物は無いが、遺構の形状から中世に属するものと考えられる。


（茅野）


第83号カマド状遺構（SF-83）図79


第４章　検出遺構と出土遺物 
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図80　第84〜89号カマド状遺構
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1 2


S=1/3 範囲指定は剥離の範囲


［位置・確認・重複］ⅣS‐215グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸2.2ｍ、


燃焼部径0.8ｍ、深さ0.35ｍである。焚口部より燃焼室幅が広い。燃焼室北部からトンネル式の煙道


が60㎝延びる。［壁・底面］燃焼室天井は崩落しているが、断面観察から、天井に直径約30㎝の穴が


あけられていたと考えられる。燃焼部壁面は被熱しており、上位ほど被熱が強い。［堆積土］燃焼室


底面に炭化材を含む層が堆積している。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、遺


構の形状から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第84号カマド状遺構（SF-84）図80


［位置・確認・重複］ⅣT‐216グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF85と重複し、本遺構が古


い。［規模・形状］長軸2.8ｍ、燃焼部径0.75ｍ、深さ0.25ｍである。焚口部より燃焼室幅が広い。燃


焼部の中央部分をSF85の焚口部に壊されているため、煙道の有無は不明である。［壁・底面］燃焼室


の状況は不明な部分が多いが、壁面及び底面は被熱している。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む


層が堆積している。土壌サンプルから炭化材と少量の炭化種子が検出された（分析サンプルとしては


SF85として登録）。炭化材の放射性炭素年代測定値は15世紀中頃〜16世紀初頭を示す。［出土遺物と遺


構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、年代測定値と遺構の形状などから中世に属するものと考え


られる。（茅野）


第85号カマド状遺構（SF-85）図80


［位置・確認・重複］ⅣT‐216グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF84と重複し、本遺構が新


しい。また、SF86と隣接するが新旧関係は不明である。［規模・形状］長軸2.8ｍ、燃焼部径0.76ｍ、


深さ0.2ｍである。焚口部より燃焼室幅が広い。煙道の有無は不明である。［壁・底面］燃焼室の天井


は崩落しており、壁面及び底面は被熱している。［堆積土］燃焼室底面付近に炭化材を少量含む層が


堆積している。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、重複関係と遺構の形状など


から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第86号カマド状遺構（SF-86）図80


［位置・確認・重複］ⅣT‐216グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF85と隣接するが、新旧関


係は不明。［規模・形状］長軸1.96ｍ、燃焼部幅0.52ｍ、深さ0.1ｍである。焚口部と燃焼室幅は同じ


である。燃焼室北側に煙道の痕跡が残る。［壁・底面］燃焼室壁面及び底面は被熱している。［堆積土］


削平のため堆積状況は不明である。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、遺構の


形状などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第87号カマド状遺構（SF-87）


［位置・確認・重複］ⅤA‐216グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸2.32ｍ、


燃焼部径0.7ｍ、深さ0.18ｍである。焚口部と燃焼室幅はほぼ同じである。燃焼室北側にトンネル式


第４章　検出遺構と出土遺物 


図81　第87号カマド状遺構（SF-87）出土遺物
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と考えられる煙道が28㎝延びる。［壁・底面］燃焼室壁面及び底面は被熱している。［堆積土］燃焼室


底面付近に炭化材を含む層が堆積している。炭化材の放射性炭素年代測定値は15〜16世紀を示す。［出


土遺物と遺構の時期］燃焼室中央付近に焼成粘土が出土した（図81）。SF68で出土したものより土器


に近い焼きであるが、輪積みの状況や、外面が剥離していることなど、共通点が多い。本遺構から出


土したものも懸け口周囲に貼り付けられた粘土であった可能性が高い。時期を示す出土遺物は無いが、


年代測定値と遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第88号カマド状遺構（SF-88）図80


［位置・確認・重複］ⅣT‐216グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸2.64ｍ、


燃焼部径0.6ｍ、深さ0.3ｍである。焚口部より燃焼室幅がやや広い。燃焼部北側からトンネル式の煙


道が30㎝延びる。［壁・底面］燃焼室壁面及び底面は被熱している。燃焼室天井がかろうじて残って


おり、懸け口と思われる直径約50㎝の穴があけられている。また、燃焼部入り口の両袖には礫が置か


れている。［堆積土］焚口部底面に炭化材を含む層が堆積している。土壌サンプルから炭化材と少量


の炭化種子が検出された。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、遺構の形状など


から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第89号カマド状遺構（SF-89）図80


［位置・確認・重複］ⅣT‐216グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸2.6ｍ、


燃焼部径0.75ｍ、深さ0.2ｍである。焚口部より燃焼室幅がやや広い。燃焼室北側からトンネル式と


考えられる煙道が25㎝延びる。［壁・底面］燃焼室壁面及び底面は被熱している。燃焼室天井は崩落


している。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積している。［出土遺物と遺構の時期］時期を


示す出土遺物は無いが、遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第90号カマド状遺構（SF-90）図82


［位置・確認・重複］ⅣS‐217グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SE61と重複し、本遺構が新


しい。［規模・形状］長軸2.2ｍ、燃焼部幅0.9ｍ、深さ0.34ｍである。焚口部より燃焼室幅が広い。


燃焼部北側からトンネル式の煙道が48㎝延びる。［壁・底面］燃焼室天井は崩落している。壁面及び


底面は被熱している。［堆積土］燃焼室〜焚口部底面に炭化材を含む層が堆積している。土壌サンプ


ルから炭化材と少量の炭化種子が検出された。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、


遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第91号カマド状遺構（SF-91）図82


［位置・確認・重複］ⅣS‐215グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF92と重複し、本遺構が新


しい。［規模・形状］長軸2.44ｍ、燃焼部径0.94ｍ、深さ0.3ｍである。焚口部より燃焼室幅が広い。


燃焼部東側からトンネル式の煙道が64㎝延びる。［壁・底面］燃焼室天井は崩落しているが、焼土の


崩落状況から直径約60㎝前後の懸け口があけられていたと考えられる。壁面及び底面は被熱している。


［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積している。土壌サンプルから炭化材と炭化種子（コム


ギが多い）が検出された。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、遺構の形状など


から中世に属するものと考えられる。（茅野）


第92号カマド状遺構（SF-92）図82


［位置・確認・重複］ⅣS‐214グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF91と重複し、本遺構が古
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い。［規模・形状］長軸2.9ｍ、燃焼部幅0.7ｍ、深さ0.2ｍである。焚口部と燃焼室幅は同じである。


燃焼部北側からトンネル式と思われる煙道が40㎝延びる。［壁・底面］燃焼室天井は崩落している。


壁面及び底面は被熱している。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積している。［出土遺物と


遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。（茅


野）


第100号カマド状遺構（SF-100）図82


［位置・確認・重複］ⅣS‐216グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸2.38ｍ、


燃焼部径0.7ｍ、深さ0.34ｍである。焚口部より燃焼室幅がやや広い。煙道は無い。［壁・底面・堆積


土］燃焼室に被熱痕跡が認められないため未使用であったことが推測される。また、堆積土上位には


第Ⅲ層シルト塊や礫がみられることから人為的に埋め戻されていると思われる。［出土遺物と遺構の


時期］時期を示す出土遺物は無いが、遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。また、本


遺構は未使用のカマド状遺構である。（茅野）


第101号カマド状遺構（SF-101）図82


［位置・確認・重複］ⅣP‐217グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸1.96ｍ、


燃焼部幅0.6ｍ、深さ0.2ｍである。焚口部から燃焼室へ狭くなっている。削平のため煙道の有無・位


置は不明である。［壁・底面］燃焼室天井は崩落している。壁面及び底面は被熱している。［堆積土］


燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積している。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、


遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第102号カマド状遺構（SF-107）図82


［位置・確認・重複］ⅣR‐217グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸1.88ｍ、


燃焼部径0.58ｍ、深さ0.2ｍである。焚口部と燃焼室幅は同じである。煙道は無い。［壁・底面］壁面


及び底面の一部が被熱している。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積している。［出土遺物


と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。（茅


野）


第108号カマド状遺構（SF-108）図82


［位置・確認・重複］ⅣR‐216グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸1.6ｍ、


燃焼部幅0.4ｍ、深さ0.17ｍである。焚口部と燃焼室幅はほぼ同じである。煙道は無い。［壁・底面］


壁面及び底面の一部は被熱している。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積している。［出土


遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、遺構の形状などから中世に属するものと考えられ


る。（茅野）


第95号カマド状遺構（SF-95）図83


［位置・確認・重複］ⅤJ‐206グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SD25の延長上にあるが、新


旧関係は不明である。［規模・形状］長軸2.1ｍ、燃焼部幅0.6ｍ、深さ0.22ｍである。焚口部から燃


焼室へ向かい狭くなっている。燃焼部北側からトンネル式の煙道が20㎝延びる。［壁・底面］燃焼室


天井は崩落しているが、焼土の崩落状況から直径約30㎝前後の懸け口があけられていたと考えられる。


壁面及び底面は被熱している。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積している。［出土遺物と


遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。（茅
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野）


第93号カマド状遺構（SF-93）図83


［位置・確認・重複］ⅤN‐206グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。確認状況では懸け口部分の


焼土が見えているだけであった。SF94と重複し、本遺構が新しい。［規模・形状］長軸2.54ｍ、燃焼


部径0.78ｍ、深さ0.38ｍである。焚口部より燃焼室幅が広い。煙道は無い。［壁・底面］燃焼室天井


入り口部分が若干崩落しているが、残存状況は良い。天井部分には直径38cmの懸け口が開けられてい


た。壁面及び底面は被熱している。［堆積土］燃焼室底面に炭化材を含む層が堆積している。土壌サ


ンプルから炭化材と炭化種子が検出された。炭化材の放射性炭素年代測定値は15世紀中頃を示す。［出


土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、年代測定値と遺構の形状などから中世に属する


ものと考えられる。（茅野）


第94号カマド状遺構（SF-94）図83


［位置・確認・重複］ⅤN‐206グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF93と重複し、本遺構が古


い。［規模・形状］長軸2.6ｍ、燃焼部幅0.64ｍ、深さ0.38ｍである。焚口部と燃焼室幅はほぼ同じで


ある。燃焼部北東側からトンネル式の煙道が55㎝延びる。煙道出口には礫が詰められている。［壁・


底面］燃焼室は重複のため壊されている。壁面及び底面は被熱している。［堆積土］燃焼室底面及び


焚口部堆積土中に炭化材を含む層が堆積している。底面土壌サンプルから炭化材と炭化種子（イネ・


ムギ・ヒエ属など）が検出された。炭化材の放射性年代測定値は15世紀後半〜16世紀代を示す。［出


土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、年代測定値や遺構の形状などから中世に属する


ものと考えられる。（茅野）


第96号カマド状遺構（SF-96）図83


［位置・確認・重複］ⅤO‐205グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸2.6ｍ、


燃焼部幅0.8ｍ、深さ0.32ｍである。焚口部より燃焼室幅がやや広い。燃焼部南側からトンネル式の


煙道が70㎝延びる。［壁・底面］燃焼室天井は崩落しているが、焼土の崩落状況から直径約50㎝前後


の懸け口があけられていたと考えられる。壁面及び底面は被熱している。［堆積土］燃焼室〜焚口部


の底面（４層）に炭化材を含む層が堆積している。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は


無いが、遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第97号カマド状遺構（SF-97）図84


［位置・確認・重複］ⅤN‐204グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。全体の約３／４が削平され


ている。［規模・形状］燃焼部径幅0.86ｍ、深さ0.26ｍである。燃焼室は円形を呈する。燃焼部東側


からトンネル式の煙道が125cm延びる。［壁・底面］燃焼室天井は崩落している。壁面及び底面は被熱


している。［堆積土］燃焼室堆積土中に礫が詰められている。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す出


土遺物は無いが、遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第98号カマド状遺構（SF-98）図84


［位置・確認・重複］ⅤN‐205グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］長軸2.54ｍ、


燃焼部幅0.8ｍ、深さ0.32ｍである。焚口部より燃焼室幅がやや広い。燃焼部北側からトンネル式の


煙道が64㎝延びる。［壁・底面］燃焼室天井は崩落しているが、焼土の崩落状況から直径約30㎝前後


の懸け口があけられていたと考えられる。壁面及び底面は被熱している。［堆積土］燃焼室底面（６層）


米山（2）遺跡Ⅴ 
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に炭化材を含む層が堆積している。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物は無いが、遺構の


形状などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第102号カマド状遺構（SF-102）図84


［位置・確認・重複］ⅤO‐207グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF99と重複し本遺構が新し


い。［規模・形状］長軸1.92ｍ、燃焼部幅0.54ｍ、深さ0.34ｍである。焚口部より燃焼室幅がやや広い。


燃焼部北側からトンネル式の煙道が84㎝延びる。［壁・底面］燃焼室天井は崩落しているが、焼土の


崩落状況から直径約20㎝前後の懸け口があけられていたと考えられる。壁面及び底面は被熱している。


［堆積土］燃焼室〜焚口部の底面（６層）に炭化材を含む層が堆積している。［出土遺物と遺構の時期］


時期を示す出土遺物は無いが、遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第99号カマド状遺構（SF-99）図84


［位置・確認・重複］ⅤO‐207グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SF102と重複し、本遺構が


古い。［規模・形状］長軸2.4ｍ、燃焼部径0.78ｍ、深さ0.32ｍである。焚口部より燃焼室幅が広い。


燃焼部北側からトンネル式の煙道が曲がりながら86㎝延びる。［壁・底面］燃焼室は天井は崩落して


いる。壁面及び底面は被熱している。［堆積土］燃焼室の底面に炭化材を含む層が堆積している。炭


化材の放射性炭素年代測定値は、15世紀中頃を示す。［出土遺物と遺構の時期］時期を示す出土遺物


は無いが、年代測定値と遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。（茅野）


第104号カマド状遺構（SF104）図85


［位置・確認・重複］ⅤO‐204グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。焚口部端部を調査時に掘り


すぎてしまった。［規模・形状］長軸1.8ｍ、燃焼部幅0.7ｍ、深さ0.3ｍである。焚口部より燃焼室幅


がやや広い。燃焼部北側からトンネル式の煙道が75㎝延びる。［壁・底面］燃焼室天井は崩落してい


るが、焼土の崩落状況から直径約30㎝前後の懸け口があけられていたと考えられる。壁面及び底面は


被熱している。［堆積土］燃焼室〜焚口部の底面（６層）に炭化材を含む層が堆積している。［出土遺


物と遺構の時期）時期を示す出土遺物は無いが、遺構の形状などから中世に属するものと考えられる。


（茅野）


第103号カマド状遺構（SK-126）


［位置・確認・重複］ⅤO‐204グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SD36と重複するが、新旧関


係は不明である。［規模・形状・壁・底面］長軸１ｍ、短軸0.62ｍの楕円形を呈する。東側の底面の


一部と壁面が被熱し赤変している。底面被熱範囲の直上には炭化物と灰の範囲がある。煙道は無い。


燃焼室天井の構造は不明である。［堆積土］底面（２層）に炭化材を含む層が堆積している。土壌サ


ンプルから炭化材と炭化種子が検出された。炭化材の放射性炭素年代測定値は12世紀後半〜13世紀を


示す。［出土遺物と遺構の時期］本遺構は、焼成土坑とも考えられるが、被熱範囲が長軸一端に偏る


ことや底面の炭化材出土情況などから、カマド状遺構に分類した。時期を示す出土遺物は無いが、年


代測定値や遺構の形状などから古代末〜中世に属するものと考えられる。（茅野）


第109号カマド状遺構（SK-128）


［位置・確認・重複］ⅤN‐205グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状・壁・底面］


長軸0.9ｍ、短軸0.42ｍの楕円形を呈する。東側の底面の一部と壁面が被熱し赤変している。床面に


は炭化物と灰の範囲がある。煙道は無い。燃焼室天井の構造は不明である。［堆積土］底面（２層）


第４章　検出遺構と出土遺物 
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図84　第97〜99・102号カマド状遺構
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に炭化材を含む層が堆積している。土壌サンプルから炭化材と炭化種子が検出された。炭化材の放射


性炭素年代測定値は13世紀後半〜14世紀を示す。［出土遺物と遺構の時期］本遺構は、焼成土坑とも


考えられるが、被熱範囲が長軸一端に偏ることや底面の炭化材出土情況などから、カマド状遺構に分


類した。時期を示す出土遺物は無いが、年代測定値や遺構の形状などから中世に属するものと考えら


れる。（茅野）


第110号カマド状遺構（07SF-110）図86


［位置・確認］ⅤQ‐207グリッド、標高30.8ｍに位置する。第Ⅲ層、第Ⅳ層で確認された。主軸方位


はN−10°−Wである。［形態・規模］長軸217cm、短軸70cm、深さ５cmを測る。完掘状態では南へ向か


って細くなる台形を呈するが、確認状況は煙道部と推測される箇所でくびれていた。遺構内への堆積


土が分かりにくかったために掘りすぎた可能性もある。焚口部から燃焼部、煙道部に向かって傾斜し


て上がるが、焚口部と推定される箇所の傾斜が急である。［堆積土］確認段階では長軸中央から南部


よりに焼土と炭化物が集中してみられたが、断面では北よりの焚口部とみられる箇所にも焼土塊の集


中がみられた。最下層には炭化物層がみられた。土壌サンプルからは炭化材と炭化種子が検出された。


炭化材の放射性炭素年代測定値は14〜15世紀を示す。（岩田）


第112号カマド状遺構（07SF-112）図86


［位置・確認］ⅤQ‐207グリッド、標高30.8ｍに位置する。第Ⅲ層で確認された。主軸方位はN−54°


−Wである。［形態・規模］長軸133cm、短軸56cm、深さ９cmを測る。確認段階では楕円形を呈し、南


東部に焼土、北西部に炭化物が集中してみられた。［堆積土］燃焼部は焼土の下に炭化物が層状に堆


第４章　検出遺構と出土遺物 


図85　第103（SK126）104・109（SK128）号カマド状遺構
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第6層　7.5YR2/3極暗褐色土 5YR4/8赤褐色土20％混入 硬くしまる
第7層　10YR3/4暗褐色土 赤褐色土3％未満混入 硬くしまる
第8層　10YR3/3暗褐色土 赤褐色土3％未満 白色塊（φ5mm）混 硬くしまる


第Ⅲ層 10YR3/4暗褐色土 にぶい黄褐色土混 白色塊（φ5mm）混入


SF-113


焼土多


A A′


30.80m


Ⅲ


7


4 3


1


5 2
6


SF-110


SF-112


SF-113


米山（2）遺跡Ⅴ 


図86　第110・112・113号カマド状遺構
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積し、焚口部には炭化物層のみが層状に堆積する。土壌サンプルからは炭化材と炭化種子が検出された。


炭化材の放射性炭素年代測定値は14〜15世紀を示す。（岩田）


第113号カマド状遺構（07SF-113）図86


［位置・確認］ⅤP‐207グリッド、標高30.8ｍに位置する。第Ⅲ層で確認された。主軸方位はN−52°


−Wである。確認段階では燃焼部と推測される中央部分と煙道部の一部に焼土が確認され、南東部分


にすぼまっていく三角形状を呈していた。［形態・規模］長軸175cm、短軸60cm、深さ７cmを測る。［堆


積土］燃焼部に焼けた天井部が崩落したと推測される焼土が多く堆積する。（岩田）


第114号カマド状遺構（07SF-114）図87


［位置・確認］ⅤG‐243グリッド、標高36.4ｍに位置する。第Ⅲ層、第Ⅴ層で確認された。主軸方位


はN−15°−Wである。［重複］第116号カマド状遺構と第111号カマド状遺構と重複関係にあり、新し


い方から第114号＞第116号＞第111号である。［形態・規模］長軸240cm、短軸86cm、深さ18cmを測る。


煙道部がすぼまる細長い三角形状を呈する。煙道部にはピットが確認された。［堆積土］燃焼部と推


定される中央より煙道よりに焼土が集中して確認された。焼土周辺の側壁にあたる地山も赤く被熱し


ている状態が確認された。煙道部には礫が集中しており、意図的に塞がれた可能性がある。天井部と


推測される焼土が礫の上部に堆積していたことから天井部崩落前に詰められた礫の可能性が高い。燃


焼室から採取した炭化材の放射性炭素年代測定値は13世紀後半を示す。また、炭化種子も少量出土し


ている。（岩田）


第115号カマド状遺構（07SF-115）図87


［位置・確認］ⅤG‐244グリッド、標高36.4ｍに位置する。第Ⅴ層で確認された。主軸方位はN−８°


−Wである。焼土層が馬蹄形状、炭化物がその馬蹄形の範囲内に確認された。［形態・規模］長軸150cm、


短軸83cm、深さ33cmを測る。焚口部の一部を溝に第112号溝に切られて全容は不明であるが、煙道部


を東部に小さく付属させた楕円形状を呈すると推測される。［堆積土］下層に炭化物層が中央部に向


かって厚く堆積し、その上に焼土層が堆積する。壁際の方が焼土層は厚い。壁際の火を強く受けた部


分が崩落した層であると推測される。燃焼室から採取した炭化材の放射性炭素年代測定値はおおむね


14世紀代を示す。また、炭化種子も少量出土している。（岩田）


第116号カマド状遺構（07SF-116）図87


［位置・確認］ⅤG‐243グリッド、標高36.4ｍに位置する。第Ⅴ層で確認された。主軸方位はN−80°


−Wである。［重複］第111号カマド状遺構と第114号カマド状遺構と重複関係にあり、新しい方から第


114号＞第116号＞第111号である。［形態・規模］長軸198cm、短軸83cm、深さ18cmを測る。焚口部と


燃焼部の大部分を第114号カマド状遺構に壊されるが、煙道部がすぼまる三角形状を呈すると推測さ


れる。［堆積土］煙道部と燃焼部と推測される南東部分で焼土が確認された。燃焼室から採取した炭


化材の放射性炭素年代測定値は13世紀後半を示す。（岩田）


４、土坑


　土坑については、確実に中世に帰属するものを図88〜89に、それ以降の図版には時期を特定できな


いものを掲載した。


第107号土坑（SK-107）図88


［位置・確認・重複］ⅣQ‐226グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径
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図87　第111・114〜116号カマド状遺構
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1.2ｍ、深さ0.64ｍの円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はやや開き気味に立ち上がる。［堆


積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］壁面近くの３層中か


ら珠洲擂鉢底部破片が出土した。生産時期は14〜15世紀と思われるため、本遺構の廃絶時期もおおむ


ね中世であると考えられる。（茅野）


第112号土坑（SK-112）図88


［位置・確認・重複］ⅤI‐207グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部0.98


ｍ×0.7ｍ、深さ0.08ｍの不整な楕円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はやや開き気味に


立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］本土


坑は堆積土の状況から中世に帰属すると考えられる。（茅野）


第113号土坑（SK-113）図88


［位置・確認・重複］ⅤH‐208グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部0.74


ｍ×0.4ｍ、深さ0.12ｍの楕円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はほぼまっすぐに立ち上


がる。［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］本土坑は堆


積土の状況から中世に帰属すると考えられる。（茅野）


第114号土坑（SK-114）図88


［位置・確認・重複］ⅤG‐207グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部0.9ｍ


×0.68ｍの楕円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁は緩やかに立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ


層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］本土坑は堆積土の状況から中世


に帰属すると考えられる。（茅野）


第115号土坑（SK-115）図88


［位置・確認・重複］ⅤH‐208グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部0.68


ｍ×0.6ｍの不整円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はほぼまっすぐに立ち上がる。［堆


積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］本土坑は堆積土の状


況から中世に帰属すると考えられる。（茅野）


第116号土坑（SK-116）図88


［位置・確認・重複］ⅤH‐208グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部1.06


ｍ×0.96ｍの楕円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁は緩やかに立ち上がる。［堆積土］第


Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］本土坑は堆積土の状況から中


世に帰属すると考えられる。（茅野）


第117号土坑（SK-117）図88


［位置・確認・重複］ⅤH‐206グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部1.38


ｍ×1.2ｍの隅丸方形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はまっすぐに立ち上がる。［堆積土］


第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］遺構上面から板状の炭化材


と礫が出土した炭化材の樹種は不明であるが、針葉樹の樹皮であることが指摘された。本土坑は堆積


土の状況から中世に帰属すると考えられる。礫の出土状況から土坑墓の可能性も考えられる。（茅野）


第120号土坑（SK-120）図89


［位置・確認・重複］ⅤG‐210グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部0.64
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1層 10YR3/3 暗褐色土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒小微量。細砂質ｼﾙﾄ
2層 10YR3/2 黒褐色土 褐色土10%、礫10% Ⅱa層母材
3層 10YR2/2 黒褐色土 黒色土2%、礫3% Ⅱa層母材
4層 10YR3/4 暗褐色土 にぶい赤褐色ﾛｰﾑ微量、礫7% 壁崩落土
5層 10YR2/3 黒褐色土 暗褐色土10%、礫5%、しまり有 崩落土
6層 10YR3/4 暗褐色土 黒褐色土2%、礫2%、しまり有崩落土
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1層 10YR3/3 暗褐色土 橙色ﾛｰﾑ粒5%、小炭化物5%、中礫10%
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ｍ×0.54ｍの不整円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はほぼまっすぐに立ち上がる。［堆


積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］本土坑は堆積土の状


況から中世に帰属すると考えられる。（茅野）


第121号土坑（SK-121）図89


［位置・確認・重複］ⅤH‐210グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SD28と重複し本遺構が新し


い。［規模・形状］開口部0.8ｍ×0.52ｍの楕円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はやや


開き気味に立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の


時期］本土坑は堆積土の状況から中世に帰属すると考えられる。（茅野）


第124号土坑（SK-124）図89


［位置・確認・重複］ⅤE‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SE53より古い。［規模・形状］


開口部0.94ｍ×0.7ｍの楕円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はやや開き気味に立ち上が


る。［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］本土坑は堆積


土の状況から中世に帰属すると考えられる。カマド状遺構の焚口部の可能性も考えられる。（茅野）


第125号土坑（SK-125）図89


［位置・確認・重複］ⅤP‐207グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部1.28


ｍ×0.8ｍの不整な楕円形を呈する。［壁・底面］底面は東側に向かいやや凹凸を持ちつつ傾斜してい


る。壁はやや開き気味に立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土


遺物と遺構の時期］堆積土上位には礫が投棄されていた。それらに混じって被熱した珠洲擂鉢底部破


片が出土した。生産時期は15世紀と考えられる。本土坑は出土遺物の時期や堆積土の状況から中世に


帰属すると考えられる。（茅野）


第140A号土坑（SK-140A）図89


［位置・確認・重複］ⅤI‐207グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SPと重複し本遺構が新しい。


［規模・形状］開口部0.86ｍ×0.5ｍ深さ0.06ｍの楕円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁


はやや開き気味に立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と


遺構の時期］本土坑は堆積土の状況から中世に帰属すると考えられる。（茅野）


第140B号土坑（SK-140B）図89


［位置・確認・重複］ⅤI‐207グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部1.1ｍ


×0.6ｍ、深さ0.48ｍの不整な楕円形を呈する。［壁・底面］底面は東側が深くなりほぼ平坦である。


壁はやや開き気味に立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物


と遺構の時期］本土坑は堆積土の状況から中世に帰属すると考えられる。（茅野）


第100号土坑（SK-100）図90


［位置・確認・重複］ⅤC‐247グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部0.96


ｍ×0.8ｍ、深さ0.44ｍの不整円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はやや開き気味に立ち


上がる。［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］本土坑の


帰属時期は不明である。（茅野）


第101号土坑（SK-101）図90


［位置・確認・重複］ⅤH‐254グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。水路と重複し本土坑が古い。


米山（2）遺跡Ⅴ 
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［規模・形状］開口部3.9ｍ×2.6ｍ深さ1.2ｍの隅丸長方形を呈する。［壁・底面］底面南東に向かい


なだらかに傾斜する。[堆積土］第Ⅰ〜Ⅱ層主体の砂質土やシルト質土混在する。[出土遺物と遺構の


時期］本土坑の帰属時期は不明である。土坑というより近世以降の竪穴状遺構である可能性がある。（茅野）


第102号土坑（SK-102）図90


［位置・確認・重複］ⅤG‐248グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。水路に切られる。[規模・


形状］開口部3.3ｍ×2.7ｍ、深さ0.44ｍの隅丸長方形に長さ1.2ｍの溝状の張り出しを持つ。[壁・底


面］底面はほぼ平坦で壁はやや開き気味に立ち上がる。[堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆


積している。[出土遺物と遺構の時期］本土坑の帰属時期は不明であるが、形態的な特徴などから中


世の竪穴遺構である可能性もある。（茅野）


第103号土坑（SK-103）図91


［位置・確認・重複］ⅤB‐244グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部直径


1.5ｍ、深さ0.16ｍの円形を呈する。[壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はやや開き気味に立ち上がる。[堆


積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。[出土遺物と遺構の時期］本土坑の帰属時期は


不明である。（茅野）


第104号土坑（SK-104）図91


［位置・確認・重複］ⅤA‐236グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。[規模・形状］開口部2.2ｍ


×1.56ｍ、深さ0.22ｍの隅丸方形を呈する。[壁・底面］底面は皿状であり壁は緩やかに立ち上がる。


［堆積土］堆積土中位にB‐Tm火山灰層とTo‐a火山灰が堆積している。[出土遺物と遺構の時期］本


土坑は自然の凹みに火山灰が溜まったものである可能性もある。遺構である場合、帰属時期は火山灰


の降下時期が10世紀前葉であることからそれ以前に廃絶されたと考えられる。（茅野）


第105号土坑（SK-105）図91


［位置・確認・重複］ⅣS‐236グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。[規模・形状］開口部0.82


ｍ×0.72ｍ、深さ0.03ｍの不整円形を呈する。[壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はやや開き気味に立


ち上がる。[堆積土］第Ⅰb層主体のシルト質土が自然堆積している。[出土遺物と遺構の時期］堆積


土から鉄錆が出土した。本土坑の帰属時期は堆積土の様子から近世以降と考えられる。（茅野）


第106号土坑（SK-106）図91


［位置・確認・重複］ⅣT‐231グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。[規模・形状］開口部径1.2ｍ、


深さ0.18ｍの円形を呈する。西側に流れ出る溝跡が付属する。[壁・底面］底面は皿状で壁は緩やか


に立ち上がる。[堆積土］第Ⅰb層主体のシルト質土が自然堆積している。[出土遺物と遺構の時期］


本土坑の帰属時期は堆積土の状況から近世以降であると考えられる。（茅野）


第130号土坑（SK-130）図91


［位置・確認・重複］ⅣP‐222グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。[規模・形状］開口部径0.9ｍ、


深さ0.5ｍの円形を呈する。[壁・底面］底面は丸みを帯び、壁はほぼまっすぐに立ち上がる。[堆積土］


第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。[出土遺物と遺構の時期］本土坑の帰属時期堆積土の


状況から中世以前である可能性が高い。（茅野）


第131号土坑（SK‐131）図91


［位置・確認・重複］ⅤF‐218グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。[規模・形状］開口部径0.7m、


米山（2）遺跡Ⅴ 
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図91　第103〜106・130・131・133号土坑
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深さ0.36ｍの円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はほぼまっすぐに立ち上がる。［堆積土］


第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］本土坑の帰属時期は堆積土


の状況から中世以前である可能性が高い。（茅野）


第133号土坑（SK-133）図91


［位置・確認・重複］ⅤE‐218グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状」開口部径


0.74ｍ、深さ0.28ｍの円形を呈する。［壁・底面］底面は丸みを帯び、壁はほぼまっすぐに立ち上がる。


［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］本土坑の帰属時


期は堆積土の状況から中世以前である可能性が高い。（茅野）


第122号土坑（SK-122）図92


［位置・確認・重複］ⅤF‐214グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SD26を切っている。［規模・


形状］開口部径1.2ｍ、深さ0.14ｍの円形を呈する。［壁・底面］底面は皿状で壁は緩やかに立ち上が


る。［堆積土］第Ⅰb層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］重複関係か


ら本土坑の帰属時期は近世以降である。（茅野）


第132号土坑（SK-132）図92


［位置・確認・重複］ⅤQ‐205グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部径0.8ｍ、


深さ0.18ｍの円形を呈する。［壁・底面］底面は皿状で壁は緩やかに立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層主


体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］堆積土の状況から本土坑の帰属時期


は中世以降と考えられる。（茅野）


第129号土坑（SK-129）図92


［位置・確認・重複］ⅤD‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SD31を切る。［規模・形状］


開口部1.36ｍ×0.86ｍ、深さ0.16ｍの楕円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁は緩やかに


立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］重複


関係や堆積土の状況から本土坑の帰属時期は中世以降と考えられる。（茅野）


第136号土坑（SK-136）図92


［位置・確認・重複］ⅤC‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部径0.6ｍ、


深さ0.18ｍの円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はやや開き気味に立ち上がる。［堆積土］


第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］堆積土の状況から本土坑の


帰属時期は中世以降と考えられる。（茅野）


第141号土坑（SK-141）図92


［位置・確認・重複］ⅤF‐218グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部径


0.64ｍ、深さ0.4ｍの円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はまっすぐに立ち上がる。［堆


積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］堆積土の状況から、


本土坑の帰属時期は中世以前と考えられる。（茅野）


第144号土坑（SK-144）図92


［位置・確認・重複］ⅤD‐219グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部1.5ｍ


×1.0ｍ、深さ0.23ｍの不整形を呈する。［壁・底面］底面北側に傾斜し、壁はやや開き気味に立ち上


がる。［堆積土］第Ⅰb〜Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］堆積


第４章　検出遺構と出土遺物 
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第1層　10YR2/3黒褐色土 褐色土5％、Ⅲ層小粒、礫
SK200


第1層　10YR3/4暗褐色土 褐色土15％、炭化物1％未満、小礫多数
第2層　炭化物層。黒褐色土5％、暗褐色土10％、小礫（1〜2cm）多数
第3層　10YR3/3暗褐色土 暗褐色土10％、黒褐色土5％、小礫（2cm）
第4層　炭化物層。暗褐色土20％、暗赤褐色土1％未満


SK201


第1層　10YR2/3黒褐色土 褐色土10％混入
第2層　10YR2/3黒褐色土 褐色土10％、礫


SK203


第1層　10YR3/3暗褐色土 硬くしまる
第2層　10YR3/2黒褐色土 褐色土15％、中礫


SK204


第1層　10YR3/2黒褐色土 暗褐色土10％、赤褐色土1％、大礫
SK205


第1層　10YR2/3黒褐色土 にぶい黄褐色土8％、
SK206


第1層　10YR3/3暗褐色土 褐色土10％、
第2層　10YR4/4褐色土 褐色土5％、小礫


SK208


第1層　10YR2/3黒褐色土 パミス1％未満、中礫
SK209


第1層　10YR2/3黒褐色土 暗褐色土10％、暗赤褐色土5％
第2層　7.5YR2/3極暗褐色土 暗褐色土10％、黒褐色土3％


SK210


第1層　10YR2/3黒褐色土 暗褐色土20％、赤褐色土5％、礫
第2層　10YR3/4暗褐色土 黒褐色土20％、赤褐色土10％、礫


SK220


第1層　10YR3/4暗褐色土 にぶい黄褐色土10％
第2層　10YR2/3黒褐色土 褐色土20％、


暗褐色土10％、炭化物5％
第3層　10YR3/4暗褐色土 暗褐色土主体。


黒褐色土30％、褐色土3％


SK221


第1層　10YR2/2黒褐色土 暗褐色土30％、
明黄褐色土10％、炭化物10％、礫


SK222


第1層　10YR1.7/1黒色土 暗褐色土20％、1黒褐色土10％、褐色土3％、礫
第2層　10YR2/3黒褐色土 褐色土20％、黄褐色土3％、炭化物5％、礫


SK223


第1層　10YR2/3黒褐色土 暗褐色土30％、礫
SK224


米山（2）遺跡Ⅴ 


図93　第200・201・203〜206・208〜210・220〜224号土坑
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土の状況から本土坑の帰属時期中世以降と考えられる。（茅野）


第145号土坑（SK-145）図92


［位置・確認・重複］ⅤD‐219グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部0.8ｍ


×0.66ｍ、深さ0.14ｍの不整円形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はまっすぐに立ち上がる。


［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］堆積土の状況か


ら本土坑の帰属時期は中世以降と考えられる。（茅野）


第147号土坑（SK-147）図92


［位置・確認・重複］ⅣR‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部1.0ｍ


×0.7ｍ、深さ0.2ｍであり、北西側がやや膨らむ形状である。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はや


や開き気味に立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構


の時期］堆積土の状況から本土坑の帰属時期は中世以降と考えられる。（茅野）


第148号土坑（SK-148）図92


［位置・確認・重複］ⅣR‐220グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部1.26


ｍ×1.06ｍ、深さ0.28ｍの不整円形を呈する。［壁・底面］底面は東に向かい緩やかに傾斜する。壁


は緩やかに立ち上がる。［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が自然堆積している。［出土遺物と遺構の


時期］堆積土の状況から本土坑の帰属時期は中世以降と考えられる。（茅野）


第149号土坑（SK-149）図92


［位置・確認・重複］ⅤD‐224グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］開口部1.62


ｍ×1.0ｍ、深さ0.5ｍの隅丸方形を呈する。［壁・底面］底面はほぼ平坦で壁はまっすぐに立ち上がる。


［堆積土］第Ⅱ層主体の砂質土に礫が混入した土層が自然堆積している。［出土遺物と遺構の時期］


本土坑の帰属時期は不明である。（茅野）


第200号土坑（07SK-200）図93


　ⅤL‐212グリッド、標高31.4ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。平面は円形、断面は不整逆台形状


である。黒色土が１層堆積する。（岩田）


第201号土坑（07SK-201）図93


　ⅤQ‐208グリッド、標高30.5ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。平面は円形、断面は擂鉢状である。


炭化物層と暗褐色土層が交互に２層ずつ互層に堆積する。カマド状遺構集中部で確認されたため、関


連する施設の可能性があるが、時期・性格は不明である。土壌サンプルから炭化材と炭化種子が検出


された。炭化材の放射性炭素年代測定値は15世紀前半を示す。（岩田）


第203号土坑（07SK-203）図93


　ⅤF‐219グリッド、標高32.2ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。平面は円形、断面はほぼ垂直に立


ち上がる円筒形である。柱痕のような堆積が確認されたため柱穴痕の可能性が高い。（岩田）


第204号土坑（07SK-204）図93


　ⅤF‐220グリッド、標高32.2ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。平面は円形、断面はロート状である。


形態から柱穴痕の可能性が高い。（岩田）


第205号土坑（07SK-205）図93


　ⅤF‐220グリッド、標高32.3ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。平面は円形、断面は逆台形状である。


第４章　検出遺構と出土遺物 
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（岩田）


第206号土坑（07SK-206）図93


　ⅤF‐220グリッド、標高32.2ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。２つのピットがつながった状態で


ある。堆積土は１層で違いはみられなかった。（岩田）


第208号土坑（07SK-208）図93


　ⅤF‐220グリッド、標高32.3ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。平面は円形、断面は逆三角形状で


ある。堆積土は２層に分層された。（岩田）


第209号土坑（07SK-209）図93


　ⅤF‐220グリッド、標高32.3ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。２つのピットがつながった状態で


ある。堆積土は１層で違いはみられなかった。（岩田）


第210号土坑（07SK-210）図93


　ⅤH‐217グリッド、標高32.00ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。一部、調査区域外にかかる箇所


がある。断面は皿状である。堆積土は２層に分層された。（岩田）


第220号土坑（07SK-220）図93


　ⅤI‐214グリッド、標高31.7ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。平面は円形で断面は皿状である。


堆積土は２層に分層された。（岩田）


第221号土坑（07SK-221）図93


　ⅤD‐226グリッド、標高33.1ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。平面は円形で断面はロート状であ


る。堆積土は３層に分層された。（岩田）


第222号土坑（07SK-222）図93


　ⅤC‐233グリッド、標高33.1ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。平面は楕円形で断面は皿状である。


堆積土は１層である。（岩田）


第223号土坑（07SK-223）図93


　ⅤB‐229グリッド、標高34.8ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。平面は楕円形で断面は皿状である。


堆積土は２層に分層された。（岩田）


第224号土坑（07SK-224）図93


　ⅤE‐226グリッド、標高33.2ｍに位置する。第Ⅲ層で確認した。平面は楕円形で断面は皿状である。


堆積土は１層である。（岩田）


５、土坑墓


第２号土坑墓（SK-119）


［位置・確認・重複］ⅥI‐208グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SP718と重複し本遺構が新


しい。［規模・形状］長軸2.2ｍ・短軸1.3ｍの長方形を呈し、確認面からの深さは27㎝である。［壁・


底面］底面は第Ⅲ層平坦に掘り込んでいる。壁はほぼ垂直に立ち上がる。［堆積土］堆積土上位（１


〜３層）は第Ⅱ層由来の砂質シルトが主体である。１層は自然堆積であり、２・３層もその可能性が


ある。４層は小粒な炭化材が混じる土層である。南西隅付近の４層上位からは礫が２点出土した。５


層以下は暗褐色土に第Ⅲ層の小塊が含まれる土層である。上位３層と比べると色調や土質に明瞭な差


が見られる。［施設］発見されなかった。［出土遺物と遺構の時期］北東隅４層中から銅鏡（２）が、


米山（2）遺跡Ⅴ 
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4層 10YR2/3 黒褐色土 炭化材全体に30%混入。炭化種子出土。


5層 10YR3/4 暗褐色土 シルト質、銅鏡や鉄刀出土
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中央部同一層から鉄刀（１）が出土した。出土状況から、２点共に埋葬に伴うものであると判断した。


銅鏡は菊花散双鳥鏡と呼ばれる型式で、外縁の２箇所に鋳造後にあけられた穴が２箇所確認できる。


同様の事例は弘前市境関館跡や旧浪岡町浪岡城跡で出土した同型式の鏡にも見られる。懸仏として使


用された可能性を指摘できる。製作年代は14世紀頃と考えられる。また、４層を土壌サンプルとして


採取し水洗選別した結果、炭化種子多数と微小な骨片１点が出土した。（第５章第４節・第８節参照）


また、炭化材を放射性年代測定にかけたところ、おおむね14世紀代の測定値が得られた。これは銅鏡


の年代間とも一致する。本遺構は、遺物の出土状況から土坑墓と考えられる。遺構の構築年代はおお


むね14世紀であると考えられる。（茅野）


６、火葬墓


　火葬墓としたものは、浅い土坑状の掘り込みに炭化物と骨片が納められた遺構である。第５章第８


第４章　検出遺構と出土遺物 


図94　第２号土坑墓出土遺物
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第2層　10YR1.7/1黒色土主体。10YR2/2黒褐色土30％混入
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ⅤJ‐215
ⅤJ‐216
へ東3m


A′
A


SC-4


SC-11


節の骨片分析結果ではヒトの焼骨の可能性が指摘されている。


第１号火葬墓（SC-4）図95


［位置・確認・重複］ⅤH-211グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［規模・形状］平面形は不整


な楕円形である。長軸１ｍ、短軸0.57ｍ、深さは12cmである。［堆積土］骨片と炭化物で構成されるが、


炭化物が大部分を占める。［出土遺物と遺構の時期］堆積土の土壌サンプルから銭貨（聖宋元寶、


1101年初鋳）が出土した。また、サンプルを水洗選別にかけた結果、炭化種子が検出された。出土炭


化材は樹種同定と放射性炭素年代測定をかけた（第５章参照）。年代測定の結果、15世紀〜16世紀の


値が得られた。掘り込み内や周囲に被熱の痕跡がないため、別の場所で荼毘に付された骨と炭化物が


ここに運ばれたと推測される。（茅野）


第２号火葬墓（SK-123a）図71


［位置・確認・重複］ⅤG-209グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。第64号井戸跡（SK123b）と


重複し、本遺構が古い。［規模・形状］平面形は不整な楕円形と考えられる。長軸0.7ｍ、短軸（推定）


0.57ｍ、深さは30cmである。［堆積土］土層図３層が本遺構の堆積土である。骨片と炭化物で構成さ


れるが、炭化物が大部分を占める。［出土遺物と遺構の時期］堆積土のサンプルを水洗選別にかけた


結果、炭化種子が検出された。出土炭化材は樹種同定と放射性炭素年代測定をかけた（第５章参照）。


年代測定の結果、15世紀中頃の値が得られた。掘り込み内や周囲に被熱の痕跡がないため、別の場所


で荼毘に付された骨と炭化物がここに運ばれたと推測される。（茅野）


第３号火葬墓（SC-11）図95


［位置・確認・重複］ⅤJ-215グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SD102・SK220と重複し、本


遺構が新しい。［規模・形状］平面形は不整な楕円形である。長軸36cm、短軸24cm、深さ６cmを測る。


［堆積土］骨片と炭化物で構成されるが、炭化物が大部分を占める。［出土遺物と遺構の時期］出土


遺物は無い。堆積土を採取し水洗選別にかけたところ、炭化種子が検出された。炭化材は樹種同定と


放射性炭素年代測定にかけた。その結果おおむね14世紀の年代が得られた（第５章参照）。掘り込み


内や周囲に被熱の痕跡がないため、別の場所で荼毘に付された骨と炭化物がここに運ばれたと推測さ


れる。（岩田）


米山（2）遺跡Ⅴ 


図95　第１・３号火葬墓（SC-4・SC-11）


第１号火葬墓出土古銭


1
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７、溝跡


第20・21号溝跡（SD-20・21）図96


［位置・確認・重複］ⅣS〜ⅤB‐226〜230グリッドに位置し、第Ⅲ層で確認した。［全体形・規模］


東側にある土坑状の掘り込みを起点に西方向にSD20、南西方向にSD21が走行する。幅は40㎝〜60cm程


度であり、断面形は逆台形状である。［堆積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が堆積する。SD21南西端部


付近ではB-Tm層を切っているが、起点となる土坑堆積土中にはB-TmとTo-aが層状に堆積する。但し、


土坑部分の堆積状況は、断面左側の２層が溝跡本来の堆積土であり、３−６層は何らかの理由（開田


などの影響か）で後の段階で堆積した可能性が土質の極端な違いから指摘できる。［遺構の時期］B-


Tm層を切るため10世紀中葉以降の溝跡と考えられる。（茅野）


第24・28号溝跡（SD-24・28）図97


［位置・確認・重複］ⅤH〜ⅤJ‐206〜209グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。SK121・123、


SD-25と重複し本遺構が最も古い。SD24と28の新旧関係は不明である。［全体形・規模］西−東方向に


延びる溝がⅤJ209杭付近で南に屈曲し、ⅤH‐209杭付近で二又に分岐している。（SD24）。また、SD28


はⅤI-210杭付近でやはり南に屈曲すると思われる。幅は30〜60cmであり、断面形は箱形である。［堆


積土］第Ⅱ層主体のシルト質土が堆積している。底面に砂質土がみられないため、水を流す溝ではな


く、区画のためのみぞ後と考えられる。溝で囲われた内部には第２号土坑墓や中世の土坑、柱穴など


が発見された。［遺構の時期］重複関係から中世に帰属する溝跡と考えられる。（茅野）


第26号溝跡（SD-26）図98


［位置・重複］ⅤD〜ⅤH‐213〜221グリッドに位置する。SE55・SK122と重複し、前者より新しく後


者より古い。付近には中世の井戸跡やカマド状遺構などの構築面となる黒色の第Ⅱa層が堆積するが、


本溝跡はその外縁部を沿うように構築されている。［全体形・規模］ⅤF‐221杭付近から南流し、Ⅴ


D221杭付近で西に方向を変え、ⅤH‐213杭付近で幅が広がり自然に消失している。上端幅は30〜50㎝


である。［堆積土］第Ⅱ層のシルト質土主体である。B-Tm層を切って構築している。［出土遺物と遺構


の時期］SK-122に切られた部分の下層から珠洲擂鉢口縁部破片が出土した。破断面には漆継の痕跡が


ある。漆液の放射性炭素年代測定値は、13世紀末〜14世紀代を示し、遺物の製作年代と大きな矛盾は


無い。したがって本溝跡は中世の溝跡と考えられる。（茅野）


第25号溝跡（SD-25）図99


［位置・確認・重複］ⅤJ〜ⅤL‐206〜210に位置し、SD24・SF95を切っている。第Ⅰb層直下で確認


した。［全体形・規模］北東-南西方向にやや蛇行しながら走行する。幅は30〜70cmで深さは約20cmで


ある。［堆積土］近代以降の水田床土が酸化した層の影響を上部に受けている。［遺構の時期］重複関


係から近世以降の溝跡と考えられる。（茅野）


第29号溝跡（SD-29）図99


［位置・確認・重複］ⅤF〜ⅤH‐214〜216グリッドに位置し、SD30・102・104を切っている。


［全体形・規模］北東−南西方向に走る。幅80㎝、深さは15㎝を測る。［堆積土］第Ⅱ層主体である。


［遺構の時期］近代以前の溝跡である。（茅野）


第30号溝跡（SD-30）図99


［位置・確認・重複・全体形・規模］ⅤF‐214〜215グリッドに位置する。SD29より古い。東西方向


第４章　検出遺構と出土遺物 
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から南北方向へほぼ直角に方向を変えている。幅20cm、深さ10㎝である。


［遺構の時期］中世〜近世の溝跡と考えられる。（茅野）


第27号溝跡（SD-27）図100


［位置・確認・重複・全体形・規模］ⅤF〜ⅤI‐206グリッドに位置し、SI15を切る。幅50㎝、深さ


７㎝の溝底面に浅いピットが連続して掘られている。ピット内には小礫がややまとまってみられた。［遺


構の時期］近世以降の溝跡と考えられる。（茅野）


第32号溝跡（SD-32）図100


［位置・確認・重複・全体形・規模］ⅤG‐207グリッドに位置する。SI15の北側に位置する。幅10㎝


の溝が直角に屈曲している。［遺構の時期］中世以降の溝跡と考えられる。（茅野）


第33号溝跡（SD-33）図100


［位置・確認・重複・全体形・規模］ⅣS‐215グリッドに位置する。SF88に切られる。幅10㎝の溝が


直角に屈曲している。［遺構の時期］中世以降の溝跡と考えられる。（茅野）


第34号溝跡（SD-34）図100


［位置・確認・重複・全体形・規模］ⅤG‐207グリッドに位置する。SI15の北側に位置する。幅は30


㎝の短い溝である。［遺構の時期］中世の溝跡と考えられる。（茅野）


第36号溝跡（SD-36）図100


［位置・確認・重複・全体形・規模］ⅤM･N‐204グリッドに位置する。SK126に切られる。幅20㎝の


溝が蛇行しながら南北に走る。［遺構の時期］中世の溝跡と考えられる。（茅野）


第101号溝跡（SD-101）図101


［位置・確認］ⅤI‐212グリッド、標高31.4ｍに位置する。第Ⅲ層で確認された。［形態・規模］全


長or確認長4.2ｍ、深さ18cmを測る。断面形は不整な逆台形状である。［堆積土］１層である。［小結］


時期・性格は不明である。（岩田）


第102号溝跡（SD-102）図101


［位置・確認］ⅤH〜ⅤJ‐214グリッド、標高31.8ｍに位置する。第Ⅲ層で確認された。［重複］第


103号溝と重複し、堆積状況から第103号溝が新しい。第６号溝跡とも重複するが、新旧関係は不明で


ある。［形態・規模］全長or確認長10.1ｍ、深さ12cmを測る。直線的だがL字状に折れ曲がる箇所があ


る。断面形は皿状である。［堆積土］１層である。［小結］時期・性格は不明である。第103号溝に切


られる。（岩田）


第104号溝跡（SD-104）図101


　第102号溝に同じ。（岩田）


第105号溝跡（SD-105）図101


［位置・確認］ⅤF・ⅤG−216・217グリッド、標高32.0ｍに位置する。第Ⅲ層で確認された。第104


号溝跡の南で併走する。［重複］第106号溝と重複するが新旧関係は不明である。［形態・規模］全長


or確認長5.5ｍ、深さ３cmを測る。断面形は皿状を呈する。確認面からの深さは非常に浅い。［堆積土］


１層である。［小結］時期・性格は不明である。（岩田）


第106号溝跡（SD-106）図101


［位置・確認］ⅤF・ⅤG-217･218グリッド、標高32.0ｍに位置する。第Ⅲ層で確認された。［重複］


米山（2）遺跡Ⅴ 
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第104・105号溝跡と重複するが新旧関係は不明である。［形態・規模］全長or確認長8.6ｍ、深さ18cm


を測る。断面形は皿状を呈する。［堆積土］２層に分層される。［小結］時期・性格は不明である。（岩


田）


米山（2）遺跡Ⅴ 


図97　第24・28号溝跡
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図98　第26号溝跡（SD-26）
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８、柱穴


　柱穴については、紙幅の関係から次回報告で詳細に検討することとする。図102〜105には各地区の


遺構配置図を掲載した。柱穴は調査区の中で何箇所かのまとまりを持って配置されており、掘立柱建


物跡も含まれている可能性が高い。他の遺構との重複関係からこれら柱穴には中世のものと近世のも


米山（2）遺跡Ⅴ 


図99　第25・29・30号溝跡
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のがあると見られる。図103中央部分の柱穴空白域は削平による可能性がある。なお、柱穴の出土遺


物については図106に掲載した。SP571からは苧引金とみられる鉄製品が、SP573からは鉄鏃とみられ
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る鉄製品が出土した。また、SP452からは銭貨（至和元寶、初鋳1086年）が出土した。（茅野）


９、焼土遺構


　焼土遺構は地面が被熱により赤変した範囲が確認できたものであるが、第15号焼土遺構は廃棄され


た焼土の可能性がある。


第10号焼土遺構（SN-10）図107


［位置・確認・重複］ⅤB‐246グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［全体形・規模］1.4ｍ×


0.8ｍの不整楕円形の範囲が被熱し、赤変していた。中央部分がより強い被熱具合である。［遺構の時期］


出土遺物が無いため不明である。（茅野）


第11号焼土遺構（SN-11）図107


［位置・確認・重複］ⅤI-208グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［全体形・規模］浅い掘り込


みを伴い、壁面および周囲が0.8ｍ×0.6ｍの範囲で被熱し赤変している。［遺構の時期］出土遺物が


無いため不明であるが、周囲に展開する遺構との関連から中世〜近世の遺構の可能性がある。（茅野）


第12号焼土遺構（SN-12）図107


［位置・確認・重複］ⅤE-220グリッドに位置する。第53号井戸跡の確認面で確認した。したがって


図104　調査区中央東側遺構配置図
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第2号土坑墓との位置関係


本遺構が第53号井戸跡より新しい。


［全体形・規模］直径約60㎝の範囲


が被熱し赤変している。第11号焼土


跡と同様に中央付近に掘り込みを伴


う。［遺構の時期］重複関係から中


世以降の焼土跡と考えられる。（茅野）


第13号焼土遺構（SN-13）図107


［位置・確認・重複］ⅤD224グリッ


ドに位置する。第Ⅱ層で確認した。


［全体形・規模］直径約60cmの範囲が被熱し赤変している。［遺構の時期］出土遺物が無いため不明


であるが、周囲に展開する意向との関連から中世に帰属する可能性がある。（茅野）


第４章　検出遺構と出土遺物 


図106　Pit出土遺物


SP571


SP452


SP573S＝1/2


図107　第10〜13・15・16号焼土遺構（SN-10〜13・15・16）
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第15号焼土遺構（SN-15）図107


［位置・確認・重複］ⅤM-209グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［全体形・規模］40×36cmの


範囲に、焼土粒を含む土層が廃棄されていた。掘り込みの深さは60cmである。（岩田）


第16号焼土遺構（SN-16）図107


［位置・確認・重複］ⅤM‐209グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。約半分が削平されている。


92×52cmの不整円形の範囲が、被熱し赤変していた。被熱の深さは72cmである。（岩田）


10、その他の遺構


　その他の遺構としては、炭化物集中遺構（SC）と性格不明遺構（SX）がある。炭化物集中遺構は、


炭化材がまとまる範囲を示したもので、炭化材の由来は周囲の遺構使用時の廃棄と考えられる。性格


不明遺構については、自然地形と未使用のカマド状遺構の２つの可能性がある。


第１号炭化物集中遺構（SC-１）


［位置・確認・重複］ⅤP‐205グリッドに位置する。1.5ｍ×0.65ｍの範囲に小粒の炭化材が集中し


ていた。［出土遺物と遺構の時期］炭化物を土壌サンプルとして回収し、水洗選別を行った。検出さ


れた炭化材は樹種同定と放射性炭素年代測定にかけられ、16〜17世紀の値を得た。（茅野）


第２号炭化物集中遺構（SC-２）


［位置・確認・重複］ⅣT‐218グリッドに位置する。1.6ｍ×0.8ｍの範囲に小粒の炭化材が集中して


いた。また、北西側には焼土が廃棄されていた。［出土遺物と遺構の時期］年代測定などを行ってい


ないため詳細な次期は不明であるが、付近に展開する遺構との関連から中世〜近世にかけての遺構と


判断される。（茅野）


米山（2）遺跡Ⅴ 


図108　第１〜４・10号炭化物集中遺構（SC-1〜3・5・10）
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第４章　検出遺構と出土遺物 
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第３号炭化物集中遺構（SC-３）


［位置・確認・重複］ⅣS‐218グリッドに位置する。１ｍ×0.5ｍの範囲に小粒の炭化材が集中して


いた。［出土遺物と遺構の時期］年代測定などを行っていないため詳細な次期は不明であるが、付近


に展開する遺構との関連から中世〜近世にかけての遺構と判断される。（茅野）


第５号炭化物集中遺構（SC-５）


［位置・確認・重複］ⅤL‐208グリッドに位置する。2.5ｍ×１ｍの範囲に小粒の炭化材が集中して


いた。炭化物の下位にはB-Tm火山灰がブロック上に見られた。［出土遺物と遺構の時期］年代測定な


どを行っていないため詳細な次期は不明であるが、付近に展開する遺構との関連から中世〜近世にか


けての遺構と判断される。（茅野）


第10号炭化物集中遺構（SC-10）図107


［位置・確認］ⅤQ‐207グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。［形態・規模］2.48ｍ×0.96ｍの


不整形の範囲に小粒の炭化材が広がっていた。［出土遺物と遺構の時期］炭化材を樹種同定と放射性


炭素年代測定にかけた結果15〜17世紀の値が得られた。（岩田）


第１号性格不明遺構（SX-１）


［位置・確認・重複］ⅤP‐206グリッドに位置する。第Ⅲ層で確認した。北東側約１／３が調査区外


に延びると推定される。北側の遺構上位は水路と水田造成により削平を受けている。また、SD23と重


複し、本遺構が古い。［全体形・規模］１辺約4.4ｍの不正な方形を呈すると思われる。底面は平坦で


はなく、南から北側に緩く傾斜している。南西隅付近には土坑状の堀込みが２箇所見られる。土坑状


の掘り込み底面までは確認面から約40cmである。［堆積土］上位に第Ⅱ層シルト質主体の自然堆積土


が堆積する。堆積土には炭化物がやや多く混入している。［施設］南西隅の掘り込みは、楕円形の土


坑状であり、南端部で南東方向へ細長く屈曲する特徴を持つ。これらの用途は不明であるが、形状は


カマド状遺構の平面形と類似する。もしそうであった場合、未使用のカマド状遺構と考えられる。［出


土遺物と遺構の時期］堆積土上位から珠洲片口鉢口縁部破片（製作年代は14世紀代）、羽口破片、砥石、


鉄塊が出土した。それぞれ極少量の出土である。これらは本遺構が埋まりきる直前に投棄されたと考


えられる。出土した陶器の年代から、14世紀以降の遺構である可能性が高い。（茅野）


11、遺構外出土遺物


１、古代〜中世の須恵器・陶磁器　図110　１‐８


　９は須恵器甕底部破片である。五所川原窯跡製品と見られる。外面にはタタキ目が見られる。製作


年代は10世紀中葉以降である。１は白磁小皿の底部破片である。底径3.5㎝、内面には釉がみられる。


中国産で製作年代は14世紀後半から15世紀前半である。３は珠洲甕体部破片である。外面にはタタキ


目が見られる。製作年代は12世紀後半〜13世紀（珠洲Ⅰ〜Ⅱ期）とみられる。４〜８は珠洲擂鉢破片


である。４〜６は口縁部破片、ほかは体部破片である。４と５の口唇端部上面はなでつけられほぼ水


平である。６の口唇端部には櫛描きの波状文がみられる。４･５の製作年代は14世紀後半、６〜８の


製作年代は14世紀後半〜15世紀前半であると考えられる。10は近世以降の素焼き土製品である。注ぎ


口の部分と思われ、外面には沈線が見られる。製作年代は不明である。（茅野）


２、石器　図111


　砥石が１点出土している。敲打成形の後４面を整形し使用している。（茅野）


米山（2）遺跡Ⅴ 
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第４章　検出遺構と出土遺物 


図110　遺構外出土遺物（古代以降−１）
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図111　遺構外出土遺物（古代以降−２）


11
断面の範囲指定は使用面


S＝1/3


図112　遺構外出土銭貨


1 2 3
4


さしの状態で出土


３、銭貨　図112


　北宋銭が４枚と近世以降の銭貨（寛永通宝・１銭銅貨など）が数枚出土している。北宋銭のみ拓影


を示した。各々の銭種については203頁の表に示した。（茅野）


４、近世以降の陶磁器　図113


　遺構内から近世以降の陶磁器の出土は少ない。確認面や覆土上層からの出土がほとんどであるため、


遺構に直接伴うものではないと推測される。


　第53号井戸跡（SE-53）確認面から出土した陶磁器は近世の主に18世紀に属するものである。コン
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0 S=1:3 10cm


ニャク印判の施された染付碗が確認面から出土している。


　遺構外からは、近世に属する陶磁器の器形が判別できるものとして、蛇の目釉剥ぎ染付皿、土瓶、


擂鉢、肥前京焼風碗が出土している。多くは18世紀から幕末にかけてのものである。以下に特筆すべ


き遺物を取り上げる。


　図113−１は染付磁器碗であり、見込み中央に花弁の文様が描かれる。肥前系で18世紀に属すると


推測される。図113−２は肥前産の染付蛇の目釉剥ぎ皿で器壁が厚く、高台断面は三角形状を呈する。


18世紀に属すると推測される。図113−３（P-40）は肥前内野山窯の製品と思われる青緑釉輪剥皿で


ある。蛇の目釉剥ぎにしたものに砂目を置いたもので、高台部分は露胎している。17世紀末から18世


紀後半に位置づけられる。肥前京焼風碗（図113−４）は、1650年代から18世紀初頭にかけて肥前で


焼かれた京焼風の灰釉碗である。施釉部はにぶい黄橙色を呈し、胎土は黄色みがかった灰白色を呈す


る。高台周辺部は露胎している。高台中央は円く凹み、その脇には印銘が押してあるが、判読不能で


あるため記号である。図113−８は土瓶である。外面は灰釉が施され、縦縞模様の鉄絵が描かれる。


内面は無釉であり、口縁部には蓋受けが付く。19世紀前半から幕末の所産と推測される。明治期のも


のとしては印判染付製品がまとまって出土している。松竹梅文様を内面中央に施された皿や鹿の子文


様の表現されたものなどがある。他に同時期のものとして常滑産の土管の破片も出土している。昭和


以降の現代に属する遺物も多く出土しているが、とりたてて記述する遺物もないため、出土している


事実のみ確認して詳述はしない。(岩田)


角谷江津子1992「肥前京焼風陶器と京焼」『関西近世考古学研究』Ⅲ関西近世考古学研究会175-201頁


東京大学埋蔵文化財調査室1999『東京大学構内遺跡出土陶磁器・土器の分類(1)』東京大学構内遺跡


調査研究年報２別冊


九州近世陶磁学会2000『九州陶磁の編年』


米山（2）遺跡Ⅴ 


図113　遺構外出土遺物４（近世以降の陶磁器）
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光谷　拓実（独立行政法人　国立文化財機構　奈良文化財研究所）


　


　平成18年度における米山（２）遺跡の発掘調査では、ヒバ材の井戸枠が遺存する中世の井戸跡が発見


された。このたび、これらのなかから３基（SE54、SE55、SE62）の井戸を対象に年輪年代法による年


代測定を実施した。以下にその結果の概略を報告する。


井戸枠材と方法


　青森県埋蔵文化財センターから当研究室に搬送されてきた井戸枠や井筒は、総数12点であった。そ


の内訳は、SE54から縦板４枚、SE55から縦板６枚、SE62から縦板１枚、井筒（曲物）１点である。こ


れらは、いずれもヒバ材の柾目板を使用し、原木から剥ぎ割った板であり、運用材ではない。井筒も


良質の柾目板から作られたものである。


　これら12点のなかで伐採年代が得られる形状のもの（Ａタイプ）は縦板７枚、伐採年代に近い年輪


年代が得られる形状のもの（Ｂタイプ）は縦板１枚、あと３枚の縦板と１点の井筒は原木の外側が大


きく失われた形状のもの（Ｃタイプ）であり、年輪年代が確定しても伐採年代より古い年代を示す。


　年輪幅の計測は、専用の年輪読取器を使って、木口面や柾目面から10ミクロン単位で読み取った。


各井戸枠材から計測収集した年輪幅の計測値（年輪データ）は、あらかじめ作成しているヒバの暦年


標準パターン（745年〜1446年）との照合に備えた。コンピュータによる暦年標準パターンとの照合は、


時系列解析に用いられる相関分析手法によった
1)
。


【結果】


　11枚の縦板や井筒の計測年輪数および、暦年標準パターンとの照合によって得られた年輪年代は図


１に示したとおりである。計測年輪数は、一応の目安としている100層より多いものは10枚の縦板と


井筒１点で、残る１点だけが100層以下の93層であった（SE55：Ｗ10−1）。


　暦年標準パターンとの照合結果は、縦板７枚と井筒１点において成功した（№１、３、４、８、９、


10、11）、それぞれの最外年輪の年代が判明した。


SE54の築造年代：４枚の縦板の年輪パターンは、暦年標準パターンはとの照合によって、３枚が確定


した。これらは、いずれもＡタイプの形状のものであったから得られた年輪年代1319年が伐採年代と


なり、築造はこの年かあるいはその直後が考えられる。したがって、この井戸は14世紀の初め頃のも


のである。また、年輪年代の確定した３枚は、相互間の年輪パターンの照合によって高い類似度で合


致していたことから、これら３枚は、同じ原木から木取りされたものであることがわかった。


SE55の築造年代：６枚の縦板の年輪パターンは、暦年標準パターンとの照合によって、№８と№９の


２枚が確定した。このうち№９の縦板はＢタイプの形状のものであったから、比較的原木の伐採年代


に近い年代である。この年輪年代にあと何層分加算すれが正確な伐採年となるかは確定的ではないが、


第５章　理科学的分析結果


第１節　米山（２）遺跡出土井戸枠・井筒の年輪年代


第５章　理科学的分析結果 
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1　　井戸枠の縦板 (板)　(SE 54)


8　　井戸枠の縦板 (板)　(SE 55)


7　　井戸枠の縦板 (板)　(SE 55)


6　　井戸枠の縦板 (板)　(SE 55)


3　　井戸枠の縦板 (板)　(SE 54)


5　　井戸枠の縦板 (板)　(SE 55)


2　　井戸枠の縦板 (板)　(SE 54)


4　　井戸枠の縦板 (板)　(SE 54)


9　　井戸枠の縦板 (板)　(SE 55)


10 　井戸枠の縦板 (板)　(SE 55)


11 　井戸枠の縦板 (板)　(SE 62)


12 　井筒(曲物) 　　　　(SE 62)


No. 種類 試料取上 No. ( 年輪数 ) 年輪年代 t値 形状


W22


W23


W24−1


W10-1


W24−1


W24−1


W24−1


W23


W6


W28


W24


(214)


(122)


(93)


(194)


(206)


(203)


(122)


(147)


(176)


(196)


(247)


(171)


1319


1261


1272


1263


1319


1319


1459


1432


−−


−−


−−


−


4.5


3.9


5.8


6.4


7.5


9.1


5.9


5.4


A


A


A


A


A


A


A


C


B


C


C(?)


C(?)


900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 A.D.


900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 A.D.


1106 1319


1114 1319


13191126


1117 1263


1097 1272


1066 1261


1289 1459


1186 1432


米山（２）遺跡Ⅴ 


削除された年輪層数を勘案すると1280年代の伐採年が推定される。したがって、この井戸の築造年代


は13世紀終わり頃が考えられる。


SE62の築造年代：縦板１枚の年輪パターンと井筒（曲物）の年輪パターンは、暦年標準パターンとの


照合によって、年輪年代が№11−1459年、№12−1432年と確定した。いずれもＣタイプの可能性が高


いものであるから、この年輪年代は、伐採年代の上限を示している。したがって、SE62の築造年代は、


15世紀後半代に求めることができる。


参考文献　１）田中琢、光谷拓実、佐藤忠信『年輪に歴史を読む−日本における古年輪学の成立−』、


奈良国立文化財研究所学報第48、同朋舎出版、1990


図１　米山（２）遺跡　年輪年代測定結果
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試料番号 IAA Code No. 出土地点 層位 取上No. 試料種 試料番号 IAA Code No. 出土地点 層位 取上No. 試料種


06YONE-1 IAAA-61929 木材 06YONE-20 IAAA-70614 SC-04 覆土 炭化材


06YONE-2 IAAA-61930 SI-13 C-1 炭化材 06YONE-21 IAAA-70615 SF-53 底面 C-2 炭化材


06YONE-3 IAAA-61931 SI-14 1層下部 C-3 炭化材 06YONE-22 IAAA-70616 SF-56 底面 C-1 炭化材


06YONE-4 IAAA-61932 SI-17 1層 C-1 炭化材 06YONE-23 IAAA-70617 SF-60 底面 C-2 炭化材


06YONE-5 IAAA-61933 SK-123 上層 C-3 炭化材 06YONE-24 IAAA-70618 SF-67 底面 C-3 炭化材


06YONE-6 IAAA-61934 SF-71 C-1 炭化材 06YONE-25 IAAA-70619 SF-87 底面 C-2 炭化材


06YONE-7 IAAA-61935 SF-85 炭層 C-1 炭化材 06YONE-26 IAAA-70620 SF-74 2 C-1 炭化材


06YONE-8 IAAA-61936 SF-61 炭層 C-1 炭化材 06YONE-27 IAAA-70621 SF-94 底面 炭化材


06YONE-9 IAAA-62319 SE-55 底面 漆器塗膜 06YONE-28 IAAA-70622 SF-106 底面 C-1 炭化材


06YONE-10 IAAA-62320 SD-26 覆土 擂鉢継漆液 06YONE-29 IAAA-70623 SC-01 上面 炭化材


06YONE-11 IAAA-62321 SF-99 炭層 C-1 炭化材 07YONE-1 IAAA-71167 SK-201 1層 C-3 炭化材


06YONE-12 IAAA-62322 SF-93 底面 炭化材 07YONE-2 IAAA-71168 SF-110 最下面 C-1 炭化材


06YONE-13 IAAA-62323 SF-65 C-1 炭化材 07YONE-3 IAAA-71169 SF-112 1層 C-1 炭化材


06YONE-14 IAAA-70608 SK-117 3 C-2 炭化材 07YONE-4 IAAA-71170 SF-114 3層 C-1 炭化材


06YONE-15 IAAA-70609 SK-119 2 C-3 炭化材 07YONE-5 IAAA-71171 SF-115 2層 C-4 炭化材


06YONE-16 IAAA-70610 SK-126 2 C-1 炭化材 07YONE-6 IAAA-71172 SF-116 5層 炭化材


06YONE-17 IAAA-70611 SK-128 1 C-2 炭化材 07YONE-7 IAAA-71173 SC-10 C-1 炭化材


06YONE-18 IAAA-70612 SI-15 床面 炭化材 07YONE-8 IAAA-71174 SC-11 土-1 炭化材


06YONE-19 IAAA-70613 SI-18 床面 炭化材 07YONE-9 IAAA-71175 SP-2053 確認面 C-1 炭化材


06YONE-1 は調査区外Ｃ層（第10節参照）から出土した埋没樹木片（表皮を除く最外年輪５年分）
06YONE-9 は井戸底面から出土した漆器椀外面の黒漆塗膜を採取し測定。
06YONE-10 は溝底面から出土した珠洲擂鉢破片の破断面に付着した接着剤としての漆液を採取し測定。


表１　測定試料の情報


㈱加速器分析研究所


（１）遺跡の位置


　米山（２）遺跡は、青森県青森市大字宮田字米山（北緯40°50′33″、東経140°50′53″）に所在する。


（２）遺跡の立地


　東岳山麓の丘陵から下る貴船川流域の扇状地性沖積地に立地する。


（３）測定の意義


　地層や遺構の年代を明らかにしたい。


（４）測定対象試料


　表１に測定対象試料の一覧を示した。総数38点の試料を測定した。


（５）化学処理工程


１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。


２）AAA（Acid Alkali Acid）処理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取り除く。最初の


酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。アルカリ処


理では0.001〜1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるま


で希釈する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、


90℃で乾燥する。


第２節　放射性炭素年代測定結果報告書


第５章　理科学的分析結果 
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米山（２）遺跡Ⅴ 


３）試料を酸化銅1gと共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃で30分、850℃で２時間加熱する。


４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。


５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（還元）し、グラファイトを作製する。


６）グラファイトを内径１㎜のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着し


測定する。


（６）測定方法


　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした
14
C-AMS専用装置（NEC Pelletron 9SDH-2）を使用する。134


個の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料とする。


この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。また、加速器により
13
C/


12
Cの測定も同時に行う。


（７）算出方法


１）年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用した。


２）BP年代値は、過去において大気中の炭素14濃度が一定であったと仮定して測定された、1950年を基準年とし


て遡る放射性炭素年代である。


３）付記した誤差は、次のように算出した。


　　複数回の測定値について、χ
2
検定を行い測定値が1つの母集団とみなせる場合には測定値の統計誤差から求


めた値を用い、みなせない場合には標準誤差を用いる。


４）δ
13
Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定するが、AMS測定の場合に同時に測定されるδ


13
Cの値を用いる


こともある。


　　δ13C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。


　同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。


　　δ
14
C ＝［（


14
AS −


14
AR）/


14
AR］× 1000　　 （１）


　　δ
13
C ＝［（


13
AS −


13
APDB）/


13
APDB］× 1000　（２）


　　　ここで、
14
AS：試料炭素の


14
Ｃ濃度：（


14
C/


12
C）Sまたは（


14
C/


13
C）S


　　　　　　　　　　
14
AR：標準現代炭素の


14
Ｃ濃度：（


14
C/


12
C）Rまたは（


14
C/


13
C）R


　δ
13
Cは、質量分析計を用いて試料炭素の


13
C 濃度（


13
AS＝


13
C/


12
C）を測定し、PDB（白亜紀のベレムナイト（矢


石）類の化石）の値を基準として、それからのずれを計算した。但し、加速器により測定中に同時に
13
C/


12
Cを測


定し、標準試料の測定値との比較から算出したδ13Cを用いることもある。この場合には表中に〔加速器〕と注


記する。


　また、Δ
14
Cは、試料炭素がδ


13
C ＝−25.0（‰）であるとしたときの


14
C濃度（


14
AN）に換算した上で計算した


値である。（１）式の
14
C濃度を、δ


13
Cの測定値をもとに次式のように換算する。


　　
14
AN ＝


14
AS ×（0.975／（1＋δ


13
C／1000））


2
（


14
ASとして


14
C/


12
Cを使用するとき）


　　　または


　 ＝
14
AS ×（0.975／（1＋δ


13
C／1000））（


14
ASとして


14
C/


13
Cを使用するとき）
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　　Δ
14
C ＝［（


14
AN −


14
AR）/


14
AR］× 1000 （‰）


　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガス中の濃度と


異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる。多くの場合、同位体補正をしない


δ
14
Cに相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時代のものと考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。


　
14
C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、pMC（percent Modern Carbon）がよく使われており、


Δ
14
Cとの関係は次のようになる。


　　Δ
14
C ＝（pMC／100 −1）×1000（‰）


　　pMC　＝ Δ
14
C／10 ＋ 100（％）


　国際的な取り決めにより、このΔ
14
CあるいはpMCにより、放射性炭素年代（Conventional Radiocarbon Age；


yrBP）が次のように計算される。


　　T ＝ −8033 × ln［（Δ
14
C／1000）＋ 1］


　 ＝ −8033 × ln（pMC／100）


５）
14
C年代値と誤差は、１桁目を四捨五入して10年単位で表示される。


６）較正暦年代の計算では、IntCal04データベース（Reimer et al 2004）を用い、OxCalv3.10較正プログラム


（Bronk Ransey1995　Bronk Ransey 2001　Bronk Ramsey, van der Plicht and Weninger2001）を使用した。


（８）測定結果（表２）


　較正暦年代に基づき古い年代順に並べると、06YONE-1は、暦年較正年代（以下全て１σ）では14260BC〜


13860BCに相当し、旧石器時代終末に相当する。11世紀後半〜13世紀初頭（平安時代後半〜鎌倉時代初頭）に相


当するものは、06YONE-16である。13世紀後半〜14世紀後半鎌倉中期〜後期に含まれるものは06YONE-10・14・15・


17、07YONE-４・５・６・８・９である。14世紀前半〜15世紀前半（鎌倉後期〜室町前期）に含まれるものは、


06YONE-２・４・17・22、07YONE-２・３・４・５である。15世紀前半〜15世紀後半（室町時代中期）に含まれる


ものは、06YONE-５・11・12・13・18・21・23・26、07YONE-１である。15世紀後半〜16世紀前半あるいは17世紀


に含まれるものは、06YONE-３・６・７・８・９・19・20・24・25・27・28・29、07YONE-７である。


　化学処理および測定内容に問題は無く、妥当な年代と考えられる。
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米山（２）遺跡Ⅴ 


表２　放射性炭素年代測定結果表
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図１　暦年較正曲線（06YONE−１〜８）
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米山（２）遺跡Ⅴ 


図２　暦年較正曲線（06YONE−９〜16）
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図３　暦年較正曲線（06YONE−17〜24）
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米山（２）遺跡Ⅴ 


図４　暦年較正曲線（06YONE−25〜29、07YONE−１〜３）
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図５　暦年較正曲線（07YONE−４〜９）
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表１　米山（２）遺跡　最終氷期の木材遺体の樹種


米山（２）遺跡Ⅴ 


有限会社　古代の森研究舎


　青森市米山（２）遺跡から出土した最終氷期の埋没林樹木、中世の井戸枠など、そして中世の炭化材の樹種を調


べた。この遺跡は青森市の東部、東岳の西の裾野が低地に下りたところにあり、標高は約30メートルである。


　以下に１．最終氷期の埋没樹、２．中世の木材、３．中世の炭化材、としてそれぞれについて結果を報告する。


１．最終氷期の埋没樹


同定された樹種


１）．モミ属　Abies　マツ科


　樹脂道のない針葉樹で早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部は幅広い。放射組織は単列、背は低い。放


射組織細胞の上下及び末端壁は厚く、単壁孔が多いモミ型壁孔である。分野壁孔は微細でヒノキ〜スギ型、１分


野あたり２-４個ほどある。これらの形質からマツ科モミ属の材と同定した。モミ属には北海道特有のトドマツ、


本州青森県から石川、岐阜県の亜高山帯にあるアオモリトドマツ、本州から四国の亜高山帯にあるシラビソ、本


州の冷温帯のウラジロモミ、温帯のモミがあるが材構造での区別は困難である。


２、３）．カラマツ属　Larix　マツ科


　垂直、水平の樹種道を持つ針葉樹材で早材から晩材への移行は急激で年輪がはっきりしている。早材部の仮道


管は太く放射壁の有縁壁孔がしばしば２列に並ぶ。放射組織は単列と中央部に水平樹脂道を持つ紡錘形の２種類


があり、柔細胞、放射仮道管、エピセリウム細胞からなる。これらの形質からカラマツ属とした。根材としたも


のは中心部に髄がない、年輪幅が不整で晩材部がわずかしかない、仮道管が太く薄壁で短い、などによる。


　カラマツ属の現生種はカラマツ１種のみだが、最終氷期には北日本には千島サハリンに現存するグイマツも生


育していたことが毬果、枝などの化石から知られている。


４、５）．トウヒ属　Picea　マツ科


　垂直、水平の樹種道を持つ針葉樹材で早材から晩材への移行はゆるやかで年輪はあまり目立たない。早材部の


仮道管は細く放射壁の有縁壁孔がほぼ１列に並ぶ。放射組織は単列と中央部に水平樹脂道を持つ紡錘形の２種類


があり、柔細胞、放射仮道管、エピセリウム細


胞からなる。カラマツ属との違いは早材部-晩


材部の移行、早材部仮道管の太さと壁孔配列、


放射仮道管同士の有縁壁孔の形態、などである。


また、カラマツ属同様、根材としたものは中心


部に髄がない、年輪幅が不整で晩材部がわずか


しかない、仮道管が太く薄壁で短い、などによ


る。


　トウヒ属には北海道にエゾマツ、北海道及び


早池峰山にアカエゾマツ、本州中部にトウヒ、


ヤツガタケトウヒなどがあり、多くは亜高山帯


に分布するが、ヒメバラモミ、ハリモミなどは


冷温帯にもある。材構造ではヒメバラモミ以外


第３節　青森県青森市米山（２）遺跡出土木材の樹種
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写真図版Ⅰ
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米山（２）遺跡Ⅴ 


写真図版Ⅱ


は互いによく似ていて区別は困難である。


【最終氷期の埋没林の樹種組成】


　米山（２）遺跡は東岳の西の裾野にあり、東から流れ下る小沢を埋積する最終氷期の堆積層中に密度は低いもの


の埋没樹が認められ、ここが小規模ながら埋没林であったことが分かる。採集された埋没樹木19点は、表１にあ


るようにモミ属の幹・枝材４点、カラマツ属の幹・枝材１点と根材３点、トウヒ属の幹・枝材９点と根材２点が


同定された。これらはいずれも同一層準のもので、しかもカラマツ属、トウヒ属については幹・枝材と根材の両


方が見いだされていることから、いずれもがこの地に生育していた林に由来するものとみなされる。同定された


モミ、トウヒ、カラマツの３属の組み合わせから、最終氷期の寒冷な時期に当遺跡一帯には亜寒帯性針葉樹の林


が拡がっていたことが分かった。


３.　中世の木材


　SE-52、54、56、62の４基の井戸から出土した木材34点の樹種を調べた。34点のほとんどはこれらの井戸を構
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表２　米山（２）遺跡出土中世の木材の樹種


成する井戸枠の隅柱や縦板材で、１点が井戸枠に用いられた曲物、そして井戸に投げ入れられた漆器椀と木材が


１点ずつである。それらの木材から次の４樹種が同定された。


６、10）ヒバ（ヒノキアスナロ）Thujopsis dolabrata var. hondae Makino　ヒノキ科


　年輪が幅広い針葉樹材で、樹脂道を持たない。早材から晩材への移行はゆるやか、晩材部は比較的幅広い。早


材部仮道管はスギに比べると一回りほど細い。樹脂細胞は年輪内に散在するが接線方向にやや集まる傾向があり、


晩材部に多い。仮道管放射壁の有縁壁孔は１列、樹脂細胞の水平壁には単壁孔があり断面串団子状を呈する。放


射組織は単列、柔細胞のみからなる。分野壁孔はヒノキ型〜スギ型で小さく、１分野あたり２-４個ある。これ


らの形質からヒノキ科のアスナロ属の材と同定したが、アスナロとヒノキアスナロの分布域の違いから出土品は


ヒノキアスナロ（ヒバ）であると判断した。井戸枠関連の材はほとんどがこれである。


７、14）クリ　Castanea crenata Sieb. et Zucc．ブナ科


　年輪始めに大道管が１-３層ほどあり、そこから順次径が小さくなって晩材部では薄壁多角形の小道管がルー


ズに集まって火炎状に配列する環孔材である。道管の穿孔は単一、らせん肥厚はない。木部柔組織は短接線状に


配列し、心材部では黒色物質を持つのでよく目立つ。放射組織は単列同性、背は低い。これらの形質からクリと


同定した。井戸の隅柱と横桟に２本使われていた。


８、15）ブナ属　Fagus　ブナ科


　薄壁多角形の小道管が密度高く均一に分布する散孔材で、年輪界附近では道管径は小さくなる。道管の穿孔は


単一と横棒の少ない階段状、木部柔組織は散在あるいは短接線状、放射組織は単列のものから幅が10細胞を超え


る大きなものまである。これらの形質からブナ属の材と同定した。ブナ属にはブナとイヌブナがあり、両者の材


構造での区別は困難だが、両者の分布の違いから見てブナ属であると考えられる。漆器椀がブナ材であった。


第５章　理科学的分析結果 
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米山（２）遺跡Ⅴ 


写真図版Ⅲ







―　151　― 


写真図版Ⅳ
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米山（２）遺跡Ⅴ 


９）カエデ属　Acer　カエデ科


　丸〜楕円形の小道管が単独あるいは数個放射方向に複合して均一に分布する散孔材で、道管の穿孔は単一、内


壁にらせん肥厚を持つ。放射組織は１-４細胞幅程度で接線面での輪郭が不整な同性放射組織である、などから


カエデ属の材と同定した。樹皮付の丸木が井戸の隅柱に使われていた。


３．中世の炭化材


　米山（２）遺跡の中世の炭化材34点から12の樹種が同定された（表３、４）。図版にはこれら全ての顕微鏡写真


を掲載したが以下には初出の樹種についてのみ記載する。


11）針葉樹樹皮


　極めて保存性が悪く詳細を観察できなかったが、横断面で平べったい長方形の小細胞が層をなして配列し、異


形細胞の塊などが見られなかったことからスギ科、ヒノキ科の樹皮であると見ることができる。同一遺構からヒ


バの炭化材が複数出土していることからヒバの樹皮である可能性が高い。


12）ヤナギ属　Salix　ヤナギ科


　楕円形の小道管が均一に分布し、穿孔は単一、放射組織は単列異性、道管-放射組織間壁孔は多数が密に集ま


っている、などからヤナギ属の材と同定した。ヤナギ属には多数の種があり種の識別は困難である。


13）ハンノキ属　Alnus　カバノキ科


　角張った小道管が単独あるいは数個複合して均一に分布する散孔材で、道管の穿孔は階段状、らせん肥厚はな


く、放射組織は単列同性であることからハンノキ属と同定した。ハンノキ属ではは集合放射組織の有無でハンノ


キ節とヤシャブシ節を区別できることがあるが試料は小さくてその判断はできなかった。


16）コナラ属コナラ節　Quercus sect. Prinus　ブナ科


　大道管が年輪の始めに１-３層ほどあり、晩材部では薄壁多角形の小道管が集まってクリのように火炎状に配


列する環孔材で、単列同性の放射組織の他に巨大な複合放射組織を持つことからコナラ属コナラ亜属のうち、コ


ナラ、ミズナラ、カシワ、ナラガシワなどのコナラ節の材であることが分かる。


17）ニレ属　Ulmus　ニレ科


　年輪始めに１-２、３層の大道管があり、晩材部では薄壁多角形の小道管が斜め接線状に複合して波状の紋を


なす環孔材で、穿孔は単一、小道管には顕著ならせん肥厚があり、放射組織は３-５細胞幅の同性で接線面での


輪郭が綺麗な紡錘形となることからニレ属の材であることが分かる。ニレ属にはハルニレ、オヒョウなどがある


が材での種の識別は困難である。


18）モクレン属　Magnolia　モクレン科


　薄壁多角形の小道管が均一に分布する散孔材で、道管の穿孔は単一、道管相互の壁孔は階段状となる。放射組


織は２細胞幅が多く同性である、などからモクレン属の材とした。モクレン属にはホオノキ、コブシなどがある


が種の識別は難しい。


19）キハダ　Phellodendron amurense Rupr.　ミカン科


　年輪始めに大道管が数層あり、晩材部では薄壁多角形の小〜微細道管が斜上する紋をなす環孔材で、道管の穿


孔は単一、小道管には顕著ならせん肥厚があり、放射組織は３-５細胞幅程度の多列で、接線面での輪郭が綺麗


な紡錘形となる。ニレ属に一見似るが晩材部小道管の配列が違う。


20）ニシキギ属　Euonymus　ニシキギ科


　微細な小道管が均一に分布する散孔材で道管の穿孔は単一、内壁にらせん肥厚があり、放射組織は単列同性で
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あることからニシキギ属の材とした。この属には弓に使われるマユミ、紅葉が綺麗なニシキギ、コマユミなど多


くの種がある。


21）散孔材一種


　微細な小道管が密度低く均一に分布する散孔材で道管の穿孔は横棒の非常に多い階段状、放射組織は背の高い


直立細胞からなり１-３細胞幅程度で放射組織そのものの背は非常に高い。これらの形質はミズキ科のアオキに


よく一致するがその他の形質が充分に観察できないので同定を差し控えた。


【炭化材の樹種組成】


　34点から12の樹種が同定されたが、いずれもが現在の青森県地方に普通に生育している樹種で他地域からの持


ち込みなどを示唆するものはない。これらを出土した場所で大まかに分けてみると幾つかの傾向が見て取れる。


まず、カマド状遺構の燃焼部底面附近から出土した炭化材はカマドで使用した燃料材の残存の可能性が考えられ


るが、それにはさまざまな樹種が使われていること、マツを欠くことが挙げられる。西日本では古墳時代以降、


東日本では近世以降、マツが急増したことが言われているが、燃料材に多様な樹種が使われていることとマツを


欠くことは、当遺跡付近では森林の過度の伐採、利用が中世には認められなかったことを示しているだろう。一


方、「土壙」としてくくられた場所から出土した炭化材は５点調べたが４点がヒバ、残り１点もヒバでの樹皮で


はないかと考えられるもので、これはこの遺構の性格と関わったものである可能性が示唆されよう。また同様に


「火葬墓？」とされたところからの３点がいずれもクリ材であることは時代は全く違うが三内丸山遺跡の配石遺


構のなかの土壙墓でクリの板材が立てられていたことなどと相通じるものがあるのかも知れない。


表３　米山（２）遺跡出土炭化材の樹種
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写真図版Ⅴ


米山（２）遺跡Ⅴ 
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写真図版Ⅵ
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写真図版Ⅶ


米山（２）遺跡Ⅴ 
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写真図版Ⅷ


表４　炭化材の出土遺構と樹種
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米山（２）遺跡Ⅴ 


札幌国際大学博物館　客員研究員　椿坂　恭代


１．遺跡の所在と性格


遺跡の名称　　：米山（２）遺跡（青森県遺跡番号01277）


遺跡の所在地　：青森市青森市大字宮田字米山地内


発掘調査期間　：平成18年４月20日〜同年10月25日


調査の担当機関：青森県埋蔵文化財調査センター


発掘担当者　　：大湯卓二・茅野嘉雄・岩田安之　


遺跡の地形と立地：遺跡は青森市東部の宮田地区に位置し、貴船川流域の標高約35〜40ｍの扇状地上に立地する。


遺跡の年代　　：縄文時代後期〜中・近世


検出遺構、その他の詳細については本文を参照されたい。


２．扱った資料


　扱った資料は、平成18・19年度に調査を実施した、縄文時代後期末の竪穴住居跡、中世の竪穴遺構、カマド状


遺構、土坑、井戸跡、炭化物集中遺構などから採取した土壌をフローテーション法で処理し、その後、第１次選


別で炭化植物種子などを抽出し送付されてきたものである。これらの資料を実体顕微鏡で観察し撮影を行なった。


検出された植物種子の出土表は表２に示しておく。


３．検出された植物種子


１）中世の遺構　


イネ　Oryza sativa L．（図版１-1a：竪穴遺構｛SI-13｝から出土）


　各遺構から出土。果実は長楕円形で腹面の下部に胚があり、側面にやや隆起した縦の稜線がある。出土イネは


1aに示したものがほとんどであるが、その中には2aに示したような狭長未熟の様相を持つものや、3aの煮沸によ


る変形が著しいものが混在する。計測値は1a：長さ5.10㎜、幅2.60㎜、厚さ2.00㎜、2a：長さ3.80㎜、幅1.70㎜、


厚さ0.75㎜、3a:長さ5.30㎜、幅2.30㎜、厚さ1.70㎜


オオムギ　Hordeum vulgare L．（図版１-4a：竪穴遺構｛SI-15｝から出土）


　竪穴遺構（SI-15）、カマド状遺構８（SF-94、50）、SF114から出土。果実は線状長楕円形。腹面には縦溝があり、


背面はほぼ平らで基部に楕円形の胚がある。出土資料のほとんどが被熱で変形し破損が著しい。その中から保存


状態の良いものを図版4aに示した。これらの資料は、腹面に残る穎の剥離の痕跡（1998　椿坂）は観察できなか


ったが粒形の特徴からみて皮性オオムギの形態を示す。計測値は長さ5.00（6.00）㎜、幅3.00㎜、厚さ2.60㎜


コムギ　Triticum aestivum L．（図版１-5a：カマド状遺構｛SF91｝から出土）


　SK-123、カマド状遺構（SF-71、90、91、94、51、106、110、144）から出土。果実は短楕円形。腹面の中央に


は縦溝があり、背面はほぼ平らで背面の下部にはやや円形の胚がある。今回、出土したコムギは5a、6aに示した


ような小型（Ａタイプ）のものと少量であるが7aに示した大型（Ｂタイプ）のものも混在する。小型のコムギは


筆者らのいうエゾコムギの範疇に属するものと判断される（1990　吉崎・椿坂）。大型のコムギについては品種


の違いによるものではないか、と考えている。その他に穂軸も検出されている。比較的状態の良い資料を計測し


表１に示しておいた。計測値は5a：長さ3.90㎜、幅2.40㎜、厚さ2.25㎜、6a：長さ3.80㎜、幅2.90㎜、厚さ2.40㎜、


7a：長さ5.30㎜、幅2.80㎜、厚さ2.30㎜ 　


アワ　Setaria italica（L.）P. Beauv（図版３-19a：竪穴遺構｛SI-15｝から出土。20a：竪穴遺構｛SI-13｝から出土）


第４節　青森市米山（２）遺跡出土の炭化植物種子
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　各遺構から出土。穎果はやや球形。背面には果長の2/3ほどの長さで胚がある。その反対側の腹面には小さな


ヘラ型のヘソがある（1993　椿坂）。穎果は19aに示すように内・外穎のとれた状態で出土しているもの、中には


内穎・外穎が付着した状態の種子も少量混じる（20a）。計測値は19a：長さ1.20㎜、幅1.10㎜、厚さ1.00㎜、20a：


長さ1.80㎜、幅1.30㎜、厚さ1.10㎜


ヒエ属　Echinochloa Beauv．（図版３-21a：カマド状遺構｛SF-71｝から出土。22a23a：竪穴遺構｛SI-13｝から出土）


　各遺構から出土。穎果は広楕円形。背面には果長の1/2ほどを占める楕円形の大きな胚がある。その反対側の


腹面にはヘラ型状のヘソがある（1993　椿坂）。出土したヒエは変形が著しいが、22aに示す栽培型ヒエ　Echi-


nochloa utilis Ohwi et Yabunoとして分類される（Ａタイプ）。中には23aに示したやや狭長、胚が大きく腹部の膨


らみが少ないタイヌビエ　E. crus-galli var. oryzicola Ohwiに類する形態も少量混在する（Ｂタイプ）。しかし、形


態からの分類には限界があり、今後は分子レベルでの分類を試みたいと考えている。比較的状態の良い資料を計


測し表１に示しておいた。計測値は21a：長さ2.30㎜、幅1.60㎜、22a：長さ1.70㎜、幅1.45㎜、厚さ1.00㎜、23a：


長さ2.40㎜、幅1.50㎜、厚さ0.85㎜


キビ　Panicum miliaceum L．（図版３-24a、25a：土坑墓？｛SK-119｝から出土）


　竪穴遺構（SI-15、18）、炭化物集中（SC-01）、土坑墓？（SK-119）、カマド状遺構（SF-53、93）から出土。穎


果はやや球形または広卵形。背面には果長の1/2ほどの胚があり、その反対側の腹面にはヘラ型状のヘソがある（1993


　椿坂）。検出された資料のほとんどは25aに示す穎果（内・外穎のとれた状態）の状態で出土しているが、中に


は内穎・外穎が付着した種子も少量混じる（24a）。計測値は24a：長さ3.60㎜、幅1.60㎜、25a：長さ2.00㎜、幅


1.55㎜、厚さ1.30㎜


ソバ　Fagopyrum esculentum Moench．（図版２-11：火葬墓？｛Sc-04｝から出土）


　竪穴遺構（SI-13）、火葬墓？（SC-04）、カマド状遺構（SF-53）から出土。痩果は卵状三稜形で先端は鋭く尖る。


普通ソバの形態を示す。計測値は長さ3.50㎜、幅3.30㎜


シソ属　Perilla L．（図版２-12a：竪穴遺構｛SI-12｝から出土）


　竪穴遺構（SI-12）から出土。種子は扁平球形でその表面に大きな網目状の模様がある。この形態を持つ種子


にエゴマ Perilla frutescens var. japonicaとシソ　Perilla frutescens var. japonicaがある。両者とも形


態と表皮の構造が類似している部分が多く分類は困難である。計測値は長さ1.60㎜、幅1.20㎜、厚さ1.10㎜


アサ　Cannabis sativa L. （図版２-13：土坑墓？｛SK-119｝から出土）


　炭化物集中（SC-01）、土坑墓（SK-119）、カマド状遺構（SF-67）から出土。種子は広楕円形。腹面に縦に２条


の稜角がある。種皮の表面は平滑である。計測値は長さ3.50㎜、幅2.70㎜


　アサは、純粋に栽培したものか、集落や耕地周辺に半野生状態にあったのかの判断はつかない。しかし、アサ


の若葉や種子は食用になるし、油脂植物としても利用され、繊維植物としてもよく知られている


　これまでの出土状況から栽培植物種子は炭化状態の出土を示すものが多い。おそらく当該植物の利用方法の差


に関係するらしい。


マメ科　LEGUMINOSAE（図版２-14a、15a、16、17：土坑墓？｛SK-119｝から出土。18a：竪穴遺構｛SI-14｝から出土）


　14aの資料：竪穴遺構（SI-13、14）、炭化物集中（SC-01）、土坑墓？（SK-1199）、カマド状遺構（SF-88）から


出土。種子は長楕円形。腹面には種子長軸に対して2/3ほどの広線形で平坦な形をしたヘソがある。子葉の中の


初生葉が観察され、これらの特徴からアズキ　Vigna angularis Ohwi et Ohashiと判断される。計測値は長さ5.40


㎜、幅3.70㎜、厚さ3.60㎜


　15a、16、17の資料：竪穴遺構（SI-13、15、18）、土坑墓？（SK-1199）から出土。資料は種子長軸に対してや
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米山（２）遺跡Ⅴ 


や中央部下に楕円形の形をしたヘソがある。いずれの資料も被熱による変形が著しいが、ヘソの剥離痕とヘソの


位置からみてダイズ　Glycine max（L.）Merr.と判断される。計測値は14a：長さ6.70㎜、幅5.00㎜、16：長さ7.30㎜、


幅4.90㎜、17：長さ7.50㎜


　18aの資料：竪穴遺構（SI-14）、土坑墓？（SK-119）、カマド状遺構（SF-91）から出土。種子は扁平卵形で腹


面の下部近くに円形の小さなヘソがある。このような特徴からハギ属　Lespedeza Michx.に分類される。ハギ属


種子は形態の類似した種類が多いため詳細な分類は困難である。計測値は長さ2.90㎜、幅1.90㎜、厚さ1.40㎜


イネ科　GRAMINEAE（図版３-26a：SI-06のカマド構築材左袖から出土）


　竪穴遺構（SI-13、14）、火葬墓？（SK-123）、土坑（SK201）、カマド状遺構（SF-94）から出土。種子は長卵形


で先が尖る。背面の下部には楕円形の胚があり、腹面の下部に小さなヘソがある。エノコログサ属 Setaria Beauv.


に似るがイネ科種子は形態の類似した種類が多いため詳細な分類は困難である。計測値は長さ1.70㎜、幅0.95㎜、


厚さ0.60㎜


ホタルイ属　Scirpus L．（図版３-27：竪穴遺構｛SI-13｝から出土）


　竪穴遺構（SI-13、14、15、18）、炭化物集中（SC-01）、土坑墓？（SK-119）、火葬墓？（SK-123）、カマド状遺


構（SF-53、70、71、90、93）から出土。種子は扁平倒卵形で背面は外湾し腹面は扁平である。形態の特徴から


はホタルイ　Scirpus hotarui Ohwi：、サンカクイ　Scirpus triqueter L.、カンガレイ　Scirpus triangula-


tus Roxb.に似るがホタルイ属種子は形態の類似した種類が多いため、詳細な分類は困難である。計測値は長さ


1.90㎜、幅1.25㎜、厚さ0.70㎜　


タデ科　POLYGONACEAE（図版３-28：竪穴遺構｛SI-13｝から出土）


　竪穴遺構（SI-13、14、18）、土坑墓？（SK-119）、カマド状遺構（SF-50、88)から出土。痩果は扁平レンズ形


を示す。タデ科種子は類似する形態が多いため詳細な分類は困難である。計測値は長さ1.75㎜、幅1.20㎜、厚さ


0.70㎜


アカザ属　Chenopodium L．（図版３-29：竪穴遺構｛SI-15｝から出土）


　竪穴遺構（SI-13、14、15、18）、火葬墓？（SC-04）、土坑墓？（SK-119）、火葬墓？（SK-123）、土坑（SK-201）、


カマド状遺構（SF-50、51、53、70、94）からすべて酸化した状態で出土。種子は扁平球形。側面には嘴状に突


出したヘソがある（写真資料の左側）。計測値は長さ1.10㎜、幅1.10㎜、厚さ0.50㎜


エノキグサ属　Acalypha Linn．（図版３-30：竪穴遺構｛SI-13｝から出土）


　竪穴遺構（SI-13、18）、炭化物集中（SC-01）、火葬墓？（SC-04）、土坑墓？（SK-119）、火葬墓？（SK-123）、


焼成土坑（SK-128）、カマド状遺構（SF-52、53、60、70、88、94、112）からすべて酸化した状態で出土。種子


は卵形。頂端円形で下端が尖る。計測値は長さ1.60㎜、幅1.20㎜


キランソウ属　Ajuga Linn．（図版３-31：竪穴遺構｛SI-16・17｝から出土）


　竪穴遺構（SI-16・17）、炭化物集中（SC-01）、火葬墓？（SC-04、SK-123）、土坑墓？（SK-119）、カマド状遺


構（SF-60）からすべて酸化した状態で出土。種子は狭倒卵形で基部のほうに細くなる。背面は内側に曲玉状に


湾曲する。種皮表面には大きな網目模様がある。計測値は長さ1.70㎜、幅1.00㎜、厚さ0.90㎜


マタタビ属　Acctinidia Lindl．（図版３-32：竪穴遺構｛SI-13｝から出土）


　竪穴遺構（SI-13）から出土。種子は長楕円形。種皮には凹点による網目模様がある。この仲間にはマタタビ


Actinidia polygama Planch. et Maxim.とサルナシ　Actinidia arguta Planch.があるが、両者の種子は形態と表面組


織がきわめて良く似ている。しかし粒形の特徴からはサルナシ　Actinidia arguta Planch.であろう。計測値は長さ


1.60㎜、幅1.00㎜、厚さ0.75㎜
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ニワトコ属　Sambucus L．（図版３-33：火葬墓？｛SC-04｝から出土）


　火葬墓？（SC-01、04、SK-123）、土坑墓？（SK-119）からすべて酸化した状態で出土。種子は狭楕円形。背面


は円みがあり、腹面は鈍稜をなす。種皮は皺状に隆起した模様があり粗面である。これらの特徴からニワトコ


Sambucus racemosa L.と判断される。だだし、日本では本州北部から北海道の林中にエゾニワトコS.buergeriana


var.miquelii（Nakai）Haraが分布するという。計測値は長さ2.40㎜、幅1.20㎜、厚さ0.70㎜。


ヒルガオ属　Calystegia R. Br（図版３-34：火葬墓？｛SC-04｝から出土）


　火葬墓？（SC-04）から出土。種子は倒卵形背面はやや隆起し丸く、腹面は窪み大きなヘソがある。これらの


特徴からヒルガオ属と判断される。形態の類似した種類が多いため、詳細な分類は困難である。計測値は長さ


3.80㎜、幅2.80㎜


サンショウ属　Zanthoxylum L．（図版３-35：火葬墓？｛SK-123｝から出土）


　竪穴遺構（SI-13）、火葬墓？（SK-123）から酸化した状態で出土。種子は広卵形で表面には網状の模様がある。


腹面の一端から先端までは稜状でその下部に凹んだヘソがある。これらの特徴からサンショウ　Zanthoxylum pi-


peritum DC.と判断される。計測値は長さ3.80㎜、幅2.90㎜　


ブドウ科　VITIDACEAE（図版３-36a：竪穴遺構｛SI-13｝から出土）


　竪穴遺構（SI-13）、炭化物集中（SC-01、04）、土坑墓（SK-119）、カマド状遺構（SF-94）から出土。堅果は広


倒卵形、背面は円みがあり、倒へら形の凹みがある。腹面の中央に稜をなす。稜の両側に針形の凹みがある。ブ


ドウ属で形態の類似した種子にヤマブドウ　Vitis coignetiae Pulliat、サンカクズル　Vitis flexuosa Thunb.、エ


ビヅル　Vitis ficifolia Bunge var. lobata、などがあるが、形態の特徴からヤマブドウ　Vitis coignetiae Pulliat


であろう。計測値は長さ4.60㎜、幅3.80㎜,厚さ2.90㎜


　その他にアワと思われるが、被熱による変形と破損が著しく分類することができなかった資料を不明ミレット


として扱った。また不明として扱った資料は、保存状態が悪いため分類できなかったものである。


　また、井戸跡から検出された資料は表２-３に示したように、栽培植物、水田・畑地雑草、木本類が検出され


ている。そのほとんどは酸化状態の出土である。その中でアブラナ科とナス科の種子は栽培種子の可能性が高い。


両種子は形態の類似するものが多いため詳細な分類は困難であるが、アブラナ科の種子については蕪の可能性も


考えられる。


２）縄文時代後期


　検出された植物遺体はタデ科とクルミ属の内果皮片、保存状態が悪いため分類できなかった不明種子のみであ


った。


４．若干のコメント


　中世の各遺構から検出された資料は、栽培種子のイネ、コムギ、アワ、ヒエ属、キビ、ソバ、シソ属、アサ、


アズキ、ダイズ、アブラナ科、ナス科の組成で、その中でイネ、アワ、ヒエ属、コムギ、ダイズなどが多かった。


草本種子では水田雑草、畑地雑草などが出土。木本類はサンショウ属、スモモ、トチノキが検出された。


　検出された栽培植物は古代から存在していたものばかりである。その中でヒエ属は平安時代の遺跡から検出さ


れている栽培型のヒエ　Echinochloa utilis Ohwi et Yabunoとタイヌビエ　Echinochloa crus-galli var. oryzicolaに類


する組成で出土（1998　吉崎・椿坂）。コムギについては小型のタイプ（図版１-5a6a）と大型タイプの二種類が


検出されている（図版１-7a）。小型のコムギは一般に、古代から存在していたエゾコムギ（または古代コムギ）


としてグルーピングされている品種で、きわめて小型である。大型タイプのコムギはエゾコムギよりもスレンダ
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表１　出土炭化種子の計測表


コムギ計測表 コムギ計測表


Ａタイプ SF-91 Ｂタイプ SF-94
No. L(mm) W(mm) T(mm) No. L(mm) W(mm) T(mm)


1 4.10 2.60 2.00 1 5.10 2.60 2.20


2 3.50 1.90 1.85 2 4.60 2.65 1.85


3 4.30 2.35 1.80 3 4.70 2.30 1.70


4 4.20 2.50 1.70 4 4.90 2.80 1.70


5 4.20 2.80 2.50 5 4.40 2.55 2.30


6 4.50 2.80 2.30 6 5.00 2.75 2.20


7 4.40 2.70 2.10 7 4.20 2.10 1.70


8 4.10 2.90 2.20 8 5.20 2.50 2.10


9 4.00 2.80 2.00 9 4.90 2.70 2.20


10 3.70 2.50 2.30 10 5.20 2.65 2.10


11 4.60 2.60 2.40 平均 4.82 2.56 2.01


12 4.00 2.40 1.80 分散 0.10 0.04 0.05


13 3.80 1.90 1.70 標準偏差 0.34 0.21 0.24


14 4.40 1.85 2.20


15 3.90 2.35 1.80


16 4.30 2.80 2.30


17 4.50 2.85 2.20


18 4.30 2.70 2.00


19 4.20 2.75 2.50


20 4.25 2.75 1.85


21 3.95 2.40 2.10


22 4.30 2.65 2.30


23 4.70 2.60 2.00


24 3.80 2.30 1.85


25 4.10 2.40 2.05


26 4.00 2.90 2.40


27 4.10 2.10 1.60


28 3.90 2.50 2.10


29 4.40 2.60 1.90


30 3.80 2.40 1.90


平均 4.14 2.52 2.06


分散 0.08 0.08 0.06


標準偏差 0.28 0.29 0.25


ヒエ属計測表 ヒエ属計測表


Ａタイプ SK-119 Ｂタイプ SK-119


No. L(mm) W(mm) T(mm) No. L(mm) W(mm) T(mm)


1 1.85 1.70 1.10 1 2.50 1.70 1.15


2 1.70 1.50 0.95 2 2.40 1.60 0.90


3 1.90 1.50 0.90 3 2.40 1.65 1.00


4 2.00 1.60 1.00 4 2.00 1.50 0.90


5 1.80 1.65 1.25 5 2.20 1.50 0.85


6 1.90 1.55 1.10 6 2.20 1.45 1.00


7 1.70 1.45 1.00 7 2.00 1.50 1.00


8 1.70 1.40 0.80 8 2.30 1.45 0.90


9 1.60 1.40 0.85 9 2.20 1.50 0.90


10 1.85 1.60 1.05 10 2.30 1.45 1.00


11 1.85 1.60 0.90 平均 2.25 1.53 0.96


12 1.75 1.70 0.90 分散 0.02 0.01 0.01


13 1.85 1.55 1.00 標準偏差 0.16 0.09 0.09


14 1.95 1.75 1.15


15 1.90 1.65 1.10


16 1.85 1.65 1.10


17 1.90 1.60 1.00


18 1.80 1.50 1.00


19 2.10 1.80 1.10


20 1.80 1.65 0.85


21 1.70 1.50 1.05


22 1.95 1.80 0.95


23 1.50 1.20 0.80


24 2.10 1.70 1.20


25 1.90 1.65 1.10


26 1.80 1.45 0.90


27 2.10 1.80 1.15


28 2.00 1.60 1.05


29 1.80 1.65 1.05


30 1.85 1.75 0.90


平均 1.85 1.60 1.01


分散 0.02 0.02 0.01


標準偏差 0.14 0.14 0.12


米山（２）遺跡Ⅴ 


ーで大きい。このタイプはこれまで確認されていないので、資料数を増加して詳細に検討する必要があろう。大


型コムギは中・近世のある段階で置き換わったらしい。その変化が、何時、どこで起きたのかは、はっきりして


いないので大変興味ある問題である。


　カマド状遺構の用途について屋外厨房、鍛冶関連遺構、麻蒸と灰取り施設などの視点で提示を試みている（2003


青森県教育委員会）。今回、カマド状遺構から種子検出を試みたが、その出土状況は古代から検出される種子組


成と変わらず、前述の仮説を実証できる手がかりは得られなかった。こうした問題を解明するには、できるだけ


複数の手段で確認作業を実施することが必要と感じる。


引用文献


椿坂恭代1993：アワ・ヒエ・キビの同定「先史時代と関連科学」261-281　吉崎昌一先生還暦記念論文集　


吉崎昌一・椿坂恭代1989：サクシュコトニ川遺跡出土植物遺存体の再検討資料　


「北大構内の遺跡［７］」付篇-２，21-26　北海道大学


1998：青森県高屋敷館遺跡出土の平安時代の植物種子「高屋敷館遺跡」370-384，図１-４


青森県埋蔵文化財調査報告書第243集　青森県教育委員会


2003：青森県教育委員会「宮田館遺跡Ⅲ・米山（２）遺跡」105-111　青森県埋蔵文化財調査報告書　第344集







―　163　― 


表
２


−
１


　
青


森
市


米
山
（


２
）
遺


跡
炭


化
種


子
出


土
表







―　164　― 


表
２


−
２


　
青


森
市


米
山
（


２
）
遺


跡
炭


化
種


子
出


土
表


表
２


−
３


　
青


森
市


米
山
（


２
）
遺


跡
植


物
種


子
出


土
表


ー
井


戸
跡


ー







―　165　― 


第５章　理科学的分析結果 







―　166　― 
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表１　米山（２）遺跡から出土した種実類


井戸跡出土種子写真（傍線は10㎜）


ウリ（メロン仲間）


ウメ アンズ


米山（２）遺跡Ⅴ 


はじめに


　第62号井戸跡（15世紀中〜後半）の覆土を回収し、種実類の抽出を目的として水洗選別を行った。炭化した種


実類については、本節で椿坂恭代氏が同定を行っているため、ここでは未炭化の種実類を中心に同定を行った。


結　果


　出土した種実類を表１にまとめた。人為的に廃棄


または遺棄されたと思われる種実類は、アンズ、ヒ


ョウタン仲間、ウリ（メロン仲間）である。アンズ


は中国原産、ヒョウタン仲間はアフリカ、東南アジ


ア原産とされている。ウリ（メロン仲間）は種子の


形態からマクワ・シロウリの仲間で、中国か韓国が


原産とされる。これらはいずれも史前帰化植物とされ、


人によって日本に持ち込まれたと考えられている。


　その他、スゲ属、ホタルイ属、タデ科、ツリフネ


ソウなど湿地に生育する植物の種子が多く出土して


いることから、井戸廃絶後に内部にこれらの植物が


生育していたか、周辺の環境がじめじめしていたこ


とが推測される。


ウリ（メロン仲間）種子について


　第62号井戸跡から出土したウリ種子（Cucumis 


melo L.）は長さ8.2㎜、幅4.2㎜である。藤下典之（藤


下：2008）によると、ウリ種子は弥生時代に中国あ


るいは韓国から持ち込まれたとされる。東北地方で


は、宮城県多賀城跡（古代）、秋田県矢立廃寺跡（古代末〜中世初頭）、


などの古代〜中世にかけての遺跡から出土していた。北海道・青森・


岩手で出土例がなかったのは、生育温度の問題だと考えられていた


が、近年岩手県柳之御所跡や、米山（２）遺跡（第433集報告SE-16）


からの出土例が報告され、生育温度には問題がなかった可能性も考


えられる。東北地方でウリ種子が出土する遺跡は今のところ官衙跡・


館跡等に限られているが、その時間的・空間的な広がりについては、


低地における該期集落の検出例が増加していることから、今後再検


討する余地がある。米山（２）遺跡にウリ種子がどのようにもたらさ


れたかも、その過程で明らかになることであろう。


（伊藤由美子）


（参考文献）


藤下典之　2008　メロン（Ⅳ）メロン仲間の系譜，日本への渡来　


日本食品保蔵科学会誌VOL.34 №２


付記　米山（２）遺跡第62号井戸跡から出土した種実類
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表１　調査資料


表２　断面観察結果


写真NO.1　内面断面写真(×400)


写真NO.2　内面断面写真(×800)


写真NO.3　外面断面写真(×400)


※３枚の写真は表記の倍率で撮影したものを50％縮小している


㈱吉田生物研究所


１．はじめに


　青森県に所在する米山（２）遺跡から出土した漆器１点について、その製作技法を明らかにする目的で塗膜構造


調査を行ったので、以下にその結果を報告する。


２．調査資料


　調査した資料は、表１に示す中〜近世の漆器１点である。


３．調査方法


　表１の資料本体の内外面から数㎜


四方の破片を採取してエポキシ樹脂


に包埋し、塗膜断面の薄片プレパラ


ートを作成した。これを落射光ならびに透過光の下で検鏡した。


４．断面観察結果


　塗膜断面の観察結果を表２に示す。


塗膜構造：下層から木胎、下地、漆層という構造をとる。


下地：内外両面とも褐色の柿渋に木炭粉を混和した炭粉渋下地であ


った。


漆層：全面が赤色の内面には、下地の上に赤色漆を１層、その上に


は透明漆１層が認められた。この透明漆層には、上面から、層向


と直交する方向にⅤ字形の大きな溝が多数存在する。黒色地に赤


色で文様が施された外面には、下地の上に透明漆１層、その上に


文様部の赤色漆、最上層に透明漆１層が観察された。最上層の透


明漆には、上面から、大きなⅤ字形の溝が入っている。


５．摘要


　青森県に所在する、米山（２）遺跡から出土した、漆椀１点の塗膜


構造調査を行った。


　全面が赤色の椀の内面には、下地の上に赤色漆１層、最上層に透


明漆１層が認められる。


　全面が黒色で、その上に赤色で文様が施された外面には、下地の


上に透明漆１層、赤色漆１層、透明漆１層が認められる。


　赤色漆層には、赤色顔料として朱の混和が認められる。


　内外両面ともに、最上層の透明漆層には、上面から層向と直交方


向にⅤ字形の大きな溝が多数走る。これは劣化によるものである。


第５節　青森県米山（２）遺跡出土漆器の塗膜構造調査


内面は全面が


には焦げた


漆層構造


塗膜構造（下層から）


混和材
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表１　調査資料の概要


遺構名 層位


1a 礫片


1b 赤褐色物質


2 塊状資料 NO20


3 塊状資料 NO35


4 羽口片 覆土


No. 資料名
検出遺構


注1）No.は分析番号、検出遺構、
資料番号、資料名は青森県埋蔵文
化財調査センター・茅野嘉雄氏に
よる。


井戸内
（SK-123b）


-


SX-1


米山（２）遺跡Ⅴ 


岩手県立博物館　赤沼　英男


１　はじめに


　青森県青森市宮田地区に所在する米山（２）遺跡は、青森県新総合運動公園建設事業に伴い、平成18年度に発掘


調査された遺跡である。調査の結果、中世と推定される井戸跡や機能不明の遺構（SX-1）が確認された。井戸跡（SK-


123b）の中からは表面の一部が赤褐色を呈する礫が、SX-1遺構からは茶褐色を呈する塊状資料、溶融または部分


溶融し、内面が黒褐色を呈する粘土状資料、および砥石などが検出された。


　井戸跡から検出された礫片は使用目的を果たした後、井戸に廃棄されたものと推定される。表面が赤褐色を呈


する理由として、加熱した固体鉄を鍛打し、目的とする器形へ造形する際に、台石表面に酸化鉄が固着した可能


性が考えられた。SX-1遺構から出土した塊状資料は錆化した鉄塊または鉄滓、粘土状資料は羽口片と推定された


が、肉眼観察だけで、上記資料およびその成因を特定することは困難とされた。


　出土資料の成因を推定するうえで有益な情報を得る手段の一つに、出土資料の自然科学的調査がある。以下で


は、米山（２）遺跡から検出された礫片、塊状資料、および粘土状物質の自然科学的調査結果を報告する。


２　調査資料


　自然科学的調査を実施した資料は、表１に示す４資料である。№1aは礫の赤褐色を


呈する表面部分から採取した礫片、№1bは礫表面の赤褐色物質、№２および№３は赤


褐色を呈する塊状資料、№４は羽口片である。既述のとおり、№１の調査目的は、固


体鉄を加熱・鍛打した際に使用された台石の可能性を検討すること、№２・№３につ


いては塊状物質の組成を明らかにすること、№４については粘土状物質の成因を確認


することである。


３　調査試料の摘出


礫本体からの調査試料の摘出は、青森県埋蔵文化財調査センター・茅野嘉雄氏によって行われ、赤褐色を呈す


る礫片（№1a）および礫表面の赤褐色物質（№1b）が岩手県立博物館に送付された。№２・３については残存状


況が良好と判断された部位から、ダイヤモンドカッターを装着したハンドドリル（以下、ハンドドリルという）


で、約0.5ｇの試料が摘出された。摘出した試料をさらに２分し大きい方を組織観察に、小さい方を化学成分分


析に供した。試料摘出位置は図２に示すとおりである。№４については肉眼観察によって、他の部位に比べ溶融


または部分溶融していると判断された部分にハンドドリルでＶ字形の切り込みを入れ、試料を切り出した（図３）。


切り出した試料をさらに２分し、それぞれを化学成分分析および組織観察に供した。


４　調査方法


　組織観察用試料はエポキシ樹脂に埋め込み、エメリー紙、ダイヤモンドペーストを使って研磨した。各試料の


研磨面を金属顕微鏡で観察し、№1aについては礫本体および表面に固着する物質を、№1bおよび№４については


残存する鉱物相をエレクトロン・プローブ・マイクロアナライザー（EPMA：日本電子株式会社・JXA 8100）で分


析した。№２・３については研磨面全域をEPMAで観察した。


第６節　米山（２）遺跡出土資料の自然科学的調査結果
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表２　No.1a・No.1b・No.4から摘出した試料に見出された鉱物相のEPMAによる分析結果


化学組成(mass%)


Reg. M.C. Na2O K2O MgO CaO Al2O3 TiO2 SiO2 V2O5 FeO ZrO2 MnO Cr2O3 P2O5


No.1a 1 Pl 3.84 0.07 0.03 13.23 30.37 0.01 51.42 <0.01 0.56 <0.01 <0.01 <0.01 0.02 99.55


Gl1 2.15 6.21 0.09 1.31 16.02 0.29 68.64 <0.01 5.13 0.04 0.12 0.02 0.04 100.06


Gl2 1.13 4.56 0.04 0.17 10.77 0.18 76.20 <0.01 4.16 0.11 0.09 <0.01 0.01 97.41


Qtz1 0.10 <0.01 <0.01 0.02 0.28 0.03 95.59 <0.01 0.25 0.03 <0.01 <0.01 <0.01 96.30


Qtz2 0.01 0.02 0.02 <0.01 0.09 0.02 96.19 <0.01 0.32 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 96.65


Gl1 1.36 4.62 0.24 0.30 19.69 0.01 70.52 0.04 <0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 96.79


Pl1 10.59 0.01 <0.01 1.82 21.21 <0.01 66.01 <0.01 0.17 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 99.81


注1)Regは定量分析箇所(No.1aは図１b1、No.1bは図1d1、No.4は図３に対応)。


注2)Qtz1・2：石英、Pl・Pl1：斜長石、Gl1・2：火山ガラス片。


total
Spot


No.


No.4


No.1b 1


2


　№２−№４の化学成分分析用試料は表面に付着する土砂をハンドドリルで丹念に削り落とし、エチルアルコー


ル、さらにアセトンで超音波洗浄した。試料を130℃で２時間以上乾かし、メノー乳鉢で粉砕した後、テフロン


分解容器に秤量し、塩酸、硝酸、およびフッ化水素酸を使って溶解した。溶液を蒸留水で定溶とし、T.Fe（全鉄）、


Cu（銅）、ニッケル（Ni）、コバルト（Co）、マンガン（Mn）、リン（P）、チタン（Ti）、ケイ素（Si）、モリブデン（Mo）、


カルシウム（Ca）、アルミニウム（Al）、マグネシウム（Mg）、バナジウム（V）、砒素（As）、およびいおう（S）


の15元素を高周波誘導結合プラズマ発光分光分析法（ICP-AES法：パーキンエルマー株式会社　Optima 4300）で


分析した。


５　調査結果および考察


５−１　№１の組織観察結果


　№1aのマクロ組織（図1a1）には構成鉱物が明瞭に映し出されている。溶融または部分溶融した組織はみられ


ない。マクロ組織Reg.1内部のEPMAによる反射電子組成像（BEI）には灰色鉱物（Pl）が観察され、その周辺に金


属光沢を呈する粒子が点在する（図1b1）。EPMAによる定量分析結果（表２）および含有元素濃度分布のカラーマ


ップによって、Plは斜長石、金属光沢を呈する粒子はFe-Ti-Al-O系鉱物であることがわかった（図1b2）。マクロ


組織Reg.2内部にはFe-Si-Al-O系の粘土状物質が固着しているものの（図1c1）、酸化鉄の固着はみられない。図


1c2の反射電子組


成像には灰色領域


（Gl1・Gl2）が観察


され、EPMAによる


定量分析によって


火山ガラス片であ


ることがわかった


（表２）。№１の


赤褐色を呈する部


分には火山灰が固着している。№１の構成鉱物は斜長石の他、緑レン石、および石英などである。№１は風化し


た安山岩で、表面には局所的に火山灰が固着している
2)
。鉄錆の付着はみられず、被熱の影響も受けてはいない。


№１の使用中、あるいは井戸内に廃棄された後、何らかの理由で礫の一部が赤褐色に変色したものと考えられる。


　井戸内からは赤褐色を呈する礫がもう一個検出されている。赤褐色部分は固くしまっていて、カッターによる


摘出は困難であったという
1)
。当該資料は台石の可能性がある。№１と同様の方法で、鉄錆付着の有無を確認す


る必要がある。


５−２　№２・３の組成


　№２および№３から摘出した試料はいたるところに空隙や亀裂がみられ、土砂が混在している。それぞれの試


料から摘出した試料のマクロ組織Reg.1内部のEPMAによる反射電子組成像から明らかなように、当該資料は鉄錆


によって構成されている（図２）。鉄滓組織はみられない。№２および№３はともに鉄塊で、何らかの理由で利


用不能と判断され廃棄された後、錆化が進んだと思われる。錆化前の地金組織を推定できる領域、および非金属


介在物は見出されなかった。


第５章　理科学的分析結果 
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米山（２）遺跡Ⅴ 


図１　№１の組織観察結果


a1：№１の断面マクロ組織。b1・b2：マクロ組織 Reg.１内部のEPMAによる反射電子


組成像（BEI）と含有元素濃度分布のカラーマップ。c1：マクロ組織 Reg.２内部の


EPMAによる反射電子組成像（BEI）。c2：№４表面に固着する赤褐色物質のEPMAによ


る反射電子組成像（BEI）。Gl1・Gl2：火山ガラス片、P1：斜長石。
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図２　№２・№３の組織観察結果


組織観察試料は外観の矢印を付した部分から摘出。EPMAによる反射電子組成像（BEI）


はマクロ組成 Reg.１内部。


第５章　理科学的分析結果 
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米山（２）遺跡Ⅴ 


図３　№４の組織観察結果


組織観察試料は外観の矢印を付した部分から摘出。EPMAによる反射電子組成像（BEI）


はマクロ組成 Reg.１、Reg.２内部。Reg.１下段の反射電子組成像は上段の Reg.１内部。


XTはFe-Ti-Al-O系化合物、IOはFe-Al-O系化合物、Qtz・Qtz1・Qtz2：酸化ケイ素（石


英と推定される）、Pl1：斜長石、Gl1：火山ガラス片。
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表３　No.２・３の分析結果


化学組成(mass%)


T.Fe Cu Ni Co Mn P Ti Si Mo Ca Al Mg V As S


2 35.40 <0.001 0.001 <0.001 0.017 0.16 0.097 11.2 0.004 0.295 2.43 0.267 <0.001 <0.01 0.103 no no


3 39.24 <0.001 0.001 0.001 0.019 0.14 0.108 11.9 0.004 0.360 2.94 0.317 <0.001 <0.01 0.027 no no


注1) No.は表1に対応。化学成分分析はICP-AES法による。


注2) noは見出されず。n.m.i.は非金属介在物組成。


n.m.i.ミクロ組織No.


表４　№４の分析結果


化学成分(mass％)


T.Fe Cu Mn Ni Co P Ti Si Ca Al Mg Mo As S V


4 7.26 0.002 0.119 0.003 0.001 0.058 0.509 31.2 0.633 10.4 1.19 0.011 <0.01 <0.001 0.012 （IO、XT、Qtz）、（Qtz,Pl,Gl)


注1）No.は表１に対応。化学成分分析はICP-AES法による。


注2）IO：Fe-Al-O系化合物、XT：Fe-Ti-Al-O系化合物、Qtz：酸化ケイ素(石英と推定される)、Pl：斜長石、Gl：火山ガラス片。


No. 鉱物組成


　表３は№２・３から摘出した試料の化学成分分析結果である。№２のT.Feは35.40mass％、№３のT.Feは


39.24mass％、Si、Alはそれぞれ11−12mass％、2-3mass％で、相当に錆化が進んだ試料である。上述の組織観察


結果とよく整合する。


５−３　№４の組成


　№４は羽口先の一部である。外面は黒褐色を呈しガラス化していて、発泡している。内面は赤褐色を呈してい


る。外観に示すSa1部から摘出した試料は全面が溶融または部分溶融している。マクロ組織Reg.１内部のEPMAに


よる反射電子組成像は、ガラス化した領域の中に酸化ケイ素（Qtz：石英と推定される）（表２、図３）、Fe-Ti-


Al-O系化合物（XT）、およびFe-Al-O系化合物（IO）が点在する組織によって構成される。マクロ組織Reg.２内部


には酸化ケイ素（Qtz１・２：石英と推定される）、斜長石（Pl1）および火山ガラス片（Gl1）がみられ、それら


は部分溶融している。№４は火山ガラス片を含む物質を素材として製作されている。局所的に点在する微細な


Fe-Al-O系化合物（酸化鉄を主成分とする）は、鉄関連の操作に伴って析出した可能性がある。析出する微細酸


化鉄が鉄浴の再酸化に起因するとすれば、銑鉄の脱炭による鋼製造時での使用を考えることができる。当該操作


実施の有無については、鉄関連炉跡の検出状況や、関連資料を調査し確認する必要がある。


　表４は羽口先から摘出した試料の化学成分分析値である。T.Feは7.26mass％、Tiは0.509mass％、Si、Alはそ


れぞれ31.2mass％、10.4mass％で、Si、Alを主成分とする。№４は溶融または部分溶融した炉壁片で、局所的に


微細な酸化鉄粒子や鉄チタン酸化物が析出している。


　以上の調査から、№１は火山灰が固着した風化安山岩、№２・３は鉄錆塊、№４は鉄関連の操作に伴って使用


された羽口先の一部であることが明らかとなった。№２−№４が検出されたSX-1遺構は、鉄関連の生産活動に伴


って使用された設備または生成物のうち、利用不能と判断されたものの廃棄場所として使用された可能性が高い。


№２−№４の検出は、中世に米山（２）遺跡において、鉄に関する生産活動が実施されていたことを示している。


当該遺跡の継続調査で検出された鉄滓をはじめとする他の資料の調査によって、遺跡内における生産活動内容を


より明確にすることができるにちがいない。


註


１）米山（２）遺跡を発掘調査された青森県埋蔵文化財調査センター・茅野嘉雄氏からのご教授による。


２）№１の岩石・鉱物学的鑑定は、岩手大学教育学部・土谷信高教授による。
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表１　調査資料一覧


No. 遺物名 出土位置 概 要


1 銅鏡 SK119 直径約9.5㎝。和鏡（菊花散双鳥鏡）。


2 古銭 SP452 至和元寶？。


3 古銭 ⅤD245 元祐通寳。


4 古銭 ⅣR220 至和通寳。5とさしの状態で出土。


5 古銭 ⅣR220 紹聖元寳。


6 古銭 ⅣR220 破片のため判読できない。


表２　成分分析結果表


No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6
Na ― ― ― ― ― 0.36
Mg ― ― ― ― ― 0.74
Al ― 2.7 0.46 1.3 0.48 5
Si ― 6.4 2.1 3 3.9 9.3
Ｐ ― 1.8 0.74 1.6 1.2 2.4
Ｓ 1 ― 0.71 0.36 1.6 0.064
Cl ― 0.76 ― ― ― 0.22
K ― ― ― ― ― 0.46
Fe ― ― 1.2 1.1 1.4 1.6
Cu 90 7.3 18 15 14 15
Rb ― ― ― ― ― 0.043
Ag ― ― ― ― ― 0.26
Sn ― 39 54 46 30 39
Pb 8.9 42 23 30 48 25
Bi ― ― ― 1.7 ― 0.7


元素名
含有率（％）


表３　含有する金属の種類


No. 遺物名 含 有 金 属
1 銅 鏡 Cu（銅）、Pb（鉛）
2 古 銭 Cu、Sn（錫）、Pb
3 古 銭 Fe（鉄）、Cu、Sn、Pb
4 古 銭 Fe、Cu、Sn、Pb、Bi（ビスマス）
5 古 銭 Fe、Cu、Sn、Pb
6 古 銭 Fe、Cu、Rb（ルビジウム）、Ag（銀）、Sn、Pb、Bi


米山（２）遺跡Ⅴ 


㈱吉田生物研究所


１．はじめに


　青森県に所在する米山（２）遺跡から出土した金属製品について、以下の通り成分分析を行ったのでその結果を


報告する。


２．資料


　調査した資料は表１に示す銅鏡１点と古銭５点である。


３．方法


　理学電機工業㈱製の全自動蛍光Ｘ線分析装置


3270E（検出元素範囲Ｂ〜Ｕ）、RIGAKU製の波長


分散型蛍光Ｘ線分析装置 ZSX-PRIMUSⅡによっ


て資料本体に蛍光Ｘ線を照射して分析した。


　


４．分析結果


　下記に成分分析の結果表（表２）、をのせる。この表に


はAl、Si、P、Sなどの土壌成分等が含まれているので、あ


くまで参考資料である。また、含有する金属の種類を表に


示す（表３）。


第７節　青森県米山（２）遺跡出土金属製品の成分分析結果
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奈良　貴史（国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）


澤田　純明（聖マリアンナ医科大学解剖学教室）　　　　　　


緒言


　青森市米山（２）遺跡の中世に比定される土坑４基から、焼骨の小片が多数出土した。これらの骨片は断片化が


著しく、肉眼観察では種の同定が困難であった。こうした微小骨片の鑑定方法として、緻密質の組織形態学的研


究法が知られている。ヒトを含む多くの哺乳類の緻密質はオステオンと呼ばれる円柱構造を主体とし、１個のオ


ステオンは動静脈が通るハバース管とその周囲に同心円状に形成されたハバース層板から構成される。オステオ


ンやハバース管の大きさと分布は動物種類によって相違しており、これを利用した鑑定法は特に法医学分野にお


いて人獣鑑別の一方法として援用されている（山本，1993；Cattaneo et al., 1999）。また、偶蹄目に顕著に発達


する葉状骨など特定の動物に形成される組織構造の有無も、動物種類の識別の根拠として有効である（Enlow


and Brown, 1956-1958；Ricqles市, 1975-1978）。これまで筆者らは、日本列島の人類遺跡から出土した微小骨片


の同定に関して事例報告を蓄積しつつ、研究法の進展に努めてきた（奈良・澤田，2007; 澤田・奈良，2007）。


今回、米山（２）遺跡出土骨片の鑑定にあたり、肉眼観察と併せて、緻密質組織形態の観察と計測に基づいて動物


種類の推定を試みたので、以下にその結果を報告する。


材料と方法


　骨片が出土した遺構はSC04、SC11、SK119、SK123（SK123a）の計4基である。出土骨はすべて長径４㎝以下の


小片で、各遺構から最大でも数十グラムの量が検出されたにすぎない。これらについて肉眼観察による所見を得


た上で、骨組織形態分析用の試料を抽出した。動物種による組織構造の相違は特に四肢長骨の緻密質において顕


著であるので（Jowsey，1966；猪井・他, 1994）、ここでは四肢長骨のものと思われる骨片を分析に用いた。試


料としたのは、SC04から出土した骨片１点（SC04-01）、SC11から出土した骨片２点（SC11-01、SC11-02）、SK119


から出土した骨片１点（SK119-01）、SK123から出土した骨片２点（SK123-01、SK123-02）である（写真１；なお


SK119-01はごく小さいため四肢骨かどうかの判断が困難であったが、同遺構からの出土骨が１点だけであったの


でこれを分析用試料とした）。各試料は、エタノール脱水とスチレン・モノマーによる透徹処理を経た上で、樹


脂（Rigolac-2004とRigolac-70Fを７対３で混合）に包埋した。樹脂が硬化した後、髄腔長軸に対する横断面を


得るように硬組織切断機（SP1600, Leica）で70μm厚に薄切し、プレパラートに封入した。検鏡は光学顕微鏡（Biophot,


Nikon）で行ない、骨組織像をコンピューターに取り込んだ上で画像解析ソフト（ImageJ, National Institutes


of Health）を用いて完形のオステオンとハバース管の周囲長を計測した。


結果と考察


１．肉眼観察所見


SC04


　細片化が著しい四肢骨片が多数遺存する。総重量64ｇである。大きさは骨粉状のものから長径で25㎜程のもの


まであるが、ほとんどは５㎜以下である。いずれも灰白色から白色の色調を呈している。焼成による骨の色調変


化は焼成温度と焼成時間に関係しており、白色の色調は高い温度で長時間焼成されたことを示している（Shipman


et al.，1984；Nicholson，1993）。一部の四肢長骨片に輪状に走る亀裂がみられる。このような四肢長骨の亀裂


第８節　青森市米山（２）遺跡出土微小骨片の肉眼形態学的および古組織学的鑑定報告
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写真１．試料とした出土焼骨
左からSC04-01、SC11-01、SC11-02、SK119-01、SK123-01、SK123-02　　　Scale bar:１㎝


米山（２）遺跡Ⅴ 


は、骨が軟部組織に覆われた状態で焼かれた際に生じることが指摘されている（池田，1981）。したがって、出


土した焼骨群はまだ軟部組織が付着しているときに、高温で長時間焼かれたことが想定されよう。細片化が著し


く肉眼的観察では種の同定には至らなかった。


SC11


　細片化が著しい四肢骨片が多数遺存する。総重量18ｇである。大きさは１㎜程度の砕片から長径で40㎜程のも


のがあるが、ほとんどは10㎜以下である。いずれも灰白色から白色の色調を呈していて、高温で焼かれたと思わ


れる。肉眼的観察では種を確定するには至らなかったが、ヒト以外の動物を積極的に想起させるものは存在しな


かった。


SK119


　長径２㎜程の骨片が１点遺存するだけであり、重量は１ｇにも満たない。白色の色調を呈していて、高温で焼


かれたと思われる。肉眼的観察では種のみならず、部位の同定も困難であった。


SK123


　細片化が著しい頭骨・四肢骨片が多数遺存する。総重量70gである。大きさは骨粉状のものから長径で28mm程


のものがあるが、ほとんどは10mm以下である。いずれも灰白色から白色の色調を呈していて、高温で焼かれたと


思われる。一部の四肢長骨片に輪状に走る亀裂がみられる。エナメル質が剥離している単根性の歯の歯頚部の破


片が１点確認される。肉眼的観察では種を確定するには至らなかったが、ヒト以外の動物を積極的に想起させる


ものは存在しなかった。


２. 骨組織形態観察所見


　試料の骨組織形態は焼成時あるいは土中での埋存過程において劣化していたものの、SC04-01（写真２-１）、
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SC11-01（同２-２）、SC11-02（同２-３）、SK123-01（同２-５）、SK123-02（同２-６）には多数のオステオンが


認められた。鉱物の浸透が強く輪郭の不明瞭な骨組織構造が多いが、これは他の遺跡からの出土火葬人骨の組織


像（写真３-２）に類似することから、焼成を受けた後に埋存した骨に共通する様相なのかもしれない。爬虫類


や鳥類（写真３-６）、海生哺乳類では密集したオステオンが形成されないので、これらの試料は陸生哺乳類のも


のと考えられる。幼齢の個体に形成される一次骨は見当たらない。また、オステオンの発達は骨のリモデリング


が進行していることを示しており、試料はある程度成長の進んだ個体のものと推察される。骨皮質が比較的厚い


ことを鑑みると、いずれの試料もウサギ（写真３-５）などの小動物ではなく、中・大型動物とみなして大過ない。


偶蹄類や奇蹄類などのヒト以外の哺乳類では規則的なオステオンの配列や葉状骨（写真３-４）がしばしばみら


れるが、上記の各試料にそうした構造は認められない。オステオンとハバース管の周囲長を計測したところ、各


試料の周囲長平均値はオステオンが550-660μm、ハバース管が160-200μmの範囲に収まっていた（表１）。計測


可能な骨組織構造が少ないため計測値の解釈は限定的にならざるを得ないが、各試料のオステオンとハバース管


の周囲長平均値が狭い範囲に収斂したことは、これらの試料が一種の動物に帰属する可能性を示唆している。試


料のオステオンは大きく、中・大型陸生哺乳類の中ではヒト、ウシ、ウマなどに相当するが（猪井・他, 1994；澤田・


他, 2001；澤田・百々, 2004）、先述した通り試料には偶蹄類（ウシ）や奇蹄類（ウマ）に特徴的な骨組織構造は


見当たらない。ハバース管の周囲長も大きい値を示したが、一般に大きいハバース管はヒトの特徴とされている


（Jowsey, 1966；Harsanyi, 1993）。以上の所見を総合すると、これらの試料はヒトの可能性が高いといえそうで


ある。


　さらに試料のオステオンの層板


構造を偏光顕微鏡で観察したとこ


ろ、明調な重屈折性のハバース層


板と暗調な単屈折性のハバース層


板がほぼ一定間隔で連続するオステオンが、特に試料SK123-01とSK123-02に多く見られた。こうした構造のオス


テオンはヒトに多く出現するのに対し（写真３-１）、他の動物のオステオンはハバース層板の明暗帯の連続が不


規則あるいは不明瞭なものが多い（写真３-３､３-５）。偏光顕微鏡下のハバース層板の明暗は層板を構成する膠


原線維の走向の違いに基づくことが明らかにされているものの（Ascenzi and Bonnuci, 1968；Giraud-Guille,


1988）、オステオンの層板構造の動物種類による差異についてはまだ詳細に検討されていない。したがってこの


構造に基づく動物種類の識別についてはさらなる検討を要するが、今回の結果をみる限りではハバース層板の様


相からも上記の試料群にヒトに類似した骨が含まれていることが指摘できよう。


　一方、試料のうちSK119-01（写真２-４）にはオステオンなど特徴的な構造は見当たらなかった。SK119-01に


は線維組織や導管が認められるものの、全体として組織形態が不明瞭であるため、動物種類の推定は今のところ


不可能とせざるを得ない。


　


３．火葬儀礼と焼骨


　SC04、SC11、SK123からの検出された骨片の一部は、骨組織形態観察結果からヒトの可能性が高いことが判明


した。これらの遺構から出土した骨片が全てヒトだとすると、骨体の色調や形状から、死後それほど経たないう


ちに高温で長時間焼成されたものと推察された。また、細片化が著しいことから、焼いた後に焼骨を砕くという


民俗例で知られているような行為が存在していた可能性も指摘できる。成人男性の焼骨重量は約２㎏、成人女性


は約1.3㎏とされるが（山口，1983）、本遺跡のいずれの遺構においても検出された焼骨の重量は大幅にこの値を


第５章　理科学的分析結果 


表１　米山遺跡出土骨片の組織形態計測値


Mean SD Mean SD
SC04 SC04-01 26 554.3 101.5 168.0 50.0
SC11 SC11-01 10 659.0 135.8 197.1 81.4
SC11 SC11-02 9 611.1 161.8 178.9 65.3
SK123 SK123-01 23 556.9 116.6 184.9 93.8
SK123 SK123-02 23 577.6 111.2 198.9 62.4


ハバース管周囲長
（μm）出土遺構 試料番号 オステオンの個数


オステオン周囲長
（μm）


′
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写真２．米山遺跡出土焼骨組織像
1: SC04-01　2: SC11-01　3: SC11-02　4: SK119-01　5: SK123-01　6: SK123-02　　　Scale bar: 500μm


米山（２）遺跡Ⅴ 


下回る。焼骨が最も多く出土したSK123でも骨重量は70ｇに過ぎず、本来あるべき骨量のわずかしか遺存してい


ないことになる。一般に焼成した骨はもろくなるが、遺跡から出土する焼骨は強固な状態であることが多い。こ


の現象の理由ははっきりとわかっていないが、高温により融解した無機質が再結晶化する際に水と反応してより


強固な構造に変化したため、あるいは、有機物を含有しないので微生物によって分解されないためと考えられて


いる（Mays，1988）。本遺跡の焼骨は、いずれもよく焼成していることから、ある程度の強度を保っていたと思


われるため、埋存過程でのみ消失したと考えるよりも、埋納あるいは遺棄された当初から少量しかなかったと推
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写真３．比較標本大腿骨組織像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Scale bar: 500 μm
1: ヒト　2: 里浜貝塚出土焼人骨　3: ニホンジカ（オステオン）4: ニホンジカ（葉状骨）5: ウサギ　6: オオハクチョウ


定するほうが蓋然性が高い。遺体を焼いた後に拾骨が行なわれたと思われるが、本遺跡の焼骨が当地で荼毘され


て拾骨された後に取り残されたものなのか、あるいは別のところで荼毘に付された焼骨の一部が持ち込まれたも


のなのかどうかは、骨の分析からは判断できなかった。また、部位を同定できる骨片が極めて少なかったため、


拾骨の際に頭などの特定の部位を選択していたかどうかも検討できなかった。


第５章　理科学的分析結果 
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米山（２）遺跡Ⅴ 


まとめ


　米山遺跡から出土した焼骨について肉眼形態観察と骨組織形態観察を行なった結果、SC04、SC11、SK123から


の出土骨にヒトの可能性が高い四肢長骨片が含まれていることが明らかになった。SK119-01には線維組織や導管


が認められるものの、全体として組織形態が不明瞭であるため、動物種類の推定にはいたらなかった。
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追記−動物依存体について−


　各種土壌サンプルからは動物遺存体も検出された。諸般の事情により簡単な記述と表を掲載するにとどめる。


SE62：井戸枠内よりネズミ科の肩胛骨（左）１点、ニシン科の尾椎２点が検出されている。後者は被熱に伴う白色変化が生じている


が、前者にはこれが認められない。このことから、ネズミ科については、後世の混入の可能性が高いと判断される。SF88：炭層の土


壌サンプルからニシン科の腹椎１点、コイ科？の尾椎１点が検出されている。いずれも被熱に伴う白色変化が顕著である。SI14：１


層下部のブロックサンプルからニシン科の尾椎１点が検出されている。椎体から血管棘にかけての接続部分の形状はニシンに近似す


る。被熱に伴う白色変化が顕著である。SK123b：下層の土壌サンプル（C-1）より、フサカサゴ科の尾椎１点、腹椎１点が出土して


いる。後者については、遺存状態が悪く、同定に若干の疑義がある。いずれの資料にも被熱に伴う白色変化がみられる。（斉藤慶吏）







―　183　― 


表１　分析を行った土器とその詳細


分析№ 出土位置 層位 p番号 時　　期 付着物質の外観 分析項目


1 ⅣS-226 Ⅰ × 縄文時代後期前葉（十腰内Ⅰ式）
沈線内及び器表面に黒色塗膜


状に付着
赤外分光分析


2 Ⅲ P-9 縄文時代後期〜晩期? 内面に粉状の赤色物質が付着 蛍光Ｘ線分析


3 VB-224 Ⅱ ×
縄文時代晩期末〜弥生時代前期初頭


（大洞A′古〜新段階）
沈線内に赤色の物質が付着 蛍光Ｘ線分析


4 ⅣT-227 Ⅱ × 縄文時代後期末葉
磨消縄文部に黒色塗膜状に付


着
赤外分光分析


5 SK-109 P-3 縄文時代後期前葉（十腰内Ⅰ式） 沈線内に赤色の物質が付着 蛍光Ｘ線分析
6 SI-30 × 縄文時代後期前葉（十腰内Ⅰ式） 沈線間にうっすらと付着 蛍光Ｘ線分析


藤根　久・竹原　弘展（パレオ・ラボ）


１．はじめに


　青森県米山（２）遺跡の調査では、赤色物あるいは黒色物が付着した縄文時代後期〜弥生時代前期の土器が出土


した。黒色付着物は漆、赤色付着物は赤色顔料の可能性が考えられている。一部の土器には赤色付着物が内面に


付着していることから、赤色顔料を貯蔵した容器と推定される。


　ここでは、これら土器付着物の赤色物あるいは黒色物成分について赤外分光分析または蛍光Ｘ線分析を行い、


その材質を検討した。


２．試料と方法


　試料はいずれも土器付着物で、黒色付着物が２試料、赤色付着物４試料である（表１）。黒色付着物は、漆の


可能性があるため顕微赤外分光分析を行った。また、赤色付着物は、蛍光Ｘ線分析を行った。なお、顕微赤外分


光分析は藤根、蛍光Ｘ線分析は竹原が担当した。


［黒色付着物］


　黒色付着物は、分析№１と№４の２試料である（図版１-１,４）。典型的な部分について手術用メスなどを用


いて0.2㎜角程度を薄く削り取った。採取した試料は、押しつぶして厚さ２㎜程度に裁断した臭化カリウム（KBr）


結晶板に挟んで、油圧プレス器を用いて約７トンで加圧整形した。測定は、フーリエ変換型顕微赤外分光光度計


（日本分光㈱製FT/IR-410、IRT-30-16）を用いて透過法により赤外吸収スペクトルを測定した。


［赤色付着物］


　赤色付着物は、分析№２・№３・№５・№６の４試料である（図版１-２，３，５，６）。これらのうち、分析


№２は土器内面に付着し、また、分析№６は他の３点に比べてやや褐色が強い。分析に際して、セロハンテープ


を土器表面に貼り付けて剥がし、付着物を極少量採取して分析試料とした。


　分析装置はエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置である、㈱堀場製作所製分析顕微鏡XGT-5000TypeⅡを使用した。


装置の仕様は、Ｘ線管が最大50kV・１mAのロジウム（Rh）ターゲット、Ｘ線ビーム径が100μmまたは10μm、検


出器は高純度Si検出器（Xerophy）である。検出可能元素はナトリウム（Na）〜ウラン（U）であるが、Na、マグ


ネシウム（Mg）といった軽元素は蛍光X線分析装置の性質上、検出感度が悪いため、試料中に少量含む程度では


ピークを検出し難く、検出できてもその定量値はかなり誤差が大きい。


　本分析での測定条件は、50kV、0.16〜0.82mA（自動設定による）、ビーム径100μm、測定時間500s、パルス処


理時間P4（分解能を重視した設定）に設定した。定量分析は標準試料を用いないFP（ファンダメンタル・パラメ


第９節　米山（２）遺跡出土土器の付着物分析
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米山（２）遺跡Ⅴ 


図版１　分析を行った土器付着物


1. 縄文時代後期前葉（分析No.1）　2. 縄文時代後期〜晩期？（分析No.2）


3. 縄文時代晩期末〜弥生時代前期初頭（分析No.3）　4. 縄文時代後期末葉（分析No.4）


5. 縄文時代後期前葉（分析No.5）　6. 縄文時代後期前葉（分析No.6）
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表２　半定量分析結果


分析№ Al Si P S K Ca Ti Mn Fe Cu Zn Pb
№2 2.4 15.5 0.2 3.4 0.3 0.1 0.2 0.2 77.9 ― ― ―
№3 11.4 37.0 0.4 4.5 5.6 0.6 0.9 0.1 39.3 0.1 0.0 0.1
№5 6.0 54.6 0.4 9.6 2.4 0.7 0.4 0.3 25.2 0.1 0.1 0.4
№6 13.7 44.6 0.7 6.2 3.7 1.9 1.9 0.1 27.0 0.1 0.1 ―


※ ―は検出されず


ーター）法による半定量分析を装置付属ソフトで行った。そのため、定量値は誤差を大きめに見積もっておく必


要がある。


３．結果および考察


［黒色付着物］


　図１に、各試料の赤外吸収スペクトル図を示す。ピーク№を付したスペクトルが現在の生漆のスペクトルであ


る。なお、縦軸は相対透過率（%R）、横軸が波数（Wavenumber (cm
-１
）；カイザー）である。


　赤外吸収スペクトル図では、吸収№２および№３が炭化水素（炭素原子と水素原子だけでできた化合物の総称）


の吸収を示し、吸収№６〜№８がウルシオールの吸収を示す。いずれの黒色付着物も炭化水素の吸収が全く見ら


れないことから、有機物としての形態を示していない。また、漆成分のウルシオールの吸収も見られなかった。


　以上のことから、黒色付着物は無機物（炭化物）である。なお、本来漆膜であった部分が被熱により炭化した


可能性があるが、その点については言及できない。


［赤色付着物］


　分析により得られたスペクトルを図版２・３に、FP法による半定量分析結果を表２に示す。分析№２は鉄（Fe）


が極めて多く検出された。その他３点の試料は主に鉄、ケイ素（Si）、アルミニウム（Al）が多く検出された。


他にリン（P）、硫黄（S）、カリウム（K）、カルシウム（Ca）、チタン（Ti）、マンガン（Mn）、銅（Cu）、亜鉛（Zn）、


分析№３・№５からは鉛（Pb）が検出された。


　縄文時代から弥生時代に


かけて使用されていた赤色


顔料には、朱（水銀朱）と


ベンガラがある。水銀朱は、


硫化水銀HgSで鉱物として


は辰砂と呼ばれ、産出地はある程度限定される。ベンガラは狭義には三酸化二鉄Fe2O3（鉱物名赤鉄鉱）を指すが、


広義には鉄（Ⅲ）の発色に伴う赤色顔料全般を指し（成瀬，2004）、広範な地域で採取可能である。また、ベン


ガラは直径約１μmのパイプ状の粒子形状からなるものも多く報告されている。これは鉄バクテリアを起源とす


ることが判明しており（岡田，1997）、鉄バクテリア起源の含水水酸化鉄を焼いて得た赤鉄鉱がパイプ状を示す


（成瀬，1998）。


　分析試料からは、いずれも水銀は検出されず、鉄が多く検出されていることから、赤い発色は鉄によるもので


あると推定できる。特に分析№２の土器内面に付着していた顔料は鉄の含有量が多かった。また光学顕微鏡下で


観察したところ（図版３）、４点ともパイプ状の粒子は観察されなかったが、分析№２・№３・№５の３点が赤


色の粒子状物質が観察されるのに対して、分析№６は他試料とは様相が異なりやや褐色がかった物質が観察され


た。


４．おわりに


　米山（２）遺跡出土土器に付着する黒色物および赤色物を分析した結果、黒色付着物は無機物（炭化物）であっ


た。赤色付着物については、４点とも鉄（Ⅲ）に由来する発色と推定された。鉄は埋蔵過程で付着したものと分


析結果からは区別できないが、顔料としてはベンガラにあたる。
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米山（２）遺跡Ⅴ 


図版２　土器付着赤色顔料の蛍光Ｘ線分析スペクトル図
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図版３　土器付着赤色顔料の蛍光Ｘ線分析スペクトル図及び顕微鏡観察写真
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―　188　― 


米山（２）遺跡Ⅴ 


引用文献


成瀬正和（1998）縄文時代の赤色顔料Ⅰ―赤彩土器―，考古学ジャーナル№438，10-14．


成瀬正和（2004）正倉院宝物に用いられた無機顔料，正倉院紀要，13-61，宮内庁正倉院事務所．


岡田文男（1997）パイプ状ベンガラ粒子の復元．日本文化財科学会第14回大会研究発表要旨集，38-39．


図１　黒色付着物の赤外吸収スペクトル図


（縦軸は透過率、横軸が波数、№は生漆の吸収を示す）


1. 縄文時代後期前葉（分析№1）　 2. 縄文時代後期末葉（分析№4）
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吉川　昌伸・吉川　純子（古代の森研究舎）


鈴木　三男（東北大学植物園）


１．はじめに


　米山（２）遺跡は、青森市の東方の東岳山麓の丘陵から伸びる扇状地に位置する。本遺跡からは縄文時代前期か


ら晩期の遺物や縄文中期後葉と後期後葉の集落跡、中世のカマド状遺構、井戸跡、溝跡、柱穴群などが確認され


ている。また、一部調査域区外（ⅢB-260〜263グリッド付近）の砂礫層の下位から小規模の埋没樹と、葉や球果


などの植物遺体が確認された。ここでは埋没樹が形成された頃の植生を復元するために、花粉化石、大型植物化石、


木材化石の植物化石群の調査を行った。


２．層　序


　堆積物は大きくは下位よりＣ、Ｂ、Ａ各層の３つに大区分され、Ｂはさらに下位よりBl、Bm、Buの３層に細分


される（図１）。Ｃ層を不整合にBl、Bm層が覆い、Bu層はBm層を浅く浸食して堆積する。Ｂ層を谷状および面的


に浸食してＡ層の砂礫により埋積される。


　Ｃ層は、比較的均質な暗オリ−ブ灰色（2.5GY4/1）極細粒砂質シルトからなり、薄い砂礫層の直上に木材化石（直


径３-７㎝）が平面的に含まれる。礫は細礫を主とし最大35㎜、砂の平均粒径は粗粒砂からなる。本層は一部の


地点で確認された。


　Bl層は、オリ−ブ黒色（10Y3/1）極細粒砂質シルトからなり、幅20㎜以下の木材片が比較的多く含み、層厚は


25㎝以上である。Bm層は２層に細分され、下部約20㎝は灰色中〜極粗粒砂、上部は灰色（5Y4/1）細粒砂質シル


トに灰オリ−ブ色（5Y4/2）細粒砂が不定形に混入して30-40㎜の亜円から亜角礫混じる。砂層が厚いところでは（図


１右側の一部）、下部が灰色シルト質中〜粗粒砂、上部が灰色シルト質砂礫（礫は細礫を主とし最大８㎜、砂は


粗〜極粗粒砂）からなる。本層には木材化石（直径４-12㎝）が点在し、特に上部には平面的に多く産出する。


本層上部のYON4の木材化石（トウヒ属幹材）で13480±70yrBP（1σ：14260-13860 calBP）の年代が得られている。


Bu層は、層内の層相変化は著しく、相対的に低い地点では３層に細分される。下部は灰オリ−ブ色（7.5Y5/2）


粗〜極粗粒砂を主として２-４㎜の細礫が混じる。中部は灰色（5Y6/1）中〜粗粒砂からなり上方（細粒）に細粒


第10節　米山（２）遺跡の埋没樹出土地点の植物化石群


図１　米山（２）遺跡の埋没樹出土地点の一部セクション（黒塗：木材化石、灰塗：軽石混じり）
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表１　埋没樹地点おける花粉分析試料の堆積物の特性（重量％）


No. 層位 堆積物の特徴 砂 泥 強熱減量
1 Bu 黒褐色有機質シルト 2.6 53.3 44.1
2 Bm オリ−ブ灰色シルト質細粒砂 54.6 38.1 7.3
3 Bm オリーブ灰色細粒砂質シルト 42.2 48.7 9.1
4 Bm 灰色細粒砂質シルト 37.5 51.8 10.7
5 Bl オリーブ黒色細粒砂質シルト 28.5 59.9 11.6
6 Bl オリーブ灰色細粒砂質粘土質シルト 24.8 63.6 11.6
7 C 灰色粘土質シルト 13.5 77.8 8.7


米山（２）遺跡Ⅴ 


化し、１-３㎜の円摩された軽石を比較的多く含む。部分的に下部層を浅く浸食して堆積し、２-６㎜（最大６㎜、


平均２-３㎜）の軽石が多く含まれる。上部はにぶい黄色（2.5Y6/4）砂質シルトに２-10㎜の円摩された軽石を


多く含む。一方、相対的に高い地点では明褐灰色からにぶい黄褐色火山灰質軽石からなり、最大７-15㎜、平均２-


４㎜の円摩された軽石を主体とし、中〜細粒の斜長石を伴う火山灰からなる。軽石に角閃石が付着したものがあ


ることから十和田八戸テフラ（To-HP）起源のテフラが含まれているとみられる。つまり、相対的に微高地では


軽石を主とし、低いところでは砂が卓越する。軽石はすべて円摩されていることから、ほぼ十和田八戸テフラを


主とする二次堆積のテフラとみられる。木材は中部層の最上部に部分的に包含され（直径７-９㎝）、一部に植物


遺体（葉）が集積した薄層が狭在する。


　Ａ層は、砂礫からなり、Ｂ層に形成された複数の流路を埋積して、さらにその上位を広く面的に覆う。礫は最


大20㎝、平均５-10㎝の亜角礫からなり、酸化され赤色を呈する。


３．試料と分析方法


　１）花粉化石群


　花粉化石群の調査はＢ層の６層準とＣ層の１層準で行った（図１）。花粉化石の抽出は、試料0.6〜1.8ｇを秤


量し体積を測定後、10％KOH（湯煎約15分）処理後に、傾斜法により粗粒砂を取り除き、48％HF（約15分）、重液


分離（比重2.15の臭化亜鉛）、アセトリシス処理（濃硫酸１：無水酢酸９の混液で湯煎５分）の順に処理を行った。


№１については植物遺体が多いため、傾斜法の後に250μmの篩で篩分を行った。プレパラ−ト作製は、残渣を適


量に希釈しタッチミキサ−で十分撹拌後、マイクロピペットで取り秤量（感量0.1㎎）しグリセリンで封入した。


また、堆積物の性質を調べるために、花粉分析層準において有機物量、泥分（シルト以下の細粒成分）、砂分量、


及び生業の指標となる微粒炭量について調査した。微粒炭量は、デジタルカメラでプレパラ−トの顕微鏡画像を


取り込み、画像解析ソフトのImageJで微粒炭の積算面積を測定した。


　２）大型植物化石


　試料はBu層の植物遺体集積層と、Bm層上部に含まれる大型植物化石の調査を行った。Bu層は堆積物約50㏄を


0.25㎜目の篩で水洗し、双眼実体顕微鏡で残渣から同定可能な植物部位を選別し、同定・計数した。Bm層からは


肉眼で確認できた球果を現地で採取した。


　３）木材化石群


　木材化石は、Bu層から２個体、Bm層の12個体、Ｃ層から５個体採取した。木材化石からは剃刀で横断面、放射


断面、接線断面の切片を作成し、封入剤を用いてプレパラートを作製し生物顕微鏡で観察・同定を行った。


４．結　果


　１）花粉化石群


　花粉分析試料の堆積物の特性を表１に示す。堆積物の特徴は、№１を除いては無機物が卓越し、下部ではシル


ト以下の細粒成分が多いが、上位に


向け砂分（細粒砂）が増加する。№


１では有機物が44％と多く占め砂は


３％以下と少ない。


　出現した分類群のリストとその個


数を表２に、主要花粉分布図を図２
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表２　米山（２）遺跡の花粉分析結果一覧表


に示す。出現率は、樹木は樹木花粉数、草本胞子は花粉胞子数を基数として百分率で算出した。図表中で複数の


分類群をハイフンで結んだのは、分類群間の区別が明確でないものである。また、図版に示したAFR.MY番号は単


体標本の番号を示し、これら標本は古代の森研究舎に保管してある。


花粉化石群は、トウヒ属が優占ないし比較的高率に占めるが、随伴する分類群の層位的出現傾向により、下位


よりYⅠ、YⅡ、YⅢの３つ花粉化石群帯に区分される。YⅠ（№７）ではトウヒ属が高率に占め、モミ属やツガ属


を比較的高率に伴い、マツ属単維管束亜属を伴う。草本花粉は稀で、シダ植物のヒカゲノカズラ属やその他の胞


子が産出している。YⅡ（№４-６）では、トウヒ属が著しい優占を示し、モミ属を比較的多く伴い、低率にカラ


マツ属やツガ属、ツツジ科が産出する。YⅢ（№１-３）では、YⅡと同様にトウヒ属が著しい優占を示し、モミ


属やカラマツ属を伴うが、落葉広葉樹のカバノキ属やハンノキ属の頻度がいく分高くなる。草本花粉は稀である


が、下位より産出した分類群数は多い。
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樹 木 花 粉 草本花粉・胞子


図２　埋没樹出土地点の花粉分布図


（出現率は樹木は樹木花粉数、草本・胞子は花粉胞子数を基数として百分率で算出した）


表３　埋没樹出土地点より産出した大型植物化石


上部
分類群 部位 露頭採取


モミ属 葉


トウヒ属バラモミ節 葉


球果


トウヒ属 風化球果


枝破片


種子翼部


種子風化


カラマツ属 葉


広葉樹 枝破片


核菌綱 菌核


米山（２）遺跡Ⅴ 


２）大型植物化石群


大型植物化石は、Bu層ではモミ属とトウヒ属バラモミ節（アカエゾマツ、ヤツガタケトウヒ、ヒメバラモミ、


ハリモミ）の葉が多量に産出し、カラマツ属の葉を僅かに伴う（表３）。また、Bm層上部の木材化石が密集する


層準からはトウヒ属の球果が産出した。この球果はアカエゾマツの可能性が高い。以下に産出した分類群の形態


的特徴を示す。


　モミ属（Abies）：葉は扁平な針葉で中央の主


脈は上面がへこみ、下面は突出する。下面には


白い気孔条がある。葉の先端は中にへこんでいて、


基部は短い柄があり、枝との着点は吸盤状となる。


　トウヒ属バラモミ節（Picea sect. Picea）：


球果は円筒形で種鱗は菱形、表面に細かい縦し


わがあり、種鱗先端はやや風化している。種鱗


が平坦なのでバラモミ節である。葉は断面が菱


形の針葉で四面に気孔条がみられる。葉の基部


は柄がない。


　トウヒ属（Picea）：表面が風化して種鱗の表面がわからない球果をトウヒ属とした。種子には翼があり、長さ


３〜５㎜程度、三角形で種子壁はやや厚く、光沢がなく褐色である。トウヒ属の枝には葉枕があり、棘があるよ


うに見える。


　カラマツ属（Larix）：葉は薄い針葉で主脈がやや色濃く見える。


Abies
Picea sect. Picea


Picea


Larix







―　193　― 


表４　埋没樹地点より出土した木材の樹種同定結果（S:幹材，R：根材）


層位 樹種 ，


トウヒ属


トウヒ属


トウヒ属


トウヒ属


モミ属


トウヒ属


トウヒ属


トウヒ属


トウヒ属


トウヒ属


トウヒ属


トウヒ属


モミ属


モミ属


カラマツ属


モミ属


カラマツ属


カラマツ属


カラマツ属


標本記号 遺物番号 標本記号


３）木材化石群


　最終氷期の堆積層中から産出した埋没樹木19点の樹種を調べた（表４）。木材化石は、BuとBmではトウヒ属の


幹材が９と根材が２個体と多く占め、モミ属の幹材が３個体検出された。Ｃ層からはカラマツ属の根材と幹材、


モミ属の幹材が出土した。


５．考　察


　埋没樹は更新世末の最終氷期の寒冷期に形


成されたと推定される。すなわち、Bm層上部


の木材化石（トウヒ属幹材）で13480±70 yr


BP（１σ：14260-13860 calBP）の年代が得ら


れていること、Bu層に十和田八戸テフラを主


とする二次堆積のテフラが含まれることか


ら、Ｂ層の埋没樹は十和田八戸テフラ下位の


最終氷期の寒冷期に形成された埋没樹である。


Ｃ層は時期を特定する資料が得られていないが、


植物化石群からは寒冷期の堆積物とみられる。


　植物化石群の層位的産出に基づくと、周辺


植生はＣ層形成期にはトウヒ属とモミ属、ツ


ガ属にマツ属単維管束亜属やカラマツ属を伴う亜寒帯性針葉樹林が形成されていたが、Bl層の形成期にはツガ属


は縮小しトウヒ属バラモミ節とモミ属を主としカラマツ属を伴う亜寒帯針葉樹林に変化し、さらにBmとBu層形成


期にはトウヒ属バラモミ節とモミ属、カラマツ属の亜寒帯性針葉樹に落葉広葉樹のカバノキ属を伴う森林に変化


したと推定される。十和田八戸テフラ直下の埋没林は、十和田火山東麓に広く認められ、カラマツ属、トウヒ属、


モミ属の亜寒帯性針葉樹を主とし、チョウセンゴヨウや落葉広葉樹が伴っていたことが明らかにされている（Noshiro


et al.,1977）。さらに主要な３樹種の樹種構成は地域により微妙に異なり、同地点でも主要３樹種の構成が時代


によって変化したことが指摘されている（能城・鈴木，2001）。また、青森平野南部の横内川でもトウヒ属とカ


ラマツ属、モミ属の３種で殆どを占め、カバノキ属は１試料のみである（青森市教育庁文化課編，2000）。一方で、


碇ヶ関村古懸ではカバノキ属花粉が優占し、部分的にカバノキ属が優勢な林分があったことが示されている（山口，


2001）。このように十和田八戸テフラ直下ではトウヒ属とモミ属、カラマツ属を主とし落葉広葉樹を伴っていた


とみられ、米山（２）遺跡においても同様な亜寒帯性針葉樹林が広がっていたことが分かった。また、新郷村間明


田ではDNAと大型植物化石の研究によりヤツガタケトウヒが確認されている（Kobayashi et al.,2000）が、Bm層


上部から出土した球果がアカエゾマツの可能性が高いことは注目され、米山（２）遺跡周辺には複数の種のトウヒ


属バラモミ節が分布していた可能性がある。


　一方で、十和田八戸テフラの下位ではツガ属は検出されない地点が多く、Ｃ層でツガ属が比較的多く含む花粉


組成は特徴的である。時期も不明であるが、トウヒ属バラモミ節が優勢な森林が形成される以前の亜寒帯性針葉


樹林にはツガ属も主要な森林構成要素であったようである。


　以上のように、Ｃ層形成期には、トウヒ属とモミ属、ツガ属、カラマツ属、マツ属単維管束亜属からなる亜寒


帯性針葉樹林が形成されていたが、Ｂ層形成期にはツガ属やマツ属は縮小し、トウヒ属バラモミ節とモミ属、カ


ラマツ属を主とする亜寒帯性針葉樹林に変化した。また、十和田八戸テフラ降灰頃には亜寒帯性針葉樹に落葉広


葉樹のカバノキ属やハンノキ属を伴う森林が形成されていたようである。
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図版１　米山（２）遺跡の埋没樹出土地点より産出した花粉化石


米山（２）遺跡Ⅴ 
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図版２　米山（２）遺跡の埋没樹地点B層より出土した大型植物化石
1.トウヒ属、球果 2.トウヒ属、風化球果 3.トウヒ属、枝 4.3の拡大
5.トウヒ属バラモミ節、葉 6.トウヒ属、種子翼 7.トウヒ属、種子
8.モミ属、葉 スケールは10㎜、1,2はA、ほかはB


第５章　理科学的分析結果 
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第６章　まとめ


米山（２）遺跡Ⅴ 


　青森市東部の宮田地区に所在する米山（２）遺跡は、貴船川左岸に展開する扇状地性低湿地〜低位段丘末端部に


位置する。県新総合運動公園建設事業に伴う第６･７次調査では遺跡中央部の約8,600㎡が対象となった。以下に


本報告のまとめを記述する。


○縄文時代について


今回の調査では、後期後葉の集落の一部と縄文時代中期後半・後期前葉・晩期末葉の遺物を包含する小規模な


旧河川跡を発見した。以下に時期を追って概観する。


中期後半（最花式期）：遺構外から該期の土器が散発的に出土している。いずれも風化が激しい。


後期初頭（牛ヶ沢式〜蛍沢式）：この時期も遺構外から散発的に土器が出土するにすぎない。


後期前葉（十腰内Ⅰ式）：第30号竪穴住居跡が本時期に帰属する可能性がある（最花式以降十腰内Ⅰ式までの可


能性）。炉跡が住居跡長軸壁寄りに構築されているのが特徴である。旧河川跡などでも出土している。深鉢主体


の器種構成に浅鉢などが少量伴う。文様では、太い沈線と櫛歯状工具による条痕文がセットで用いられるものや、


網目状の沈線などが特徴的である。深鉢の文様は胴部中位〜上位にまとまる傾向があり、文様単位も横方向に展


開していることから、十腰内Ⅰ式でもより後出的であると考えられる。


後期後葉（十腰内Ⅴ式期）：竪穴住居跡４軒と土坑が１基発見された。竪穴住居跡は、平面プランが楕円基調で


あり、短軸の壁側に炉跡が若干寄って構築されるのが特徴的である。第10・12号竪穴住居跡では、主柱穴４本が


入口方向にすぼまる台形状に配置されていた。本時期の典型的なパターンといえる。遺構外からは河川跡などを


中心に該期の資料が出土した。本土器群は該期の宮田地区のなかでの間隙を埋めるものであると考えられる。今


後環状掘立柱建物跡群が検出された上野尻遺跡との関係を考える上で重要な資料を提供した。


晩期前葉（大洞B〜BC式）：遺構外から極僅かに出土した。津軽地方や北海道南西部に分布する東山１a式（関根


達人2007）の破片が出土しているのが特記される。


晩期最終末（大洞Ａ′式）：遺構外のⅤB−224付近でややまとまった量の遺物が出土した。残念ながら該期の遺


構は発見されなかった。出土土器の器種構成は浅鉢･台付浅鉢･鉢･深鉢･壷からなる。文様は浅鉢・鉢などに変形


工字文がみられ、深鉢などの口縁部には３ないし４条の平行沈線が見られる。深鉢胴部にはLRやRLなどの縄文の


他に間隔の広い条痕が見られる。これは櫛歯状工具による施文によると考えられる。


石器について：遺構内外から514点の石器が出土した。おおむね後期後葉に帰属する可能性が高い。機種組成で


は剥片端部に連続的な二次加工を施した削器の割合が高い。礫石器は凹み･敲打などの痕跡を持つものや石皿が


ややまとまるが量自体が少ない。


○中世について


　竪穴遺構・井戸跡・カマド状遺構・土坑墓・火葬墓・溝跡・柱穴・焼土遺構・炭化物集中遺構などが発見され


た。これらのセット関係や年代については次回報告で詳細に検討する予定であるため、ここでは今回報告した遺


構の新旧関係を下表にまとめるに留めておく。


○自然科学的分析結果について


　第５章では、12項目にわたり自然科学的分析結果を掲載した。以下に成果の概要を記す。


①、遺跡の年代に関する分析


　出土した木材と炭化材について年輪年代測定法と放射性炭素年代測定法をおこなった。主に中世の遺構から出


土した試料について可能な限り測定を行った。測定をした遺構の種類は竪穴遺構・井戸跡・カマド状遺構・土坑


墓・火葬墓・溝跡などである。これらの遺構からは使用・廃絶時期示す遺物の出土が少ない。そのため各遺構の
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存続時期を決定する手がかりを得るには年代測定法が有効だと考えたからである。調査時には出土陶磁器の時期


からおおむね14〜15世紀前半に収まるものと考えていたが、結果的に12世紀〜17世紀の長期間にわたる測定値が


得られた。井戸跡出土木材に関しては、樹種がヒバ優勢であったため、３つの井戸跡で井戸枠木材の伐採年代が


確定した。13世紀後半代〜15世紀末葉の年代が得られた。カマド状遺構については、放射性炭素年代測定法を用


い、18試料の測定を行った。12世紀〜13世紀代にかけても存在しているが、14世紀中葉以降16世紀代にかけての


測定値が多く得られた。カマド状遺構の存続時期については、他の遺構とのセット関係や重複関係などとあわせ、


遺跡全体の中での時間的・空間的位置づけが不可欠であるため、次回報告で詳しくまとめる予定である。


②、過去の自然環境と自然の利用についての分析


　第10節では、遺跡が立地に関する知見が得られた。調査区外地点の露頭において発見された埋没樹と火山灰の


分析結果では、遺跡の基盤に十和田−八戸火山灰が薄く堆積し、その下位に針葉樹を主体とした埋没林が存在す


ることが判明した。また、第３章では地形･地質について検討され、本遺跡が遺跡東側に存在する谷から供給さ


れた砂礫や土砂からなる扇状地に立地していることが再確認された。調査区では、遺構確認面の第Ⅲ層が地点に


より砂・礫・シルトなどが複雑に現れ、土砂の供給が頻繁であったことがわかる。ちなみに調査区からは縄文時


代中期後半以前の土器は1片出土したのみである。したがって、該期の本調査区は生活空間として利用が困難で


あったことと、これらの土砂が縄文時代前期〜中期のいつかで供給された可能性を指摘できる。


　樹種同定の結果、中世段階の井戸枠木材にはヒバが選択的に使用されていた結果が明らかになった。また、カ


マド状遺構の燃焼部に堆積した炭化材にはクリ・キハダ・ブナ属・モクレン属・ヒバ・ニレ属・ニシキギ属・ハ


ンノキ属・コナラ節など多種にわたる樹種がみられ、燃焼材としての選択性は見られなかった。炭化種子同定で


は、イネ・コムギ・アワ・ヒエ属・キビ・ソバ・シソ属・アサ・アズキ・ダイズ・アブラナ科・ナス科等の栽培


種子が同定された。これらの出土状況は、竪穴遺構と第２号土坑墓（SK-119）で量と種類が比較的多い傾向がある。


例外として第93・94号カマド状遺構のように大量に検出される例もあるが、カマド状遺構や火葬墓では出土量は


多くない。従来竪穴遺構は穀類の倉庫や作業所などと考えられているが、本遺跡ではどうなのか今後の検討課題


としたい。炭化種子の出土で注目されるのは、第２号土坑墓である。第２号土坑墓からはイネ・オオムギ・アワ・


ヒエ属・キビ・アサ・アズキ・ダイズ・ハギ属などの炭化種子が出土した。このなかでオオムギ・アワ・ヒエ属


の出土量が多い。第２号土坑墓からは、銅鏡と鉄刀が出土しており、種子が検出された土層はこれらの遺物を覆


う炭化物の混じる層である。これらの炭化物および炭化種子がどのようにもたらされたかについては、周囲から


の流れ込みの可能性が低いことを第４章で示した。ちなみに県内では八戸市田向遺跡などで炭化イネ種実が土坑


墓から検出された例がある（八戸市2004）。これらの炭化種子や炭化材は葬送儀礼の過程でもたらされた可能性


も考えられるが、詳細は今後の検討にゆだねたいと思う。第１〜３号火葬墓からは炭化物と焼骨片が出土した。


骨片分析の結果、人の可能性が指摘された。同様の遺構は県内でも火葬墓と認識され、中世の遺跡で見られる。


本遺跡では荼毘所は発見されなかったが、周辺に存在していた可能性は否定できない。このような土坑墓や火葬


墓などが発見される本調査区とはどのような空間だったのであろうか。これもまた周辺の状況をからめて考察す


べき課題である。


③、人工遺物に用いられた物質の材質に関する分析


　縄文土器に付着した赤色・黒色物質についての分析では、赤色物質がベンガラが素材であることが推定された。


黒色物質については炭化物と推定された。赤色物質は十腰内Ⅰ式・十腰内Ⅴ式・大洞Ａ′式土器に付着しており、


各時期でベンガラを素材とした赤色顔料が土器の装飾に使用されていたことが推定された。井戸跡出土漆器の塗


膜構造分析では、炭粉を混和した柿渋下地に赤色ないし透明の漆層が確認できた。井戸跡出土漆器の年代は高台


第６章　まとめ 
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検出遺構新旧関係表
遺構名 重複 年代測定値 遺物の年代


SX01 →SF113･SC10･SD23 SC10:15-16c SX01:14-15c(珠洲)


SF94 →SF93→SD23 SF93:15c前半


SF99 →SF102 SF99:15c中頃


SK123 →SD24→SD25 SK123a:15c中頃


SP718 →SK119 SK119:13c後-14c初 SK119:14c(銅鏡)


SP720 →SK114


SP719 →SK116


SD28 →SK121


SI16 SI17 SI17:14-15c SI17:14後(珠洲)


SP790 →SD26→SE55･SK129→SK122 SD26:13c末-14c、SE55:13c後･15-16c SD26:13c後-14前(珠洲)、SE55:15c(漆器椀)


SP728･729 →SF92→SF91


SF84 SF85←SP732


SP730･731 →SF82


SP740 →SF70


SF62 →SE59


SF61 →SE62 SF61:15-16c、SE62:15c末


SF60 →SF73 SF60:15c後


SF77 →SF66←SF63→SF72


SP733 →SF69


SF56 →SF55→SF71 SF71:15c後-16c前


SF106 →SF55 SF106:15c後-16c(投棄された炭化材)


SF54 →SP746･747


SF116 →SF114 SF116:13c後、SF114:13c末-14c


●→□は□が●より新しいことを表す。


ゴシック体は年輪年代測定結果


米山（２）遺跡Ⅴ 


部分の特徴や外面の朱描き鶴丸文様などの特徴から15世紀代の製品と考えられる。漆塗膜の放射性炭素年代測定


結果（15世紀後半〜16世紀前半（１σ）もそれを支持する。金属製品の材質分析に関しては、銅鏡・銭貨の成分


分析と、鉄生産関連遺物（羽口・台石など）の分析が行われた。銅鏡に関しては銅の成分が高い割合で検出され、


次いで鉛の成分が検出された。錫は検出されなかった。銭貨では錫と鉛の含有率が高く、銅は僅かであった。鉄


生産関連遺物の分析では、羽口小片と台石・鉄滓と見られる遺物が試料とされたが、直接的な鉄の加工を明らか


にするには資料が不十分であった。


　以上、調査の結果を簡単にまとめたが、縄文時代中期・後期の集落様相や、中世における遺構群の変遷とセッ


ト関係および遺跡の性格などについては、過去の調査された部分とあわせ、総合的に考察する必要がある。それ


らについては次回の報告で取り組んでみたいと考えている。（調査担当者一同）
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遺構内出土縄文土器観察表
図番号 整理番号 出土位置 層位 p番号 時期 器種 外面特徴 内面特徴 その他 備考


6‐1 12 SI‐10 炉体 3、4 十腰内Ⅴ 深鉢
口縁:平、口端:内湾、外口-底:LR･RL横回
(羽状)


横ﾐｶﾞｷ 炉体、被熱


6‐2 13‐1 SI‐10 炉体 十腰内Ⅴ 深鉢
口縁:弱波状、口端:弱く肥厚、外口-胴:ﾐ
ｶﾞｷ


横ﾐｶﾞｷ 炉体、被熱


6‐3 1 SI‐10 床面 1 十腰内Ⅴ 壷
口縁:平、頚部やや内傾、体部球状、外:RL
回→沈線･ﾐｶﾞｷ、4単位の瘤


ﾐｶﾞｷ


6‐4 9 SI‐10 床面 10 十腰内Ⅴ 壷
口縁:平、頚部細長い、体部肩が張る、
外:LR･RL回(羽状)→沈線･ﾐｶﾞｷ


指頭圧→ﾐｶﾞｷ


6‐5 7 SI‐10 床面 7 十腰内Ⅴ 壷
口縁:平、頚部弱湾曲、口端弱肥厚、
外:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


6‐6 8 SI‐10 床面 7 十腰内Ⅴ 壷？ 体部:やや潰れる、外:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 小凹み底


6‐7 11 SI‐10 床面 13 十腰内Ⅴ 壷
頚部円柱状、体部球状、外:LR･RL横回、体
部下半無文


指頭圧→ﾐｶﾞｷ


6‐8 218‐1 SI‐10 十腰内Ⅴ 注口 外面:無文、注口部根元


6‐9 216 SI‐10 床面 十腰内Ⅴ 鉢？ 口縁沈線、体部無文 ﾐｶﾞｷ


7‐10 2 SI‐10 床面 2 十腰内Ⅴ 深鉢
口縁:平、外:上半粗いナデ→ﾐｶﾞｷ、下半
LR･RL横回(羽状)


横ﾐｶﾞｷ


7‐11 4 SI‐10 4 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、口端:弱肥厚、外:ﾐｶﾞｷ(縦) 横ﾐｶﾞｷ 内外面に炭化物


7‐12 3‐2 SI‐10 床面 十腰内Ⅴ 深鉢 体部下半:斜位条痕(貝？) 小凹み底


7‐13 213 SI‐10 床面 十腰内Ⅴ 深鉢 体部:LR･RL横回(羽状)、体部下位、無文


7‐14 212 SI‐10 床面 十腰内Ⅴ 鉢 外面無文 小凹み底


7‐15 5 SI‐10 床面 5 十腰内Ⅴ 鉢 口縁:弱波状、外:LR･RL横回(羽状) 横ﾐｶﾞｷ 弱上げ底


7‐16 6 SI‐10 床面 6 十腰内Ⅴ 鉢 口縁:平、外面ﾐｶﾞｷ(無文) 横ﾐｶﾞｷ 小凹み底


9‐2 219 SI‐10 床面 11 十腰内Ⅴ 台付皿 口縁:8単位突起、外:細沈線 ﾐｶﾞｷ 小型品


9‐1 16 SI‐11 炉体 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:弱波状、外口-胴:横位条痕(貝) 指頭圧→ﾐｶﾞｷ


9‐3 14‐2 SI‐11 1層 2 十腰内Ⅴ 注口 注口部、根元に瘤と沈線・ﾐｶﾞｷ


9‐4 220 SI‐11 床面 11 十腰内Ⅴ 注口 注口部、先端部に突起(2単位)、外面ﾐｶﾞｷ 和積痕


9‐5 14‐1 SI‐11 2 十腰内Ⅴ 壷？
２体壷形、外:瘤(上面刻み)、LR･RL回→沈
線･ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


10‐1 17 SI‐12 床面 1 十腰内Ⅴ 鉢
口縁:平、外:瘤(上面沈線･貫通孔)、LR･RL
回→沈線･ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


10‐2 222‐1 SI‐12 床面 4 十腰内Ⅴ 鉢 口縁:平、外:LR横回 ﾐｶﾞｷ


10‐3 18 SI‐12 床面 十腰内Ⅴ 鉢？ 体部無文、外底:弱く突出 和積痕


10‐4 22―1 SI‐12 床面 6 十腰内Ⅴ 鉢？ 口縁突起、体部無文 ﾐｶﾞｷ


10‐5 223 SI‐12 床面 4 十腰内Ⅴ 鉢 外面無文


10‐6 44 SI‐12 十腰内Ⅴ 注口 注口部、根元にアスファルト付着


12‐1 281 SI‐30 1層 8 十腰内Ⅰ 深鉢
口縁:折り返し、円･楕円沈線、胴:網目状
沈線


ﾐｶﾞｷ


12‐2 285 SI‐30 1層 12 十腰内Ⅰ 深鉢
口縁:折り返し、平行沈線、胴部:網目状沈
線


ﾐｶﾞｷ


12‐3 282 SI‐30 1層 10 十腰内Ⅰ 鉢？ 口縁:円･楕円沈線→ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


12‐4 284 SI‐30 1層 6、12 十腰内Ⅰ 深鉢 胴部:網目状沈線→平行沈線 ﾐｶﾞｷ 2と同一


分析6


12‐5ａ 287 SI‐30 1層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:粘土紐貼り付け、沈線、赤色塗布


12‐5ｂ 301 SI‐30 1層 十腰内Ⅰ 深鉢 胴部:沈線→ﾐｶﾞｷ、赤色塗布 ﾐｶﾞｷ


12‐6 283 SI‐30 1層 11 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:折り返し、円･楕円沈線 ﾐｶﾞｷ


12‐7 280 SI‐30 1層 8 十腰内Ⅰ 体部:粘土紐貼り付け、上面沈線


12‐8 279 SI‐30 1層 3 十腰内Ⅰ 深鉢 底部:外底笹葉圧痕


12‐9 276 SI‐30 1層 1 十腰内Ⅴ 壷 外:LR回→沈線･ﾐｶﾞｷ


12‐10 278 SI‐30 1層 十腰内Ⅴ 壷 外:LR回→沈線･ﾐｶﾞｷ


12‐11 280 SI‐30 1層 1 十腰内Ⅴ 壷 口縁:平、RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


15‐SK108‐1 24 SK‐108 フク土 十腰内Ⅴ 壷？ 体部:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ


15‐SK109‐1 25 SK‐109 1層 3 十腰内Ⅰ 壷？ 体部:細沈線、赤色塗布 ﾐｶﾞｷ 分析5


15‐SK109‐2 26 SK‐109 1層 4 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:大小突起、外:LR･RL回 ﾐｶﾞｷ


15‐SK109‐3 30 SK‐109 1層 十腰内Ⅴ 壷？ 外:RL回→沈線･瘤･ﾐｶﾞｷ 指頭圧→ﾐｶﾞｷ


15‐SK109‐4 27 SK‐109 1層 13 十腰内Ⅴ 鉢？ 口縁:平、外:LR･RL回 指頭圧→ﾐｶﾞｷ


15‐SK109‐5 28‐1 SK‐109 12、15、35、X 十腰内Ⅴ 深鉢
口縁:平、外:指圧→ﾐｶﾞｷ、外底:やや上げ
底


ﾐｶﾞｷ


15‐SK109‐6 29 SK‐109 1層 20 十腰内Ⅴ 深鉢 胴部:RL回、底部:やや上げ底


15‐SK110‐1 34 SK‐110 十腰内Ⅰ 深鉢
口縁:波状、波頂部粘土紐貼り付け、外:口
縁LR回→太沈線


ﾐｶﾞｷ


15‐SK110‐2 38 SK‐110 十腰内Ⅰ 深鉢 胴部:LR回→太沈線 ﾐｶﾞｷ


15‐SK110‐3 37 SK‐110 十腰内Ⅰ 深鉢 胴部:細沈線→ﾐｶﾞｷ


15‐SK110‐4 35 SK‐110 十腰内Ⅰ 深鉢？ 口縁:折り返し？、外:細沈線 ﾍﾗﾅﾃﾞ？


15‐SK110‐5 33 SK‐110 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:折り返し？、胴部:単5縦回


15‐SK110‐6 32‐1 SK‐110 1層 10、11、X 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、外:粗いナデ→ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


15‐SK118‐1 36 SK‐118 不明 深鉢？ 外:平行沈線


16‐1 41 SK‐146 底面 十腰内Ⅴ 台付鉢だ
口縁:6単位突起(正面のみ上面刻み)、口縁
無文(ナデ)、胴部:粗いナデ


ﾍﾗﾅﾃﾞ？


16‐2 39‐1 SK‐146 底面 1 十腰内Ⅴ 鉢 口縁:平、外:ﾐｶﾞｷ 指頭圧→ﾐｶﾞｷ 小凹み底


16‐3 43 SK‐146 上位 不明 深鉢？ LR横回


16‐4 42 SK‐146 上位 大洞Ａ′ 深鉢 外:平行沈線


遺構外出土縄文土器観察表１
図番号 整理番号 出土位置 層位 p番号 時期 器種 外面特徴 内面特徴 その他 備考


18‐1 73 ⅣS226 Ⅰ層 円筒下層d2 深鉢 外胴:多軸縦回 ﾐｶﾞｷ 繊維混入


18‐2 294‐1 遺物集中1 Ⅱ層 最花 深鉢
口縁:平､外:口無文、胴RL横回→沈線･ﾐｶﾞ
ｷ、胴下半、RL横回


ﾐｶﾞｷ


18‐3 51 ⅣQ226 Ⅰ層 最花 深鉢 口縁:平､外:無文 ﾐｶﾞｷ


18‐4 186 ⅤD244 表土 最花 深鉢 口縁:折り返し、ボタン状貼り付 ﾐｶﾞｷ


18‐5 50 ⅣQ225 Ⅱ層 最花 深鉢 口縁:肥厚､RLR縦回


18‐6 295 遺物集中1 Ⅱ層 最花 深鉢？ 胴部:突起、RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


18‐7 310 遺物集中2 Ⅲ層 最花 深鉢 胴:LR縦回→楕円沈線


18‐8 166 ⅤC241 Ⅱ層 最花 深鉢 口縁:平、LR縦回


19‐9 141 ⅤB250 風倒木 最花 深鉢 口縁:弱波状･折り返し、胴:RL横回→沈線


遺物観察表 
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遺構外出土縄文土器観察表２
図番号 整理番号 出土位置 層位 p番号 時期 器種 外面特徴 内面特徴 その他 備考


19‐10 209‐1 40、47 最花 深鉢 口縁:平･無文､胴:上半RLR横回、下半RLR斜回 炭化物付着


19‐11 302‐1、2 Ⅲ層 3、4 最花 小型深鉢 口縁:平､外:LR横回


19‐12 70 ⅣS226 Ⅱ層 大木10平行 深鉢 口縁:平･無文､胴:LR回→沈線 ﾐｶﾞｷ


19‐13 193 ⅤF246 Ⅱ層 Ｘ 蛍沢 深鉢 口縁:平、外:沈線


21‐14 290 Ⅲ層 A区　5 蛍沢 深鉢 外胴:LR縦回→太い沈線 ﾐｶﾞｷ 内面炭化物付着


21‐15 208‐3 46 牛ヶ沢 深鉢 外胴:RL縦回、底付近ﾐｶﾞｷ、外底:網代圧痕


21‐16 208‐1 46 牛ヶ沢 深鉢
口縁:波状､外:細隆線(上面RL回)･RL回→沈
線･ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


21‐17 93 ⅤA234 Ⅱ層 Ｘ 牛ヶ沢 深鉢
口縁:平、外口:LR横回、外胴:LR(端結節)縦
回


22‐18 61 ⅣR228 Ⅰ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状、細沈線→ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


22‐19 238‐1 ⅤA233 Ⅱ層 Ｘ 十腰内Ⅰ 深鉢？ 口縁:波状､細粒線･沈線(渦巻状) ﾐｶﾞｷ


22‐20 71 ⅣS226 Ⅰ層 十腰内Ⅰ 深鉢？ 口縁:波状、細隆線・沈線、黒色物質付着 ﾐｶﾞｷ 分析1


22‐21 238‐2 ⅤA233 Ⅱ層 Ｘ 十腰内Ⅰ 深鉢？ 外胴:細沈線(3本1組) ﾐｶﾞｷ


22‐22 60 ⅣR226 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 壷？ 外胴:細沈線、赤色物質塗布 ﾐｶﾞｷ


22‐23 77 ⅣS231 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 鉢？ 口縁:平、外:細沈線 ﾐｶﾞｷ


22‐24 123 ⅤB224 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢？ 胴:細沈線


22‐25 91 ⅣT232 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢？ 胴:沈線


22‐26 142 ⅤC225 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状、外:隆線・沈線、細沈線 ﾐｶﾞｷ


22‐27 52 ⅣQ226 Ⅰ層 十腰内Ⅰ 深鉢？ 胴:隆線･沈線 ﾐｶﾞｷ


22‐28 189 ⅤE245 Ⅰ層 Ｘ 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状、外:太沈線 ﾐｶﾞｷ


22‐29 8 ⅣS235 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:平､外:太沈線 ﾐｶﾞｷ


22‐30 127 ⅤB238 Ⅱ層 15 十腰内Ⅰ 不明 沈線(ｸﾗﾝｸ状等)→ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


22‐31 47 ⅣG244 Ⅰ層 十腰内Ⅰ 深鉢 外:隆線･太沈線(楕円･網目状) ﾐｶﾞｷ


22‐32 184 ⅤD244 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 壷？ 口縁:平、太沈線 ﾐｶﾞｷ


22‐33 129‐2 ⅤB239 Ⅱ層 11、14、X 十腰内Ⅰ 深鉢
口縁:平、胴上半:太沈線(ｸﾗﾝｸ状等)、胴下
半:無文


ﾐｶﾞｷ


22‐34 19 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 壷？ 口縁:平、外:隆線･沈線・橋状把手 ﾐｶﾞｷ


22‐35 65 ⅣP232 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状、外:太沈線 ﾐｶﾞｷ


22‐36 188 ⅤD225 Ⅲ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:平･外:太沈線･網目状 ﾐｶﾞｷ


22‐37 298 遺物集中2 Ⅲ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:平縁･折り返し、胴:太沈線(網目状) ﾐｶﾞｷ


23‐38 289 Ⅲ層 A区　3 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:平、口端刻み、外胴:櫛状沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐39 192 ⅤF246 1層 Ｘ 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:平、外胴:櫛状沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐40 48 ⅣQ225 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状、外:櫛状＋太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐41 100 ⅤA225 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状、外:櫛状＋太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐42 133 ⅤB240 Ⅰ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:平、外:櫛状＋太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐43 58 ⅣR226 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:平、外:櫛状＋太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐44 66 ⅣR232 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状、外:櫛状＋太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐45 196 Ⅱ層 29 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状、外:櫛状＋太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐46 68 ⅣS234 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状、外:櫛状＋太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐47 162 ⅤC239 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状･波頂部刻み、外:櫛状＋太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐48 195‐1 Ⅱ層 21 十腰内Ⅰ 深鉢 胴:櫛状＋太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐49 101 ⅤA225 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢 胴:櫛状＋太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐50 161 ⅤC239 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状、外:LR回→太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐51 128 ⅤB238 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状、外:LR回→太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐52 272 ⅤE245 Ⅱ層 24 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:波状、外:LR回→太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐53 56 ⅣQ234 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢
口縁:波状(波頂部粘土紐貼り付け)、外:LR回
→太沈線


ﾐｶﾞｷ


23‐54 134 ⅤB240 Ⅰ層 十腰内Ⅰ 不明 外:太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐55 130 ⅤB239 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 不明 外:LR回→太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐56 92 ⅣT234 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 不明 外:太沈線 ﾐｶﾞｷ


23‐57 199 ⅣR215 Ⅲ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:平、外口:無文、外胴:単5縦回 ﾐｶﾞｷ


23‐58 67 ⅣR232 Ⅱ層 十腰内Ⅰ 深鉢 口縁:平･折り返し･単5横回、胴:単5縦回 ﾐｶﾞｷ


23‐59 137 ⅤB238 Ⅱ層 15 十腰内Ⅰ 深鉢 外:ﾐｶﾞｷ無文、外底:笹葉圧痕 ﾐｶﾞｷ


24‐60 95 Ⅱ層 21 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、外:指圧→ﾐｶﾞｷ 指頭圧→ﾐｶﾞｷ


24‐61 204 Ⅱ層 26 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、外:ﾐｶﾞｷ 横ﾐｶﾞｷ


24‐62 317 遺物集中2 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:弱波状、外:ﾐｶﾞｷ 指頭圧→ﾐｶﾞｷ


24‐63 115‐1 ⅤB233 Ⅱ層 Ｘ 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:弱波状、外:ﾐｶﾞｷ 横ﾐｶﾞｷ


24‐64 296 遺物集中2 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平縁、外:粗いﾐｶﾞｷ 指頭圧→ﾐｶﾞｷ


24‐65 83 ⅣT227 Ⅰ層 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、無文 ﾐｶﾞｷ


24‐66 160 ⅤC225 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 鉢？ 口縁:平、無文


24‐67 104‐1 ⅤA232 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 鉢？
口縁:弱波状･口端肥厚、外:指圧→ﾐｶﾞｷ、1箇
所に瘤


1箇所に瘤、ﾐｶﾞｷ


24‐68 306 遺物集中2 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


24‐69 316 遺物集中2 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 深鉢 胴下半:指圧→ﾐｶﾞｷ、外底:楕円･粗いﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


24‐70 94 ⅤA233 Ⅱ層 23 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、外:横位条痕(貝) ﾐｶﾞｷ


24‐71 124 ⅤB233 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平･横位粗いﾐｶﾞｷ、胴:縦位粗いﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


24‐72 305 遺物集中2 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 深鉢 胴:縦位粗いﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


24‐73 256 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 十腰内Ⅴ 不明 外･ﾐｶﾞｷ？


25‐74 207 Ⅱｂ層 35 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、LR･RL横回(羽状) 指頭圧→ﾐｶﾞｷ


25‐75 131 ⅤB240 Ⅰ層 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、LR･RL横回(羽状) ﾐｶﾞｷ


25‐76 229 ⅣT227 Ⅱ層 Ｘ 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、LR･RL横回(羽状) ﾐｶﾞｷ


25‐77 167‐3 ⅤC241 Ⅱ層 2 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、LR･RL横回(羽状) ﾐｶﾞｷ


25‐78 69 ⅣS226 トレンチ 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、LR･RL横回(羽状) ﾐｶﾞｷ


25‐79 297 遺物集中2 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、LR･RL横回(羽状) ﾐｶﾞｷ


25‐80 167‐1 ⅤC241 Ⅱ層 2 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、LR･RL横回(羽状) ﾐｶﾞｷ


25‐81 318 Ⅲ層 A区　9 十腰内Ⅴ 鉢？ 口縁:平、胴:LR横回
ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾐｶﾞｷ、赤色
物質付着


分析2


25‐82 49 ⅣQ225 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 深鉢 口縁:平、胴:LR横回 ﾐｶﾞｷ


25‐83 99 ⅤA225 Ⅱ層 Ｘ 十腰内Ⅴ 深鉢 胴下半:ﾐｶﾞｷ、外底、弱丸底 ﾐｶﾞｷ


25‐84 167‐5 ⅤC241 Ⅱ層 Ｘ 十腰内Ⅴ 深鉢 胴下半:LR･RL横回(羽状)、弱突出 ﾐｶﾞｷ


25‐85 275‐1 Ⅱ層 27 十腰内Ⅴ 精製深鉢
口縁:平、外:ﾐｶﾞｷ(括れ部分に指圧)、外底:
凹み底


ﾐｶﾞｷ


25‐86 80 ⅣS232 Ⅱ層 Ｘ 十腰内Ⅴ 精製深鉢
口縁:平･大小突起、口端:肥厚、外:LR･RL回
→沈線･ﾐｶﾞｷ


26‐87 15‐1 ⅤA232 Ⅱ層 Ｘ 十腰内Ⅴ 精製深鉢 胴:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


26‐88 236 ⅤA233 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢 口縁:波状(大突起)、外:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


26‐89 237 ⅤA233 Ⅱ層 Ｘ 十腰内Ⅴ 精製深鉢
口縁:平･小突起(上面刻み)、口端肥厚、
外:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


26‐90 307 遺物集中2 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢 胴:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ
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遺構外出土縄文土器観察表３
図番号 整理番号 出土位置 層位 p番号 時期 器種 外面特徴 内面特徴 その他 備考


26‐91 288 Ⅰ層 A区　2 十腰内Ⅴ 精製深鉢 口縁:平、外:LR･RL回→ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


26‐92 240 ⅤA233 Ⅱ層 23 十腰内Ⅴ 精製深鉢
口縁:平･大小突起(上面刻み)、LR･RL回→沈
線･ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


26‐93 96 ⅤA224 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢
口縁:平･小突起(内面刻み)、LR･RL回→沈線･
ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


26‐94 239‐2 ⅤB234 Ⅱ層 22 十腰内Ⅴ 精製深鉢 胴:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


26‐95 57‐1 ⅣR225 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢 口縁:平、口端肥厚、外:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


26‐96 200‐1 ⅣT225 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢
口縁:平･小突起(内面刻み)、外:LR･RL回→沈
線･ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


26‐97 88 ⅣT232 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢 口縁:平･小突起、外:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


26‐98 313 遺物集中2 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢
口縁:平･小突起(内面刻み)、外:LR･RL回→沈
線･ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


26‐99 57‐3 ⅣR225 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢
口縁:平･小突起(内面刻み)、外:LR･RL回→沈
線･ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


26‐100 200‐3 ⅣT235 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢 口縁:平･小突起、外:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


26‐101 163 ⅤC240 Ⅱ層 3、5 十腰内Ⅴ 精製深鉢 口縁:平･小突起、外:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


26‐102 299 遺物集中2 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢
口縁:平･小突起(内面刻み)、外:LR･RL回→沈
線･ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


26‐103 82 ⅣT227 Ⅰ層 Ｘ 十腰内Ⅴ 鉢？
口縁:平･小突起(上面刻み)、外:LR･RL横回
(羽状)


ﾐｶﾞｷ


26‐104 57‐2 ⅣR225 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢 小突起、外:LR･RL回(羽状) ﾐｶﾞｷ


26‐105 263 ⅤB234 Ⅱ層 Ｘ 十腰内Ⅴ 精製深鉢 大突起、上面刻み･外面:LR･RL回 ﾐｶﾞｷ


26‐106 55 ⅣQ234 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢 大突起、上面渦巻沈線･外面：RL回 ﾐｶﾞｷ


27‐107 230 ⅤA234 Ⅱ層 19 十腰内Ⅴ 精製深鉢
口縁:波状･大小突起･小突起内面刻み、口端
肥厚、波長突起下に瘤、LR回→沈線･ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


27‐108 112 ⅤA234 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 精製深鉢
大突起･正面と根元に沈線と瘤、側面に貫通
孔、


ﾐｶﾞｷ


27‐109 ＳＦ53 3層 1 十腰内Ⅴ 精製深鉢 大突起、頂部と根元に瘤 ﾐｶﾞｷ


27‐110 103 ⅤA232 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 鉢 口縁:3単位波状、外底凹み底 ﾐｶﾞｷ


27‐111 203 ⅣT205 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 壷
頚部:円柱状、体部：肩張る、外:頸〜体上
半:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ、体下半無文


指頭圧→ﾐｶﾞｷ


27‐112 228 ⅣT227 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 壷？ 外:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ、黒色物質付着 ﾐｶﾞｷ


27‐113 106 ⅤA234 Ⅱ層 19、X 十腰内Ⅴ 壷？
口縁:平･小突起(上面刻み)･外:LR回→沈
線。･ﾐｶﾞｷ


ﾐｶﾞｷ


27‐114 201 ⅣT225 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 壷？ 体部:LR回→沈線･ﾐｶﾞｷ、瘤(上面刻み) 指圧


27‐115 74 ⅣS227 Ⅰ層 Ｘ 十腰内Ⅴ 壷？ 体部:瘤･LR回→沈線 指圧


27‐116 234 ⅤA234 Ⅱ層 20 十腰内Ⅴ 壷？ 体部:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ 指圧


27‐117 132 ⅤB240 Ⅱ層 6 十腰内Ⅴ 壷？ 体部:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ、瘤 ﾐｶﾞｷ


27‐118 45 ⅣP226 Ⅰ層 十腰内Ⅴ 壷？ 体部:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ、瘤 輪積痕


27‐119 311,314 遺物集中2 Ⅲ層 十腰内Ⅴ 壷？ 体部:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ 輪積痕


27‐120 64 ⅣR231 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 壷？ 体部細沈線


27‐121 231 ⅤA234 Ⅱ層 20 十腰内Ⅴ 壷？
外:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ、胴下半･ﾐｶﾞｷ、底部
上げ底


ﾍﾗﾅﾃﾞ？


27‐122 226 ⅣT227 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 壷？ 外:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


27‐123 75 ⅣS231 Ⅱ層 Ｘ 十腰内Ⅴ 壷？ 外:ﾐｶﾞｷ無文 ﾐｶﾞｷ


28‐124 164 ⅤC240 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 鉢？ 外:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ


28‐125 53‐3+2 ⅣR226 Ⅰ層 十腰内Ⅴ 注口
外:細沈線・瘤、注口部根元にアスファルト
付着


ﾐｶﾞｷ


28‐126 85 ⅣT232 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 注口
口縁:平･小突起(上面刻み)、外:LR･RL回→沈
線･ﾐｶﾞｷ、瘤、底部凹み底


ﾐｶﾞｷ


28‐127 89 ⅣT232 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 注口 注口部破片、瘤(上面刻み)


28‐128 232 ⅤA234 Ⅱ層 20 十腰内Ⅴ 注口 注口部根元:LR･RL回→沈線･ﾐｶﾞｷ


28‐129 110 ⅤA234 Ⅱ層 十腰内Ⅴ 注口 注口部根元:RL回→沈線


30‐130 79 ⅣS231 Ⅱ層 大洞Ｂ 鉢？ 口縁:刻み、外:太沈線、外胴:LR横回 ﾐｶﾞｷ


30‐131 198 41 大洞Ｂ 壷 頚部:無文、体部:LR回 指圧


30‐132 76 ⅣS231 Ⅱ層 大洞Ｂ 壷？ 体部:無文 指圧


30‐133 185 ⅤD244 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 深鉢 口縁:平、口端刻み、外:沈線･RL横回 ﾐｶﾞｷ


30‐134 271 ⅤD224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 深鉢 口縁:平、口端刻み、外:沈線 ﾐｶﾞｷ


30‐135 264 ⅤC224 Ｘ 大洞Ａ′ 深鉢 口縁:平、幅狭な無文部、LR斜回 ﾐｶﾞｷ


32‐136 241‐1 ⅤB224 Ⅱ層 大洞Ａ′ 浅鉢
口縁:平、4単位突起、外:太沈線(変形工字
文)


口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐137 144 ⅤC225 Ⅲ層 Ｘ 大洞Ａ′ 浅鉢
口縁:平、6単位突起、外:細沈線(変形工字
文)、粘土粒、下半:LR横回


口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐138 97 ⅤA224 Ⅱ層 大洞Ａ′ 浅鉢 口縁:平、外:沈線(変形工字文) 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐139 258 ⅤB224 Ｘ 大洞Ａ′ 浅鉢 口縁:平、外:沈線(変形工字文) 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐140 149 ⅤC225 Ⅱ層 大洞Ａ′ 浅鉢
口縁:平、外:沈線(変形工字文)、下半無文帯
有り


口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐141 136 ⅤB224 Ⅱ層 大洞Ａ′ 浅鉢 口縁:平、LR横回→沈線(変形工字文) 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐142 243‐1 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 鉢？
口縁:波状？、口端沈線、外:沈線(変形工字
文？･矢羽状沈線)


口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐143 135 ⅤB224 Ⅱ層 大洞Ａ′ 浅鉢
口縁:6単位波状、外:上半変形工字文(赤色顔
料付着)、下半:LR回


口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐144 265 ⅤC224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 浅鉢 口縁:波状、外:変形工字文 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐145 21 SD20・21 Ⅱ層 大洞Ａ′ 浅鉢 口縁:波状、外:変形工字文 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐146 150 ⅤC225 Ⅱ層 大洞Ａ′ 浅鉢 口縁:波状、外:変形工字文 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐147 253 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 浅鉢 口縁:波状、外:変形工字文 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐148 181 ⅤD225 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 鉢？ 口縁:波状、LR回→矢羽状沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐149 269 ⅤC224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 鉢？ 外:沈線(変形工字文)・LR横回 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐150 244‐1 ⅤB244 Ⅰ層 Ｘ 大洞Ａ′ 鉢？ 外:沈線(変形工字文)･LR横回


32‐151 244‐2 ⅤB244 Ⅰ層 Ｘ 大洞Ａ′ 不明 外:沈線


32‐152 315 Ⅲ層 A区　8 大洞Ａ′ 鉢 胴下半:無文･沈線


32‐153 242‐1 ⅤB224 Ⅱ層 大洞Ａ′ 台付浅鉢
口縁:4単位波状、口端沈線、外上半:変形工
字文、下半、LR回、台部無文


口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐154 174 ⅤD224 Ⅱ層 大洞Ａ′ 台付浅鉢 外:沈線(斜位)、台部無文


32‐155 98 ⅤA225 Ⅰ層 Ｘ 大洞Ａ′ 台付 台部無文


分析4
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遺構外出土縄文土器観察表４
図番号 整理番号 出土位置 層位 p番号 時期 器種 外面特徴 内面特徴 その他 備考


32‐156 117 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 台付 台部無文


32‐157 243‐2 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 鉢
口縁:波状、口端沈線、外:工字文・矢羽状沈
線


口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐158 122 ⅤB224 Ⅱ層 大洞Ａ′ 鉢？ 外面沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐159 145‐1 ⅤC225 Ⅱ層 大洞Ａ′ 台付鉢
口縁:6単位波状、口端刻み、外:平行沈線・
粘土瘤・RL横回


口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐160 177 ⅤD224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 鉢？ 外:沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐161 254 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 不明 突起(上面刻み)、外:LR回･沈線･ﾐｶﾞｷ 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐162 156 ⅤC225 Ⅱ層 大洞Ａ′ 鉢？ 外:LR回→沈線(変形工字文) 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐163 154 ⅤC225 Ⅱ層 大洞Ａ′ 鉢？ 外:沈線･粘土瘤 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐164 247 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 広口壷？ 外:無文･沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


32‐165 202 ⅣT225 Ⅲ層 大洞Ａ′ 不明 外:平行沈線


32‐166 246 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 鉢？ 沈線


33‐167 245 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 鉢？ 外:LR回→沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


33‐168 151 ⅤC224 Ⅱ層 大洞Ａ′ 鉢？ 口縁:平、外:LR回→沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


33‐169 249 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 鉢？ 口縁:平、外:LR回→沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


33‐170 183 ⅤD225 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 鉢？ 口縁:平、外:LR回→沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


33‐171 120 ⅤB224 Ⅱ層 大洞Ａ′ 鉢？ 口縁:平、外:LR回→沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


33‐172 147 ⅤC224 Ⅱ層 大洞Ａ′ 鉢？ 口縁:平、外:LR回→沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


33‐173 250 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 鉢？ 口縁:平、外:RL回→沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


33‐174 153 ⅤC225 Ⅱ層 大洞Ａ′ 鉢？ 口縁:平、外:LR斜回→沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


33‐175 252 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 鉢？ 口縁:平、外:LR斜回→沈線


33‐176 170‐2 ⅤD224 Ⅱ層 大洞Ａ′ 深鉢 口縁:平、口端刻み、外:LR横回→沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


33‐177 169 ⅤC225 Ⅱ層 大洞Ａ′ 深鉢 口縁:平、外:LR斜回→沈線


33‐178 300 Ⅲ層 A区　10 大洞Ａ′ 不明 外:沈線･条痕


33‐179 155 ⅤC225 Ⅱ層 大洞Ａ′ 鉢 口縁:4単位波状、口縁:沈線、胴:RL横回 ﾐｶﾞｷ


33‐180 152 ⅤC225 Ⅱ層 大洞Ａ′ 不明 外:沈線･条痕


33‐181 143 ⅤC225 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 深鉢 口縁:平、外:粗いﾐｶﾞｷ→条痕･沈線 ﾍﾗﾅﾃﾞ


33‐182 114‐1 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 深鉢 口縁:平、外:条痕･沈線 ﾐｶﾞｷ


33‐183 171‐1 ⅤC225 Ⅱ層 大洞Ａ′ 深鉢 口縁:平、外:条痕･沈線 ﾐｶﾞｷ


34‐184 139 ⅤB224 Ⅰ層 大洞Ａ′ 深鉢 口縁:平、外:条痕･沈線 ﾐｶﾞｷ


34‐185 168 ⅤC225 Ⅱ層 大洞Ａ′ 深鉢 外胴:条痕 ﾐｶﾞｷ


34‐186 114‐2 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 深鉢 外:無文･沈線 口縁沈線、ﾐｶﾞｷ


34‐187 255 ⅤB224 Ⅱ層 Ｘ 大洞Ａ′ 深鉢 外:無文･沈線


34‐188 259 ⅤB224 Ｘ 大洞Ａ′ 深鉢 外:条痕 ﾐｶﾞｷ


遺構内出土石器観察表
図番号 整理番号 S番号 遺構１ グリッド 層位 器種 長さcm 幅 厚さ 重量(g) 石質 備考


7‐17 6 X SI-10 底面 掻器 3.55 4.8 1.15 11.4 珪質頁岩


7‐18 1002 6 SI-10 フク土 削器 9.9 5.8 1.6 70 珪質頁岩


7‐19 3 13 SI-10 底面 二次加工剥片 4.3 2.9 1.0 10.6 珪質頁岩


7‐20 1 52 SI-10 底面 掻器 5.2 3.1 1.2 12.0 珪質頁岩


7‐21 1003 9 SI-10 床面 凹み石 8.9 7.4 4.9 430 泥岩


7‐22 1005 14 SI-10 床面 磨り石 12.0 8.3 4.7 620 流紋岩


7‐23 1001 1 SI-10 床面 棒状礫 43.5 5.8 5.3 2010 流紋岩 擦痕


7‐24 1006 22 SI-10 床面 棒状礫 21.4 4.1 3.7 500 流紋岩 擦痕


9‐6 9 X SI-11 フク土 小型削器 2.6 1.8 0.5 2.0 珪質頁岩


9‐7 7 X SI-11 フク土 二次加工剥片 6.8 5.0 0.9 32.3 珪質頁岩


10‐7 1008 43 SI-12 フク土 多面体敲き石 7.2 5.9 4.4 210 カルセドニー


10‐8 1009 162 SI-12 フク土 擦り石 13.5 8.2 6.0 870 泥岩


12‐12 465 SI-30 Ⅰ層 剥片 2.7 2.55 0.4 カルセドニー


12‐13 448 SI-30 Ⅰ層 使用痕のある剥片 3.7 6.0 1.1 24.0 珪質頁岩


13‐1 462 A区　2 SI-31 有茎石鏃 3.4 2.0 0.6 珪質頁岩


13‐2 463 1 SI-31 フク土 石匙 6.5 3.5 1.0 珪質頁岩


15‐SK109‐7 15 ハク-3 SK-109 1層 縦型石匙 5.7 3.5 0.6 16.1 珪質頁岩 アスファルト付着


15‐SK109‐8 14 ハク-1 SK-109 1層 横型石匙 4.4 6.5 0.9 18.4 カルセドニー アスファルト付着


15‐SK109‐9 16 ハク-4 SK-109 1層 石錐 3.4 1.2 0.3 1.4 珪質頁岩


15‐SK109‐10 18 ハク-7 SK-109 1層 剥片 2.6 3.2 0.7 3.7 珪質頁岩


15‐SK109‐11 11 ハク-5 SK-109 1層 使用痕のある剥片 5.3 2.7 1.2 13.1 珪質頁岩


15‐SK109‐12 1019 20 SK-109 1層 凹み石 8.7 6.6 2.7 190


15‐SK110‐7 19 X SK-110 Ⅰ層 使用痕のある剥片 7.0 6.9 1.4 46.7 珪質頁岩


16‐5 21 X SK-146 ⅤB-224 Ⅱ層 使用痕のある剥片 4.8 3.0 1.4 17.5 珪質頁岩


遺構外出土石器観察表１
図番号 整理番号 S番号 遺構１ グリッド 層位 器種 長さcm 幅 厚さ 重量(g) 石質 備考


36‐1 441 X ⅤE-219 Ⅰ層 有茎石鏃 2.9 1.4 0.55 2.1 珪質頁岩


36‐2 440 X ⅣR-228 Ⅱ 有茎石鏃 2.65 0.95 0.4 0.6 珪質頁岩


36‐3 97 X ⅣS-227 Ⅱ層 石錐 3.9 1.2 0.8 3.2 珪質頁岩 先端磨耗


36‐4 157 X ⅤA-227 Ⅰ層 石錐 (3.0) 1.3 0.7 1.8 珪質頁岩


36‐5 380 X ⅣR-225 Ⅲ層 石錐？ 4.3 1.6 0.9 3.9 珪質頁岩


36‐6 446 X SF-80 確認面 石槍 8.8 3.8 1.6 珪質頁岩


36‐7 423 S-38 縦型石匙 8.0 3.0 1.7 30.2 珪質頁岩 腹面光沢


36‐8 89 X ⅣS-226 Ⅰ層 縦型石匙 10.0 4.2 1.3 29.4 珪質頁岩


36‐9 311 X ⅤB-239 Ⅱ層 縦型石匙 5.4 3.5 0.45 6.2 珪質頁岩


36‐10 96 X ⅣS-227 Ⅱ層 縦型石匙 5.3 2.9 0.65 7.4 珪質頁岩


36‐11 280 X ⅤB-232 Ⅱ層 縦型石匙 6.4 3.3 0.9 15.9 珪質頁岩


36‐12 305 X ⅤB-234 Ⅱ層 縦型石匙 3.3 2.4 0.7 3.1 珪質頁岩


36‐13 420 S-35 Ⅱb層 横型石匙 2.7 5.1 0.8 7.8 珪質頁岩


36‐14 385 X ⅣT-225 Ⅲ層 横型石匙 3.1 6.5 1.4 17.4 珪質頁岩


36‐15 82 X ⅣS-224 Ⅰ層 横型石匙 3.5 6.5 1.0 13.8 珪質頁岩


36‐16 87 X ⅣS-224 Ⅰ層 横型石匙 3.6 4.4 1.0 12.0 カルセドニー


36‐17 149 X ⅤA-224 Ⅱ層 横型石匙 4.0 4.8 1.0 9.1 珪質頁岩


36‐18 105 X ⅣS-232 Ⅱ層 石匙 3.6 1.6 0.9 4.0 珪質頁岩


36‐19 216 X ⅤA-239 Ⅱ層 二次加工剥片 2.75 1.8 0.65 2.7 珪質頁岩


36‐20 30 X ⅣP-227 Ⅰ層 二次加工剥片 3.05 2.0 0.95 5.2 カルセドニー


36‐21 121 X ⅣT-227 Ⅱ層 横型石匙 4.0 4.8 1.05 13.0 珪質頁岩


37‐22 312 X ⅤB-239 Ⅱ層 削器 8.8 4.5 2.1 54.7 珪質頁岩


37‐23 62 X ⅣR-226 Ⅰ層 削器 8.8 5.4 1.55 65.2 珪質頁岩


米山（2）遺跡Ⅴ 
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遺構外出土石器観察表１


図番号 整理番号 S番号 遺構１ グリッド 層位 器種 長さcm 幅 厚さ 重量(g) 石質 備考


37‐24 139 X ⅤA-221 Ⅰ層 削器 6.35 2.8 0.8 13.3 珪質頁岩


37‐25 336 X ⅤC-239 Ⅱ層 削器 8.35 5.0 1.7 41.2 珪質頁岩


37‐26 125 X ⅣT-232 Ⅱ層 削器 6.5 2.3 1.3 14.6 珪質頁岩


37‐27 289 X ⅤB-233 Ⅱ層 削器 4.5 5.5 12.5 25.0 珪質頁岩 腹面光沢


37‐28 405 X ⅣP-229 Ⅲ層 削器 7.9 3.3 1.4 25.2 珪質頁岩


37‐29 298 X ⅤB-234 Ⅰ層 削器 10.9 4.9 2.0 65.2 珪質頁岩


37‐30 69 X ⅣR-227 Ⅰ層 削器 5.1 4.7 1.4 29.9 珪質頁岩


37‐31 93 X ⅣS-226 Ⅰ層 削器 6.1 3.8 1.15 19.2 凝灰質頁岩


37‐32 158 X ⅤA-229 Ⅰ層 削器 6.75 8.8 2.0 104.5 珪質頁岩


38‐33 91 X ⅣS-226 Ⅰ層 削器 9.15 6.85 1.7 78.4 珪質頁岩


38‐34 241 X ⅤB-224 Ⅱ層 削器 5.85 2.8 1.25 14.7 珪質頁岩


38‐35 148 X ⅤA-224 Ⅱ層 掻器 4.45 3.8 0.8 13.1 珪質頁岩


38‐36 40 X ⅣQ-225 Ⅱ層 使用痕のある剥片 5.3 2.9 1.55 11.6 カルセドニー


38‐37 128 X ⅣT-232 Ⅱ層 掻器 4.0 2.7 1.3 13.2 珪質頁岩


38‐38 152 X ⅤA-225 Ⅰ層 掻器 5.3 4.0 1.1 17.3 珪質頁岩


38‐39 112 X ⅣS-236 Ⅱ層 掻器 3.9 3.55 1.15 17.5 珪質頁岩


38‐40 274 X ⅤB-228 Ⅱ層 掻器 3.5 2.3 0.8 6.0 珪質頁岩


38‐41 168 X ⅤA-232 Ⅱ層 使用痕のある剥片 3.1 2.25 9.5 5.4 珪質頁岩


38‐42 102 X ⅣS-231 Ⅱ層 使用痕のある剥片 4.5 4.5 0.9 16.4 珪質頁岩


38‐43 70 X ⅣR-227 Ⅰ層 使用痕のある剥片 7.9 4.2 1.8 35.1 ギョウケツ


38‐44 293 X ⅤB-233 Ⅱ層 使用痕のある剥片 2.2 2.2 0.5 1.7 珪質頁岩


38‐45 141 X ⅤA-22１ Ⅰ層 使用痕のある剥片 8.25 4.6 1.75 46.2 珪質頁岩


38‐46 106 X ⅣS-232 Ⅱ層 使用痕のある剥片 4.45 2.1 1.05 7.0 珪質頁岩


38‐47 162 X ⅤA-231 Ⅱ層 使用痕のある剥片 4.25 3.1 0.9 10.0 珪質頁岩


38‐48 140 X ⅤA-22１ Ⅰ層 二次加工剥片 4.75 4.3 1.45 13.0 珪質頁岩


38‐49 50 X ⅣQ-227 Ⅰ層 使用痕のある剥片 2.1 3.7 1.0 6.9 赤鉄鋼


39‐50 249 X ⅤB-224 Ⅱ層 剥片 4.0 2.4 1.25 15.6 珪質頁岩


39‐51 181 X ⅤA-234 Ⅱ層 剥片 4.3 4.4 1.1 12.3 珪質頁岩


39‐52 37 X ⅣP-227 Ⅰ層 二次加工剥片 9.9 4.8 2.6 86.7 カルセドニー


39‐53 306 X ⅤB-234 Ⅰ層 二次加工剥片 5.7 5.5 1.6 52.7 珪質頁岩


39‐54 328 X ⅤC-225 Ⅱ層 二次加工剥片 8.05 5.4 1.3 52.1 珪質頁岩


39‐55 439 X ⅤD-244 表土 小型磨製石斧 4.1 2.35 0.9 14.7 片岩


39‐56 1040 X P-28 Ⅱ層 磨製石斧 11.05 3.9 2.25 160 凝灰岩


39‐57 1054 X ⅣQ-220 Ⅲ層 擦り石 (6.3) 6.7 3.3 170 泥


39‐58 1051 X ⅤD-225 Ⅱ層 敲き石 16.2 5.3 4.7 560 流紋岩


39‐59 1035 X ⅣR-226 Ⅱ層 凹み石 13.2 6.2 4.05 430 泥岩


39‐60 1041 P-28 Ⅱ層 凹み石 10.8 8.8 6.2 0.84


39‐61 1045 X ⅤB-224 Ⅱ層 凹み石 (9.9) 6.2 3.3 210 凝灰岩


40‐62 1044 X ⅤB-224 Ⅱ層 石皿 (23.4) 23.9 4.8 4200 泥岩


40‐63 1052 X ⅤD-225 Ⅱ層 石皿 23.9 25.3 5.6 3630 泥岩


40‐64 1049 X ⅤC-225 Ⅱ層 石皿 43.6 36.1 5.6 9200 泥岩


67‐1 1032 X SE-58 砥石 10.1 10.8 8.1 2450 砂岩


71‐123‐2 1027 1 SK-123 底面 台石？ 39.5 12.1 4.5 8400 泥岩


71‐123‐3 1028 2 SK-123 底面 台石？ 38.1 22.1 6.3 8600 緑色凝灰岩


109‐3 1057 X SX-1 上層 砥石 17.5 4.6 5.6 703 流紋岩


111‐11 1053 X ⅣP-215 Ⅲ層 (11.0) 6.6 3.4 340 凝灰岩


金属製品観察表
図番号 整理番号 出土地点 層位 器種 特徴 長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) その他


71‐1 6 SK123 覆土 釘 断面方形、平頭 6.2 0.8 0.4


106 5 SP571 覆土 苧引金？ 3.5 10.4 0.2


106 4 SP573 覆土 鉄鏃？ 8.2 2.2 0.6


67‐1 3 SE62 覆土 不明 板状 4.9 2.0 0.2


67‐2 3 SE62 覆土 不明 板状 3.5 3.2 0.3


94‐1 1 SK119 2層下位 鉄刀 基部に目釘穴、身と基部の境界に占金具？ 21.0 3.2 0.4


43‐1 2 SI14 2層 鉄刀？ 身の一部 6.1 3.0 0.3


94‐2 SK119 2層下位 銅鏡 内帯に菊花と2羽の鳥、直径9.2㎝、厚さ2㎜ 外縁2箇所に貫通孔


中世陶磁器観察表
図番号 整理番号 出土地点 層位 種別 産地 器種 部位 特徴 時期 その他


45‐1 9 SI-16 床面 陶器 珠洲 擂鉢 口縁部 ﾛｸﾛ 14c後


50‐1 13 SE-53 確認面 青磁 竜泉窯 椀？ 口縁部 へら描き連弁文 13後‐14c前


50‐2 18 SE-53 確認面 天目 瀬戸 椀 体部 ﾛｸﾛ→天目釉 14c前 内外面に擦痕


50‐3 5 SE-53 覆土 陶器 珠洲 擂鉢 体部 ﾛｸﾛ→おろし目 14c後


88‐1 4 SK-107 堆積土 陶器 珠洲 擂鉢 底部 ﾛｸﾛ→おろし目 14c 内面磨耗


89‐1 11 SK-125 確認面 陶器 珠洲 擂鉢 底部 ﾛｸﾛ→おろし目 14‐15c 被熱・内面磨耗


98‐1 10 SD-26 底面 陶器 珠洲 擂鉢 口縁部 ﾛｸﾛ→おろし目 14c前 破断面漆付着、内面磨耗


109‐1 12 SX-01 覆土 陶器 珠洲 片口擂鉢 口縁部 ﾛｸﾛ 14c後 内面磨耗


110‐1 2 ⅤD219 Ⅰ 白磁 中国 小皿 底部 高台付近露胎、内面貫入 14‐15c


110‐2 16 ⅤD218 Ⅰ 天目 瀬戸 椀 体部 内外面に天目釉 14‐15c 内外面に擦痕


110‐2 16 ⅤB218 Ⅰ 素焼き 不明 不明 注口部？ 外面沈線 近世以降？


110‐3 14 ⅣT225 Ⅱ 陶器 珠洲 甕 体部 外面叩き目 13c


110‐4 8 表採 陶器 珠洲 擂鉢 口縁部 ﾛｸﾛ→おろし目 14c中 内面磨耗


110‐5 7 ⅤA217 Ⅰ 陶器 珠洲 擂鉢 口縁部 ﾛｸﾛ 14c後 内面磨耗


110‐6 1 ⅤD219 Ⅰ 陶器 珠洲 擂鉢 口縁部 ﾛｸﾛ→おろし目、口縁端部に波状文 14‐15c 内面磨耗


110‐7 3 ⅣS222 Ⅰ 陶器 珠洲 擂鉢 体部 ﾛｸﾛ→おろし目 14‐15c


110‐8 6 ⅤD218 Ⅰ 陶器 珠洲 擂鉢 体部 ﾛｸﾛ→おろし目 14‐15c


110‐9 15 ⅣR240 Ⅰ 須恵器 五所川原 甕 底部 外面叩き目 10c


近世以降の陶磁器観察表
図番号 出土位置 層位 年代 産地 備考


132 ⅤA214 Ⅰ層


140 ⅤE245 Ⅰ層


154 ⅤA224 Ⅰ層


159 ⅤB228 Ⅱ層


168 ⅣS229 Ⅰ層 19C


173 ⅣT232 Ⅱ層


178 ⅤB239 Ⅱ層


182 SI10 1層盛土


149 P40 17C末〜18C後 内野山窯？ 　青緑釉輪剥皿


出土中世銭貨観察表
図番号 出土位置 銭貨名 初鋳年 状態


106 SP-452 至和元寶？ 1054 破損


95‐1 SC-04 聖宋元寶 1101 被熱・破損


112‐1 ⅤD-245 元祐通寶 1086


112‐2 ⅣR-220 至和通寶 1054 さし状態で出土


112‐3 ⅣR-220 紹聖元寶 1094 〃


112‐4 ⅣR-220 ？


遺物観察表 
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木製品観察表
図番号 出土位置 層位 ｗ番号 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 特徴 木取り 樹種 備考


49‐1 SE52 南西隅柱 27.7 8.7 8.0 通しほぞ穴、ほぞ穴周囲を面取り、下端に削った跡 芯持材 ヒバ


49‐2 SE52 X-⑦ 12.2 4.2 0.5 薄板、左側中央に抉り 柾目


49‐3 SE52 15-①② 15.6 7.0 0.5 薄板、右側中央に貫通孔 柾目


49‐4 SE52 06 8.1 5.0 0.3 薄板、左側中央に抉り 柾目


49‐5 SE52 09 5.5 8.5 0.6 薄板、表面炭化 柾目


49‐6 SE52 03-①② 37.1 12.3 7.5 薄板 柾目


49‐7 SE52 16 11.4 13.0 0.9 薄板 柾目


49‐8 SE52 07 16.7 14.8 1.0 薄板 柾目


49‐9 SE52 X-② 12.1 5.9 0.8 薄板、左側下端斜めにカット 柾目


49‐10 SE52 10〜13-③ 18.8 4.9 1.0 板材 柾目


49‐11 SE52 08 10.1 5.7 0.1 板材、下端表面炭化 柾目


49‐12 SE52 10〜13-④ 13.9 5.0 0.75 薄板 柾目


49‐13 SE52 横桟 17 65.3 5.6 2.7 棒状、上端部削り 柾目 ヒバ


49‐14 SE52 横桟 04 66.1 6.3 4.9 棒状、上下端部削り、右側縁やや湾曲、転用材か？ ﾐｶﾝ割材 ヒバ


50‐4 SE53 03 31.0 15.8 3.1 板状 板目


52‐1 SE54 隅柱 26 94.5 7.1 7.7 棒状、2箇所に通しほぞ穴、周囲を面取り 芯持材 ヒバ 樹皮付


52‐2 SE54 隅柱 28 91.0 7.0 6.6 棒状、3箇所に通しほぞ穴、周囲を面取り 芯持材 ヒバ 樹皮付


52‐3 SE54 隅柱 27 95.1 7.7 7.8 棒状、4箇所に通しほぞ穴、周囲を面取り 芯持材 ヒバ 樹皮付


52‐4 SE54 隅柱 29 90.0 6.6 6.5 棒状、5箇所に通しほぞ穴、周囲を面取り 芯持材 ヒバ 樹皮付


53‐5 SE54 横桟 31 86.1 6.4 6.2 棒状、両端削り 芯持材 樹皮付


53‐6 SE54 横桟 25 85.4 5.7 5.7 棒状、両端削り 芯持材 樹皮付


53‐7 SE54 横桟 32 85.1 4.8 4.5 棒状、両端削り 芯持材 樹皮付


53‐8 SE54 横桟 19 75.8 7.1 6.6 棒状、両端削り 芯持材 樹皮付


53‐9 SE54 横桟 21 72.4 5.9 6.0 棒状、両端削り 芯持材 樹皮付


54‐10 SE54 縦板 24-① 88.5 17.7 1.6 薄板、下端カット 柾目 ヒバ 樹皮付、年輪4


54‐11 SE54 縦板 23 86.6 17.0 1.1 薄板 柾目 ヒバ 年輪2


54‐12 SE54 縦板 24-① 95.6 17.35 1.7 薄板 柾目 ヒバ 樹皮付、年輪3


54‐13 SE54 縦板 22 78.7 21.6 1.6 薄板、下端カット 柾目 ヒバ 樹皮付、年輪1


54‐14 SE54 01 54.1 6.6 5.5 一部に切り込み、表面炭化 芯持材


54‐15 SE54 16 27.2 9.3 0.6 薄板 柾目


56‐1 SE55 枠外 口径14㎝、器高6㎝、底径7.6㎝、刳物漆器椀、内赤外黒地朱鶴丸文 ブナ属 06YONE-9


57‐2 SE55 横桟 31 78.6 5.7 4.6 両端削り 柾目


57‐3 SE55 横桟 04 74.5 両端削り 柾目


57‐4 SE55 隅柱 30 50.8 12.1 10.5 下端削った跡、通しほぞ穴 ﾐｶﾝ割材 ヒバ


57‐5 SE55 32 53.4 13.0 11.8 下端削った跡、通しほぞ穴 ﾐｶﾝ割材 ヒバ


57‐6 SE55 X-⑩ 11.8 6.4 0.8 薄板 柾目


57‐7 SE55 X-⑨ 31.4 6.2 0.5 薄板 柾目


57‐8 SE55 12-① 47.6 4.6 1.7 棒状 柾目


57‐9 SE55 06 68.5 5.5 1.7 板状、端部削り、表面炭化 柾目


58‐10 SE55 縦板 18 79.0 15.8 3.5 下端斜めにカット 柾目


58‐11 SE55 縦板 28 66.2 17.1 4.0 下端斜めにカット 柾目


58‐12 SE55 縦板 15 57.3 8.7 4.5 下端カット ﾐｶﾝ割材 ヒバ


58‐13 SE55 縦板 08-① 54.2 9.1 3.1 下端カット ﾐｶﾝ割材


58‐14 SE55 縦板 10-① 66.3 8.9 1.7 下端カット 柾目 ヒバ 樹皮付、年輪5


58‐15 SE55 縦板 23 43.5 11.8 1.5 下端斜めにカット 柾目 ヒバ 年輪8


58‐16 SE55 縦板 11-② 54.9 13.9 1.8 板状 柾目 ヒバ


58‐17 SE55 縦板 24 54.5 12.0 1.7 板状 柾目 ヒバ 年輪9


58‐18 SE55 縦板 20-① 41.3 11.1 0.5 薄板 柾目 ヒバ 樹皮付


58‐19 SE55 縦板 09 47.0 9.75 0.8 薄板 柾目 ヒバ


58‐20 SE55 縦板 X-⑥⑦⑧ 22.0 17.3 0.5 薄板 柾目 樹皮付


58‐21 SE55 縦板 19-① 44.1 7.6 0.7 薄板 柾目 樹皮付


58‐22 SE55 縦板 20-② 52.2 11.1 0.7 薄板 柾目 ヒバ 樹皮付


58‐23 SE55 縦板 11-① 54.8 9.6 0.9 薄板 柾目 ヒバ 樹皮付


58‐24 SE55 縦板 10-② 36.5 8.3 0.7 薄板 柾目 ヒバ


60‐1 SE56 隅柱 01 54.3 9.2 8.1 包みほぞ穴2箇所 芯持材 クリ 樹皮付


60‐2 SE56 横桟 12 77.1 4.7 2.4 棒状･湾曲、両端削り、転用材か 柾目


60‐3 SE56 横桟 10 73.4 6.3 2.9 棒状、両端削り、転用材か 柾目


60‐4 SE56 横桟 18 71.5 3.8 2.5 棒状、両端削り 柾目


60‐5 SE56 19 61.4 5.5 2.9 棒状 柾目 ヒバ


60‐6 SE56 下層 02 33.5 7.6 2.5 薄板 柾目


60‐7 SE56 03 31.8 8.6 1.7 薄板 柾目


60‐8 SE56 21 27.2 7.7 1.1 薄板 柾目


60‐9 SE56 04 17.8 8.8 1.9 薄板 柾目


60‐10 SE56 X-③ 13.9 5.9 0.6 薄板 柾目


67‐10 SE62 07-22 17.6 0.8 0.6 箸？、端部斜めに削り 柾目


67‐11 SE62 縦板 07-③ 45.7 8.7 1.1 板状 柾目


67‐12 SE62 縦板 07-① 42.0 11.5 0.8 板状、下端斜めにカット 柾目


67‐13 SE62 縦板 07-⑥⑦⑧ 35.8 11.6 0.9 板状、下端カット 柾目


67‐14 SE62 縦板 07-⑩ 21.8 10.0 0.6 板状、下端カット 柾目


67‐5 SE62 07-24 12.3 0.8 0.5 箸、先端削り


67‐6 SE62 07-25 12.4 0.5 0.4 箸、先端削り


67‐7 SE62 07-26 8.5 0.6 0.4 箸、先端削り


67‐8 SE62 07-21 23.8 0.9 0.45 箸、先端削り


67‐9 SE62 07-27 9.7 0.7 0.5 箸、先端削り


68‐15 SE62 縦板 07-② 52.0 11.0 0.6 板状 柾目


68‐16 SE62 縦板 07-④ 48.8 8.7 1.2 板状 柾目


68‐17 SE62 縦板 06 42.3 11.8 1.0 板状 柾目 ヒバ 年輪11


68‐18 SE62 縦板 07-⑨ 35.7 12.1 1.0 板状 柾目


68‐19 SE62 07-⑤ 40.7 8.5 1.0 樹皮 板目


68‐20 SE62 縦棒 03-①② 42.3 2.5 2.4 棒状、下端削り 芯持材 カエデ属


68‐21 SE62 05-① 20.8 2.2 2.2 棒状、下端削り 芯持材


69‐22 SE62 井筒
内径46.0cm、外径48.4cm、厚さ3〜4㎜の柾目板を２枚使用、桜？樹皮
を使用し、板を止めている。上下に箍が付く。内面下端に底板の圧
痕が、内面にはケガキが縦・斜位にみられる。内面漆塗布。


ヒバ 年輪12


70‐1 SE63 隅柱 01 50.2 8.4 8.6 2箇所に包みほぞ穴、内部でつながる。下端平坦にカット 芯持材


70‐2 SE63 隅柱 02 43.9 9.3 9.1 2箇所に包みほぞ穴、内部でつながる。下端平坦にカット 芯持材


70‐3 SE63 09 30.7 7.6 3.3 板状 ﾐｶﾝ割材


70‐4 SE63 横桟 08 69.8 6.3 4.5 棒状、両端削り 柾目


米山（2）遺跡Ⅴ 
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図版１


11
22


33


遺跡周辺の景観：白枠は第6・7次調査区。1は中世城館とされる宮田館跡。2は宮田の大いちょう。3は宮田古寺跡。
写真奥には青森市街と陸奥湾を望む。第 6次調査時に東上空から撮影。


基本土層①（ⅤＦ−244グリッド付近）礫層が上下２層に分かれているのがわかる。


基本土層③（ⅣＱ−226グリッド付近）白頭山火山灰を含む層を境に黒色土が上下２層に分かれている。


基本土層④（ⅤＰ−204グリッド付近）最下層の砂礫層は摩滅した縄文時代の土器片を僅かに含む。褐色シルト
質土の間に黒色土が入り、その上層には白頭山火山灰と考えられる火山灰が混入する。また、中央部の焼土は
第97号カマド状遺構の燃焼部であり、前記の２層を掘り込んで構築していることがわかる。
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図版２


縄文時代後期後葉の土器群


縄文時代晩期最終末期の土器群
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